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序 言

西 独 連 邦 研 究 技 術 省 第3次 情報 処 理 計 画

1976年 ～1979年

西独 連邦政府研 究技 術省

1976年 ボ ン

西 独 連 邦 政 府 は1970年 代 後 半 を カバ ー す る情 報 処 理 振 興 政 策 として こ の第3次 情 報 処 理 計 画 を

策 定 レ,デ ー タ処 理 シ ステ ム 及 び そ の アプ リケ ー シ ョンの研 究開 発 を 促 進 す る と と もに,専 門技 術

者 の育 成 と情 報 処理 装 置 の 一 貫 した調 達 政 策 を推 進 す る こ とに な った 。 この 事 業 は1967年 に開 始

され た キ ー ・テ ク ノ ロ ジー とし て の促 進 施 策(第1次 情 報処 理 計 画)を 継 続 した もので あ り,現 在

は,当 時 よ り も一層 情 報 処理 技 術 の 重 要 性 が 増 大 して い る と言 え よ う。

工 業 原料 の生 産 拡 大 や エ ネ ル ギ ー源 の新 規 開 発 を望 めな い 西 独 連 邦 共 和 国 の 現 状 を考 え る と,

ど う して も高度 に近 代 化 さ れ た労 働 環 境 で の価 値 創 造 をは か らね ばな らな い 。 そ して,我 々 が そ の

生 活水 準 や 国家 発展 の 物 質 的 基 礎 を 強 化 し よ うとす るな らば,最 新 の キ ー ・テ ク ノ ロジ ーの 制御 と

そ の応 用 知 識 の普 及 は 必 要 不 可 欠 な 前 提 条 件 とな る。

また 世 界 市 場 に お け る 競 争力 を 高 め,経 営,経 済 及 び下 部 構造 に 最 新 技 術 を定 着 させ るた めに は,

我 々 は情 報 処 理 技 術 の 如 きキ ー ・テ ク ノ ロ ジー を海 外 か ら輸 入 すべ きで は な い と考 え る。 デ ー タ処

理 技 術 は,経 済 的 見地 か ら も重要 で あ るが,社 会 的 政 治 的 に も測 り知 れ な い 意 義 を持 って い る。 即

ち,情 報 や ドキ ュ メ ンテ ー シ ョ ンが幅 を きかせ る教 育 制 度,公 衆衛生,行 政 実 務 等 の領 域 に お い て

も,そ の 質 的 向 上や 能 率 改 善 に 果 し得 る情 報 処 理 技 術 の 役割 は看過 し得 な い も のが あ る 。

この よ うに 見 て くる とデ ー タ処 理 の 発展 は,全 て の 面 で必 然 と言 って も過 言 で は な い 。

ハ ン ス ・ マ ッ ト ヘ ー フ ァ ー

研 究 技 術 省 長 官
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1 ま え が き

、

■

西 独 に お け る デ ータ処 理 研 究 開 発 は,西 独学 術 研 究 協会(DeutscheForschungsgemeinsch-

aft)の 要 請 に よ り1952年 に 各 大学 で 開始 さ れ た 。 一方,連 邦 政府 は,世 界 的 な 「テ ク ノ ロジ ー

・ギ ャ ップ」 をめ ぐる 論議 の 白 熱す る中 で
,情 報 処 理 装 置 が 国 家 的 あ るい は学 術 的 課 題 の達 成 に 不

可欠 な だ け で な く経 済 的 意 義 の点 で も増 々そ の重 要 性 を増 しつ つ あ る事 実 を明 確 に 認 識 した 。1966

年 の こ とで あ った 。 当時 科 学 研 究 と経 済 を管 掌 して い た 部 門 を 中 心 に,情 報 処 理 活 動 の 最 重 点 項 目

を6項 目選 ん だ連 邦 政 府 は,1967年 か ら1970年 に か け て デ ー タ処 理 事業 助 成 金 として3億5,300

万 マ ル クを支 出 し たが,そ の 内 約70%は,デ ー タ処 理 シ ステ ム の開 発 と,デ ー タ処 理 技 術,コ ン ピ

ュー タ ・アー キ テ クチ ャ ー,プ ロ グラ ミン グ言 語等 の研 究 事 業 に あ て られた 。

連 邦 政 府 は1971年 か ら1975年 に 亘 った 第2次 情 報 処 理 計 画 で,全 助 成 策 を一 つ の 整 合 性 を持 た

せ た プ ラ ンに 統 一 した 。 ま た ア プ リケ ー シ ョン及 び教 育訓 練 の奨 励 促 進 で も,そ の 枠 が 実 質 的 に 拡

大 され た。 こ の計 画期 間 中 に投 じ られ た助 成総 額 は,18億LlOO万 マル クで,そ の内 訳 は大 学 及

び職 業 訓 練 セ ン タ ーへ は21%,デ ー タ処 理 ア プ リケ ー シ ョン開 発 に31%,工 業研 究 開 発 に40%,

そ の 他 の 計 画 に8%と い う割 合 で あ った 。

上述の奨励施策による成果

第2次 情報 処理 計 画 の成 果 として は,中 大型 コ ン ピ ュー タ ・シ リー ズで あ るSiemens7.700,

様 々 な新 鋭 ミニ コ ン ピ ュー タ,プ ロセ ス 制御 用 コ ン ピ ュー タSiemens300及 びAEG80の 第1号

モ デ ル,大 学 専用 に開 発 さ れ た性 能 の 高 い大 型 コ ンピ ュー タTR440等 が あ げ られ る。 技 術 的 に 最

先 端 を行 く とは 言 う もの の 大 型 コ ン ピュー タは経 済 的 成 果 とい う点で は 見 るべ き もの はな か った 。

これ に対 し て中 型 以 下 の コ ン ピ ュー タや特 殊 専 用 マ シ ンの 分 野 で は,市 場 で確 固 とし た地 歩 を築 い

た ものが 多 い。 だが メ ー カ ーの 市 場 競争 力 は依 然 国 家援 助 に 頼 らざる を得 な い のが 現 状 だ。

公 衆 衛 生 及 び工 業 面 の ア プ リケー シ ョ ン分 野 を開 拓 す るた めに 策定 され た 様 々な プ ロ ジ ェ ク トは,

成 功 裡 に 推 進 され,十 分 な裾 野 を持 つに 至 った 。 また シ ステ ム ・メー カ ー とユ ーザ ーは 互 いに緊 密

な 連係 を保 っ てい る。

さ て デ ー タ ・バ ン クや コ ン ピ ュー タをベ ース に し た情 報,計 画,問 題解 決 等 の シス テ ムの領 域 に

お い て は,何 よ り もま ず開 発 され た 中 大型 デ ー タ処 理 シス テ ム を実稼 動 させ るた め の デ ー タ ・バ ン

ク ・シス テ ム が重 点 的 に 立 案 され,そ の イ ン プ リメ ン テ ー シ ョンで も成 功 を納 めた 。 そ の後,第2

次 情 報 処 理 計 画 の開 発 努力 は,公 共投 資 の 合理 化に 資 す る情 報,計 画,問 題 解 決 の 各 シス テ ムに 主

眼 が 移 され た 。
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またEDP要 員教 育 の収 容 力 を 高 め る事 業 は,第.2次 情 報 処 理 計 画 の 開始 当初 か ら強 力 に 推 し進

め られ た ので,計 画末 期に 近 づ くに っ れ 徐 々に 助 成措 置 を 削減 す る こ と も可能 とな った 。

ア プ リケ ー シ ョンを念 頭 にお いた 教 育訓 練 も また 重要 な領 域 だが,こ の 面 の プ ロ ジ ェ ク トは まだ

数 少 な い精 選 され た もの に 限 られ て お り,そ の 中 心 は デ ー タ処 理 シス テ ム ・メー カー で あ る。第3

次 情 報 処 理 計 画 に お い て も引 き続 き取 り組 まれ る予定 だ。 間接 的 で はあ るが,大 学 を始 め とす る各

レベル の 学 校 へ の 財 政 援助 や 連 邦 教 育科 学 省 の全 般 的 な 助 成 施 策 力㍉ 技 術 教 育 に 貢献 し て い る点 も

付 記 しな け れ ば な らな い だ ろ う。

第3次 情 報 処 理 計 画

今 回 策定 され た第3次 情 報処 理計 画 で は,デ ー タ処 理 シス テ ムの研 究 開 発 と精 選 され た ア プ リケ

ー シ ョン分 野 の プ ロ ジ ェク トへ の 助 成措 置が70年 代 末 まで 継 続 され る こ とに な って い る。 この デー

タ処理 シス テム と ア プ リケ ー シ;ン ・プ ロ ジ ェ ク トに対 す る研 究 開 発助 成金 の配 分 は,ほ ぼ拮 抗 し

た もの とされ て お り,情 報 処 理 分 野 に 見 られ る新 傾 向 とし て は,第3次 情 報 処 理 計 画 で,ミ ニ コ ン

ピ ュー タ及 び端 末機 器 の開 発,並 びに 汎 用,専 用 ジ ョブ向 け の 両部 門 に亘 る マ イ ク ロ プ ロセ ッサ ー

の 開 発 が 以 前 よ りず っ と強 調 され て い る点 が 指摘 出 来 る。 これ と対 照 的 に,第3次 計 画 に は大 型 コ

ン ピュ ー タの研 究開 発 が 全 く触 れ られ て いな い 。一 方,ア プ リケ ー シ ョン分 野 で 事業 拡 充 が 予定 さ

れ てい るの は,パ ター ン認識 及 び そ の処 理,遠 隔 デ ー タ処 理,デ ー タ処 理 シ ステ ム ・ユ ー ザ ー の サ

ポ ー ト強 化等 で あ る。

情 報 処 理 部 門 の 研 究 開 発 事業 は,1973年1月1日 以 来,連 邦研 究技 術 者 の専 管 事 項 に 移 され た 。

だが 同 省 の情 報 処 理 施 策 の 完 遂 を 期 す た め,内 務,郵 政 通 信,国 防 の各 連邦 省 庁 の活 動 も緊 密 に 関

連 づ け られ て い る 。 こ うした研 究 技術 省以 外 の活 動 に充 当 さ れ る予 算 支 出 は,各 省 独 自 の財 源 を原

資 とし て お り,第3次 情 報 処 理計 画 の 助 成金 措 置 に は 含 まれ て いな い。

`
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2. 概 説

情 報 処 理 工学 は,近 代 技 術 の 中 で も とりわ け重 要 な位 置 を占 めて い る 。 こ の技 術 は そ れ 自身 未来

を約 束 す る経 済 部 門 の 一 つ で あ るが,同 時に 高 度に 産 業 化 され た国 家 の 経 済 的 社 会 的 発 展 を実 現 す

る下部 構 造 で もあ る 。従 って,デ ー タ処 理 装 置 設備 や その ア プ リケ ー シ ョンの製 造 ・開 発に 必 要 な

能 力 は,自 国 内で 育 成 発展 さ せ ね ば な らな い 。 自立 し た情 報処 理 産 業 を擁 し て こ そ我 々は,将 来 計

画 の実 現 が期 待 出 来 る。

、

●

情 報処 理 産 業

中大 型 コ ン ビ.ユー タ市場 を特 徴 づ け て い るの は,一 つの 巨大 企 業が そ の60%近 くを 占有 して い る

現 状 で あ る。 だが こ うした 独 占 的 傾 向 の 強 い 市場 で あ って も,西 独 国内 に本 拠 を置 く企 業 は,不 断

に 市場 シ ェ ア と評価 を高 め るべ く努 力 を続 け て 来 た 。 これ に対 して ヨ ー ロ ッパ の 主 要 コ ン ピ ュー タ

・メ ー カ ーはUNIDATAに 結 集 して 合 弁 事 業 の 促 進 を はか って 来 た が,フ ラ ン ス政 府 が 工業 政 策

の 転 換 を策 し,こ の合 弁 事 業 か ら手 を引 くこ とを決 定 した ため その あ お りで 解 体 の 止 む な きに 至 り,

それ 以 後,将 来 性 の あ る汎 ヨ ー ロ ッパ的 な協 調 路 線 は短期 的 な もの も含 め て 全 く陽 の眼 を見 て い な

いo

一 方,こ の間 通 信技 術 との 結 合 が重 要 視 され る傾 向が 強 ま り,ミ ニ コ ン ピ ュー タ や マ イ ク ロプ ロ

セ ッサ ー及 び周 辺機 器 の各 市場 は,従 来 以 上 の伸 び率 が 予想 され る領 域 と し て注 目 さ れ っ っ あ る 。

西独 の コ ン ピ ュー タ ・メー カ ーに とって は,初 期 の 段 階か ら参 入 出 来 る とい う長 所 が あ るた め,中

大 型機 市 場 よ りず っ と大 きな 市場 機会 が あ る と見て よいだ ろ う。 こ の こ とは 同時 に,将 来 性 が 豊 か

だ との評 価 を受 け て い る分 散型 デ ー タ処理 に も当 て嵌 る もので あ り,こ うした世 界 的 な 動 向 に 歩 調

を 合せ るた めに も多 大 の 開発 投 資 が必 要 と され て い る。

目 標

西 独連 邦 政府 は,今 回 の 第3次 情 報 処理 計 画 で,西 独 の 情 報 処理 産 業 が1980年 代 初 頭 に も自立

して行 け る よ うに,次 の様 な事 項 に 重 点 を 置 き推進 し よ う として い る 。

・ 超 大型 コ ン ヒ。ユ一 夕を 除 く全 て の 製 造 分 野 に お い て,適 正な 競 争 環 境 を 育 成 強 化 して 行 く 。

・ 国民 経済 及 び公 共 部 門 の 両 領 域 で 必 要 と され るデ ー タ処 理 シス テ ム や 関連 装 置 を開 発 ・生 産

・提供 す る 。

・ こ うした機 器 や シ ス テ ムの 研 究 開 発 活 動 は,国 家援 助 に 頼 らず そ し て 充分 に 市 場 競 争 に 耐 え

得 る 自主 独 立 の もので な けれ ばな らな い。
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・ 高度 な 労 働 条件 及 び 環 境 を作 り出 す 。

・ デ ー タ処理 と通 信 技 術 並 びに そ の 他 の情 報 関連 技 術 を 有 機 的 に 結 合 出来 る よ う必要 な知 識 や

人 材 を活 用 す る。

・ 世界 市 場 の 開 拓 を め ざす 国 際 的 合弁 事 業 の 強 力 な パ ー トナ ー を模索 す る
。

振 興 政策

中 大 型 デー タ処理 シ ス テム の分 野 に お いて は,現 在 の 設 置 ベ ー ス を拡大 し同時 に コス ト削減効 果

の高 い 開 発事 業 を 重要 視 し て い る。・従 って後 継 機種 の研 究 開 発 並 び に 既存 装 置類 の改 良 ・補 完 も当

然 視 野 に 入 れ られ て い る 。

ミニ コ ン ヒ。ユ一 夕,マ イ ク ロ プ ロセ ッサ ーお よび 周 辺 端末 装 置 の進 展 は,1970年 代 末 頃 まで に

は中 大 型 デ ー タ処 理 シス テ ム の そ れ とほぼ均 衡 の とれ た もの に す る必 要 が あ る。 とい うの も,中 小

規 模 ユ ー ザ ー を中 心 とし た利 用 普 及 の拡 大 に も応 え る必要 が あ り,し か も こ うし た比 較 的 軽 便 な 装

置 類 の 導入 に よ り事 業 現 場 で の情 報処 理 活 動 が 一 層 容易 に な るか らで あ る。

また多 くの 国 内 コ ン ビ.ユー タ ・メー カ ーの 提携 計 画 に は,そ の 事業 内容 に従 って 独 特 の 優 先 順 位

が 附与 され て い る。

情 報処 理 技 術 の 活 用

経 済 の領 域 や公 共 部 門 の 問 題解 決 に は,今 日既 に デ ー タ処 理 技 術 が 不 可欠 な もの とな って い る 。

情 報処 理 の科 学 技 術 的 基 盤 は 日々拡 充 され て い て,応 用分 野 の裾 野が 広 が る様 に も著 し い もの が あ

る。我 が 国 の経 済 発 展 の 基 礎 は主 に,高 度 化 され た生 産 施 設 を 中軸 とし た加 工 生 産 に依 拠 して お り,

従 って 西 独 の 国 際 市 場 競 争力 は,製 造 技 術,情 報 処 理 技 術,プ ラ ンニ ン グ,意 思 決 定 手 段 等 が 不 断

`に更新 され て こ そ十 分 発 揮 出来 る もの だ
。

他 方,行 政 サ ー ビスに 対 す る要 求 も 日毎 に増 大 し,成 功 裡 に そ れ らを処 理 す るた め に は膨 大 な コ

ス トが 必 要 とな って 来 て い る 。 デ ー タ処理 の よ うな先 進 的 技 術 を駆 使 して こ そ,こ うし た コ ス トの

上 昇 を抑 制 し,行 政 サ ー ビスの 質 を抜 本的 に 向上 さ せ る こ とが可 能 とな る 。

目 標 ・

差 し当 って取 り組 まね ば な らな い 目標 に は次 の よ うな もの が考 え られ る 。

・ 個 々の 事 業現 場 に お け る活 動 や生 産 の流 れ(フ ロー)に デ ー タ処 理 技 術 を導 入 し,直 接 的 な

援 助 を与 え る。 これ に は分 散 処 理 や 問 題別 に体 系 化 され た情 報 処理 技 術 等 の,新 しい 可能 性 を秘 め

た テ クニ ックを応 用 す る必 要 が あ ろ う。

・ 生 産 現 場 の人 間 と導入 され た デ ー タ処 理 シス.テム の間 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョンを 直 接的 な もの

に し,そ の質 の 向 上 をは か る。
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、

●

・ ソ フ トウ ェア開発 とそ の実 際 的 な ア プ リ ケー シ ョンの 両 面で 合 理性 を追 求 し,簡 素 化 を は か

る 。

振興政策

デ ー タ処 理 の ア プ リケ ー シ ・ン計 画 は,次 に述 べ る よ うな 領 域 に重 点 を 置 き促 進 され ね ばな ら な

い 。

・ 特 殊 な 公 共 の 利 益 が 存在 す る分 野 。

・ 情 報 産 業 以外 の 産 業 部 門 の 合理 化 を促 進 し,生 産 性 の 向 上に 寄 与 させ る事 業 。

● メ ソ ッ ド中 心 の 重要 横 断 課 題 。

そ し て,テ ー マ を 中 心 とし た次 の よ うな重 点 項 目に 力 を傾 注 す る必 要 が あ る 。

● 情 報 ,計 画,問 題 解 決 等 の シ ス テ ム

●

●

●

●

●

●

公 衆衛 生

教 育制 度

技 術 の近 代 化

ユ ー ザ ー ・サ ポ ー ト

遠 隔 情 報処 理 シス テ ム

パ タ ー ン認 識 及 びそ の処 理

ア プ リケー シ ョン促 進 計 画 は,単 一の 将 来 性 あ る汎 ヨ ー ロ ッパ的 情 報 産 業 の創 成 を考 慮 して,選

択的 に 策定 さ れ な け れ ば な らな い』 その理 由 か ら,開 発 され る プ ログ ラ ム や処 理 技 術 は,ま ず 既 存

の情 報 処 理 シ ス テム の 再検 討 か ら着手 され るべ き だ。特 に,様 々な ア プ リケ ー シ ョン ・シ ス テム は,

西独 メー カー あ るい は 他のEC諸 国 の メ ー カー の装 置 を導 入設 置 す る と い う前 提 に 立 って 研 究 開 発

され るべ きで あ る。 こ うし た方 向 が,新 た な 市場 開 拓 に結 びつ くもの と考 え られ る。

導 入 計 画 の 立案 に 当 って は,一 面 的 な 立場 か ら決 論 を出す よ うな こ と があ って は な らな い。 ユ ー

ザ ーや そ の団 体,そ の他 の 共 同体組 織,行 政 機 関,ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウ スを 含 む 情 報 関 連産 業 等 の

過 去 の成 果 を拡 充 発 展 させ,そ れ ら を有 機的 に 結 合 す るこ とが まず主 眼 とされ な け れ ば な らな い。

現 在 の 状 況 か ら判 断 す る と,第3次 デー タ処 理 計 画 の終 了時 に は,上 述 の 重 点 施 策 の 内2～3の も

のに つ いて は予定 以 上 の 速 さで 達 成 し得 る もの と思 われ る。

と りわ け熟 練 し た ユ ー ザ ーの 緊密 な 協力 で 進 め られ るパ イ ロ ッ ト ・プ ロ ジ ェ ク トに は 期待 が 寄せ

られ て お り,実 用 面 の 要 求 を所 期 の通 り満 足 させ る だ ろ う。 これ らに 附 随す る 調査 活 動 は,広 範 な

ユ ー ザ ー層 の利 害 を反 映 す る よ う実 施 し,そ の結 果 を もとに し た 新 し い方 策 は,時 機 を 選 ん で体 系

的 に 発表 さ れ る必 要 が あ る 。
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行政 機 関の 調 達 政 策 と そ の 基準

機 器 購 入 の 要 求 や見 積 手続 きに は一 貫 性 が な け れ ば な・らな い 。 また装 置 を客 観 的 に 評 価 出 来 る よ

う要 求性 能 の明 記 が 不 可欠 で あ る。西 独 メ ー カー や 他 のEC諸 国 の メー カーの 製 品 が 原 則 とし て調

達 対 象 と され る 。っ ま り,ほ ぼ 同様 な条 件 や仕 様 の 製 品 が 複 数以 上 あ る場 合,こ の選 択 基 準 が 採 用

され る こ とにな る。

基 準 統 一委 員会 は,適 切 な 規格 及 び そ の基 準 案 を行 政 指 導 の形 で公 表 し,一 定 の 拘 束力 を持 たせ

た 方 が 良 い 。状 況 が変 化す れ ば,他 の 競 合企 業 に も機 会 を与 え る意 味 か ら適 当 な時 点で 再 調 整作 業

が 行 わ れ るだ ろ う。 デ ー タ処 理 シ ス テ ムの 運 用 並 び に適 用 手順 に関 す る統 一規 定 に は イ ンタ フ ェー

ス を必 ず盛 り込 み,特 に 遠隔 地 の タ ー ミナ ル と ソ フ トウ ェ アの結 合 を容 易 な ら し め る必 要 が あ る。

この イ ン タ フ ェ ー スの標 準 化が こ の際 大 きな 意 義 を持 つ こ とは 言 うま で もな い。

今 日流通 して い る プ ロ グラ ム は依 然 不 足 が ちで あ り,蓄 積 デ ー タ も不 充分 な状 態 な ので,デ ー タ

処 理 シス テム を導 入 し て い るユ ー ザ ー達 は,現 状 維 持姿 勢 を強 め る傾 向に あ る 。 こ の ため 新 シ ス テ

ムへ の グ レー ドア ップ も妨 げ られ が ち だ 。従 って,西 独 製 お よ び欧 州 製 の情 報 処 理 シ ス テ ムに転 機

を もた らす た めに は,政 府 機関 が相 応 の 育成 措 置 を 採用 し て バ ック ア ッ プす る必 要 が 当面 あ りそ う

だ 。

●

大 学及 び職 業 教 育 分 野 に対 す る 政 策

包 括 的 な 広域 情 報 化計 画 の研 究 開発 助成 金 は,1977年 と1978年 に は徐 々に 引 き下 げ られ る こ と

に な って い る。 これ は過 剰 導入 を一 度 清 算 し て,こ れ まで の レ ンタ ル ・コン ピュ ー タ の一 部 を 大学

に移 管 させ る方 針 を反 映 し た結 果 で あ る 。 ま た新 機 種 や 上位 機 種 へ の グ レー ドア ップ よ り,既 設 置

マ シン の性能 強 化 に 重 点が 置 かれ て い る こ とに も帰 因 し て い る。

一 方,学 術 経験 交流 も従 来通 り積 極 的 に 推 し進 め られ る はず だ。

地 方 の計 算 セ ン ター は,第2次 整 備 計 画 に従 っ て再 編 成 さ れ る予定 だ 。今 後 新 設 さ れ る セ ン タ ー

は,既 存 の セ ン タ ーの 間 隙 を補 足 し全 体 的 な ネ ッ トワー ク構 成 を完 成 す る意 図 の も とで 配 置 され る

だ ろ う。 更 に各 セ ンタ ーの能 力 は地 域 の 需要 を満 た す観 点 か ら再検 討 され る こ とに な って い る 。

大学 や 高等 専 門学 校 以 外 の教 育機 関 は,今 後 デ ー タ処 理 計 画 の枠 外 に 置 く もの と し,コ ン ピ ュ ー

タ教 育 訓 練 セ ン ター等 の施 設 か ら全 く隔 絶 した 地 域 だ け を特 別扱 い とす る こ とに な ろ う。
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●

3.第3次 情 報 処 理 計 画 の 目標

3.1強 力 な 西 独 情 報 処 理 産 業 の 育 成

デー タ処理 シス テ ムの 利 用 分 野 が 極 め て広 汎 な た め,現 在 で は情 報 処理 技 術 は 下 部 構造 の発 展 に

無 くて は な らぬ もの とな ってい る。 デ ー タ処 理 シス テ ムや そ の 関連 装 置,及 び コ ン ビ ュー タ工学 の

社 会 に対 す る可 能 性 もこの 間著 し く増 大 した た め,国 際情 勢 を 踏 まえた方 針 と し て,単 一 の強 力 な

そ し て市 場 競 争 力 も兼 ね 備 えた 汎 欧 州 デ ー タ処 理 企 業 を育 成 す る路 線 をな か な か断 念 す る こ とが 出

来 な か った 。

色 々な経 過 が あ った が,現 在 で は 西独 連 邦 政府 の 政 策 目標 と して,1980年 代 初頭 まで に 西 独 国

内 に 単 一 の情 報処 理 産 業 を 確 立 す る こ とに力 点 が 置 かれ て い る。 その為 の具 体 的 な 方 策 と して は,

・ 超 大 型 コ ン ヒ。ユ一 夕 を除 く全 ての 製造 分 野 に お いて,適 正 な 競争 環 境 を 守 り育 て て 行 く。

・ 国 民経 済 及 び公 共 部 門 の領 域 で 必 要 と され る デ ー タ処 理 シ ステ ムや 関 連 装 置 を 開 発,生 産,

供給 す る。

● この よ うな機 器 や シス テ ムの 研究 開 発 活 動 は,国 家 援 助 に 頼 らず そ して 充 分 に 市 場 競争 に 耐

え得 る 自主 独 立 の もので な けれ ばな らな い 。

・ 高 度 な労 働 条件 及 び環 境 を作 り出 す 。 .

・ デ ー タ処 理 と通 信 技 術並 びに そ の他 の情 報 関 連 技術 を有 機 的 に結 合 出 来 る よ う,必 要 な 知 識

や 人 材 を最 大 限 活 用 す る。

・ 世 界 市 場 の開 拓 を め ざす 国際 的 合弁 事 業 の強 力 な パ ー トナー を模 索す る 。

西 独 の デ ー タ処 理産 業 の 現状 を 考慮 す る と,別 て も次 の 点が 重要 とな る。

・ ミニ コン ビ.ユー タや 端末 機 器 の メ ー カ ーが,素 速 くそ し て技 術 的 な 多 様 性 に即 応 し た 市場 開

拓が 出 来 るよ うバ ック ア ッ プす る。

・ 汎 用 及 び専 用 の マ イ ク ロ プ ロセ ッサ ー 新 市場 で 西独 企 業 が 適切 な シ ェ ア を保 て る よ うに す る 。

・ 中 大 型 コ ン ピュ ー タ ・メー カ ー が抱 え て い る 多大 の 赤字 を解 消 させ,そ れ に 合 せ て 補 助 額 も

削減 す る。

こ うし た 目的 を達 成 す るた め,連 邦 政 府 は次 の 様 な 具体 策 の 実 施 を予 定 し て い る。

・ ミニ コ ン ピ ュー タ,周 辺 端 末装 置及 び 汎用 ・専 用 マ イ ク ロ プ ロセ ッサ ーの 開 発 を強 化拡 充 し,

と りわ け分 散型 デ ー タ処 理 や 中小 企 業 で の 利 用増 大 に 直結 させ る。

・ ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェ アの 研 究 開 発,生 産,導 入 に関 わ る コ ス ト節 約 技 術 を 発 達 させ,

将 来 の デ ー タ処 理 シス テ ムや 関 連 機 器 の 設 置 ベ ース と その収 益 性 の相関 関 係 を 予 測 す る 。

1
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・ デ ー タ処理 装 置 設 備 を,そ の テ ク ノ ロ ジーの 進 展 を通 じて 周 辺 領 域 の底 上 げ を果 た し,市 場

競争 力 を確 保 し,更 に国民 経 済 との 兼 ね 合 い か ら適 度 の 市場 に お け る寿 命 を保 て る よ うな環 境 に 持

って 行 くた め,そ の 為 の 調査 活 動 を 全 面展 開 す る。

・ 生 産 ラ イ ンの コ ンパ テ ィ ビ リ テ ィを保 障 す る西 独 デー タ処 理 機 器 メ ー カ ー相 互 の 協力 関 係 を

樹 立 し,汎 用 ミニ コ ン及 び大 型 コ ン ピ ュー タの 製 造 合理 化 を促 進 す る。 これ は個 々の生 産 プ ランニ

ン グの 立案 よ り優 先 され ね ば な らな い 。

・ 共 同計 画 を担 う研 究 機 関 を創 設 し,よ く練 られ た開 発 優先 順 位 に 従 って イ ン タ フ ェ ー スの確

立 を は か る。

・ 研 究 開 発 プ ロ ジ ェク トの 実 施 に 当 って は,海 外 の 知識 や能 力 を 導入 し,特 に テ ス ト装 置 や モ

ニ タ リ ン グ機 器 の新 規 開 発 に 生 か す 。

・ デ ー タ処 理 シ ス テ ムの アプ リケ ー シ ョンを公 共 分 野 に 浸 透 させ
,更 に 特 別 な 専 門 知 識 を必要

と しない 装 置や プ ログ ラ ム を開 発 す る こ とに よ って,新 規 に 市 場 機 会 を 開 拓 す る。

・ 西 独 に 本 拠 を置 くメ ー カー と緊 密 な 連絡 を保 ち なが ら
,連 邦 政 府 機 関 で現 在保 有 し て い る プ

ログ ラ ム及 びデ ー タ の標 準 化 と新 基 準 の 導入 を推 進 し
,業 界 の市場 競 争 力 を高 め る。

こ うした 諸 事 業 に つ い て は,西 独連 邦 政 府 が 経 済 的 社 会 的 意 義 を認 め,し か も一定 の 前 提 条件 を

備 えて い る限 り,ど の 国 内 コ ン ピュー タ ・メー カ ーや 関 連 企 業 も国 家援 助 を要 求 す る こ とが 出来 る。

助 成 措 置 の成 果 を期 待 す る た め に,補 助 金 の申 請 に は,技 術 的,経 済 的,組 織 的 に確 信 あ るプ ラ

.ンの 提 出 が義 務 づ け られ て い る。 これ らの 申請 プ ラ ンの 審 査 で は,当 然 技 術 的 問題 だ け で な く,市

場 動 向 や 当該 企 業 の過 去 の業 績 や成 果 も判 断 材 料 と され る。連 邦政 府 は また,指 定 し た 専門 組 織

(プ ロ ジェ ク ト担 当組 織)が 助 成 措 置 を ど の よ うに生 か して い るか そ の経 過 と結 果 を逐 次 厳 し く監

視 す る こ とに な ろ う。

目 標 の 達 成 度 を 査 定 す る 場 合,世 界 経 済 の 発 展 が,欧 州 の 産 業 国家 の経 済 と他 の 国 々の そ

れ との密 接 な 結 びつ きや相 互 依 存 を反 映 して い る こ と を常 に考 慮 に 入 れ ね ば な らな い 。 工業 の投 資

財 や 消 費 財 の発 展 及 び生 産 は,も はや 高 度 工 業 化社 会 に のみ 局 限す る こ とは不 可能 で あ る 。

将 来 工 業 国 家 は,デ ー タ処 理 技 術 や そ の専 門知 識 を生 か し た付 加 価 値 の 高 い経 済 商 品 や 提 供 サー

ビス の生 産 に 重 点 を 置 き,国 民 生 活 上 不 可欠 な原 材料 や 食料 とそれ らを 国際 貿 易 の舞 台 で 交 換 せ ざ

る を 得 な く な る だ ろ う。 だ が 西 独 や 他 の 欧 州 の 情 報 処 理 産 業 は,米 国 に 本 拠 を置 く巨大 な コ

ン ピ ュー タ ・メ ー カ ーの 市 場 圧 力 に 圧 迫 さ れ て お り,そ の時 宜 を得 た製 品 開 発 と市場 化及 び強 力 な

資 本 力 と市 場 シ ェ アを 特 徴 とす る この メー カー の優 位 は揺 る が し難 い もの が あ る。

一 方 ,デ ー タ処 理 技 術 と通 信 工学 の結 合 を進 展 させ る こ とに よ っ て,未 来 市場 を志 向 す る高 度 な

情 報処 理 テ ク ノ ロ ジ ーが 生 み 出 し得 る と考 え られ る 。 従来 の西 独 の通 信 産 業 は,輸 出 面 で も貢 献度

の大 きい経 済 部 門 で あ る。 そ して2,3の 通 信 企 業 は同 時 に 情 報 処 理 会 社 で もあ り,幾 つ か の 前 提

条件 が 整 備 され れ ば,即 ち密 度 の 高 い関 連 技 術 が 時 機 を得 て開 発 され,当 該 企 業 の全 体 構 想 に う ま
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く独 自の生 産 計 画 が は め こ まれ るな らば,情 報 処理 分 野 の今 後 の展 開 に重 要 な位 置 を 占 め る もの と

思 われ る。 こ うし た 可 能 性 を考 慮 して,今 回 の デ ー タ処 理 計 画 と並行 して,連 邦政 府 が中 心 とな っ

た 電 子部 品計 画 や ドキ ュメ ンテ ー シ ョン計 画 が推 進 され る こ と にな って い る。

デ ー タ処 理 は,様 々な 制 御 ・応 用 業 務 を遂 行 出来 る,数 種 の 工 業製 品 の 集約 と考 え られ る 。 工業

製 品 の 輸 出 は言 う まで もな く,西 独 連 邦共 和 国 の 海外 収 支に 枢 要な 地 位 を 占 め る フ ァク タ ー だ 。

そ の 上,情 報 処 理 産 業 は,稀 少 価 値 が あ る或 は高 価 な 原材 料 や エ ネ ル ギ ー 資源 を ほん の僅 か使 用

す る だ け の,そ し て環 境 へ の 有 害 な影 響 を殆 ど持 た な い経 済 部 門 で あ る。

ま た全 て の 経 済 分 野 の 中 で,サ ー ビス業 は と りわ け著 しい 成 長 率 を示 して お り,情 報処 理 は,公

共 事 業 や 一 般経 済 両 面 の サ ー ビ ス業 務 を飛 躍 的 に 向 上 させ,ま た合 理 化 し得 る テ ク ノ ロ ジ ーで もあ

る。

こ うした背 景 を 考 える と,デ ー タ処 理 製 品 に対 す る需 要 は今 後増 々強 ま る もの と 思 わ れ,西 独

企 業 は将 来 の要 請 に応 え るべ く,不 断 の努 力 を重 ね な けれ ば な らな い 。

3.2デ ー タ処 理 技 術 の導 入 に よる経 済 ・公共 両 分 野 の能 力 向 上 と近 代 化

経 済 の領 域 や 公 共 部 門 の 課 題 解 決に は,今 日既 に デ ー タ処 理 技 術 が 不 可欠 の もの とな っ てい る 。

情報 処 理 の科 学 技 術 的基 盤 は 日 々拡 充 され て い て,ア プ リケ ー シ ・ン分 野 の 裾 野 が 広 が る様 子に も

著 しい ものが あ る。

技 術 革新 は デ ー タ処 理 技 術 を飛 躍 的 に高 度 化 しその応 用 分 野 も多 岐 に 亘 って い る ので,第3次 情

報 処 理 計 画 で は,取 り組 む べ き事 業分 野 を次 の3点 に 厳選 せ ざ る を得 な い 。

・ と りわ け 重要 な 公 共 の 利 益 が 存 在 す る分 野
。

.・ 他 の産 業 部 門 の 合 理 化 を促 し,生 産 性 の 向 上に 寄与 し得 る事 業活 動 。

・ メソ ッ ド中 心 の重 要 横 断 課 題 。

当 面 の緊 急 課 題 と して取 り組 まね ば な らな い 目標 に は次 の よ うな もの が考 え られ る 。

・ 個 々 の事 業 体 に お け る業 務 や 生 産 の流 れ(フ ロ ー)に デ ー タ処 理 技術 を 導入 し ,こ れ に 直 接

的 な援 助 を与 え る。 これ に は 分 散 型 処理 や 問題 別 に 体 系 化 さ れ た情 報処 理 技 術等 の新 しい 可 能 性 を

秘 め た テ ク ニ ックを応 用 す る必要 が あ る。

・ 生産 現 場 の労 働 者 と導 入 され た デ ー タ処 理 シス テ ム の間 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョン を直 接 的 に し
,

その 質 的 向 上 を は か る。

・ ソ フ トウ ェア開 発 とそ の実 際 的 ア プ リケ ー シ ョ ンの 両 面 で 合理 化 を追 求 し
,そ の 簡 素 化 を は

か る。

西 独経 済 の近 代 化 とその 市場 競争 力 の 維持 拡 充に は,永 続 的 な 製造 技 術 の 革 新 と情 報,企 画(プ

ラ ンニ ング),意 思 決 定 手 段 等 の 更新 が 不 可欠 であ る 。西 独 連 邦 共 和 国 は
,自 国産 の原 材料 資 源
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に も乏 し く,エ ネル ギ ー源 に も恵 ま れて い な い 。従 っ て高 度 に 近 代 化 さ れ た工 業 設 備 を武 器 に し て,

加 工 生 産 を発展 させ な け れ ば,我 国経 済 の 前進 は 望 め な い。

換 言 すれ ば 西独 の 世界 市場 に お け る競 争 力 は,デ ー タ処 理 技 術 の ア プ リケ ー シ ョン(工 業 プ ロ セ

ス の制 御,情 報 ・計 画 立案 ・問 題 解 決 シ ス テ ムの応 用 等)を 継 続 的 に発 展 させ,そ して 近 代 的 な 生

産 ・管 理 技 術 の不 可 欠 要 素 と して 遠 隔 デ ー タ処 理 に依 拠 して 行 くな か で,維 持強 化 され るので あ る 。

一 方 ,行 政 サ ー ビスに 対 す る要 求 も逐 次 増 大 し,満 足 裡 に そ れ らを処 理 す るた め に は膨 大 な コ ス

トが必 要 とな って来 て い る。 この コス ト増 の 伸 び率 は国民 総 生 産(GNP)の 成 長率 を も上 回 る も

の とな ってい る。 デ ー タ処 理 の よ うな 先 進 工 学 技 術 を駆使 し て こそ,こ うした コ ス トの 上 昇 を抑 制

し,行 政 サ ー ビ スの質 を根 本 的 に 向上 させ る こ とが 可能 とな る 。行 政 事 務 全 般 の 能率 ア ッ プに は,

コ ン ピ ュー タ をベ ー ス とし た情 報 ・プ ラ ンニ ン グ ・シ ス テ ムの導 入 に よ り,空 間 的 に 分散 して い る

処 理 デー タ を集 約 す る必 要 が あ る。

公 共 部 門 で,デ ー タ処 理 技 術 の 導入 が 何 に も増 し て効 果 を発揮 す る の は公 衆 衛 生 の分 野 で あ る 。

そ の管 理 業務 の面 だけ で な く,医 学,治 療 診断 の領 域 で 果 す役 割 は大 きい 。 デ ー タ処 理 を公 衆 衛 生

面 に経 済 的 に 導入 す る為 に は そ の 計 画 立 案,管 理及 び配 置 の 前 提 条件 と して,効 率 評 価 や コ ス ト ・

パ フ ォー マ ン ス の 方 法 論 が 重要 な意 味 を持 って く る。 こ の手 法 の開 発 に は 高 い プ ラ イオ リテ ィを

付 与 す べ きで あ る。

更 に,国 内外 に影 響 を 与 え る様 々な 関 連 性 を持 った アプ リケ ー シ ョン分 野 や,多 数 の関 係 利 益 団

体 及 び ユ ーザ ー ・グル ー プ を ま きこ ん だ ア プ リケ ー シ 。ンの種 類 が 増 え,一 層 複雑 な 様 相 を示 し つ

つ あ る のが 現状 で あ る 。 こ うし た事 態 に 対 処 す るに は,デ ー タ,プ ロ グ ラ ム或 は関 連 機 器等 の互 換

性(Austauschbarkeit-interchangeability)を 保証 す る規 則 や 標 準 を作 製 し,広 く流通 さ

せ る必 要 があ ろ う。

生 産性 の 高い 下部 構造 を 完成 す るに は,上 述 し て来 た様 々の 目標 が 達 成 され ね ば な らな い 。 また

近代 的 な デ ー タ処 理 技術 のみ な らず そ れ らの ア プ リケ ー シ ョン分 野に も精 通 し た 専 門家 を養 成 す る

こ と と,十 分 な デ ー タ処 理 能 力 を備 え た 高 等 教 育機 関や 地 域 計算 セ ン ター を 整備 す る こ とは,今 後

の 進展 に 決定 的 な要 因 とな ろ う。

,

3.3奨 励 措置

研 究 開 発 プ ロジ ェク トに 対 す る連 邦 研 究 技 術 省 の 助 成 は,通 常 の 企 業 に は実 際 投 資 額 の50%ま で,

教 育機 関 や 公共 組 織 の 場 合 に は そ の計 画 の 実施 に 伴 な う追加 支出 の100%ま で と決 め られ て い る。

但 し 市場 と密 接 な関 係 を持 つ と認 定 され た プ ロ ジェ ク トに対 し て は,原 則 的 に 償 還 措 置 が 適 用 され

る。 この払 い 戻 し義 務 は,科 学 技 術 上 の 目標 が所 期 の 予定期 日内 で達 成 出 来 な か った り,商 用 化が

不 可能 な 場 合 は適 用 さ れず 無効 とな る。 また,開 発 計 画の 成 果 の 実用 化 が 全 く持 続 性 の な い取 引 き
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白

に終 始 して し ま った 時 は,未 償却 額 の 償還 は断 念 さ れ る。異 例 の 事 態 の発 生 に対 して は研 究技 術 者

の 運営 管 理 規 則 の 細 目が 適用 され る。

研 究 開 発 プ ロ ジ ェ ク トの 申 請手 続 の更 に 詳 し い細 目に つ い て は,連 邦 研 究技 術省 の 「助 成措 置 に

関 す る手 引 き(Fb'rderfibel)」 に記 載 され て い る 。 助 成 申 請 の 申込 み期 日や助 成 対 象 テ ーマ は,

そ の都 度,省 報 で 公 表 され る こ とに な って い る 。

個 々 の振 興 事 業 の実 施 に 当 って,研 究技 術相 は,該 当す る領 域 の専 門機 関に そ の プ ロ ジ ェ ク トの

監 督 権 限 を委 譲 す る立 前 を取 って い る。 プ ロ ジ ェ ク ト担 当責 任 者(Projekttrager)は,研 究技 術

相 の 補 佐 役 とし て,申 請 案 件 に対 す る専 門的 立場 か らの意 見 具 申 並び に 助 成 事 業 の総 括 を担 当 す る。

また 研 究 技 術 相 は,足 下 の審 議 会 の助 言 を受 け て こ うし た開 発助 成 案 件 の 是 非 を決 定 す る 。 プ ロ ジ

ェ ク ト担 当責 任 者 は,開 発 プ ラ ンの 実施 中,事 業現 場へ 通 って そ の進 行 状 況 を た えず 監 督 し,助 成

を受 け る際作 製 され た レ ポ ー トの 内容 を評 価 し た 後,研 究技 術相 に そ の詳 細 を報 告 す る こ とに な っ

てい る。

加 え て プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ー ジ ャーは,助 成措 置 の 継 続 を含 む 開発 計 画 の 完了 手 続 を も行 な う。
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4.情 報 処 理 産 業 の 育 成

4.1主 要 市場分野か ら見た西独 情報処理 産業の競争環 境

第2次 情 報 処 理 計 画 の実 施 中 に 育成 対 象 とな った 西 独 企 業 は,そ の後 順 調 な 発展 経過 を辿 って お

り,例 え 市場 シ ェ アの面 で 第2次 計 画 の 策 定 当 初 に想 定 され てい た伸 び を示 し てい なか った として

も,そ の 業績 内容 に は 見 るべ き ものが あ る。

全般 的 な 景 気後 退 は,デ ー タ処 理 分 野 の 設備 投 資 に も影 響 し抑 制効 果 を もた らし た 。 こ うした 背

景 を 反映 し て,デ ー タ処 理 装 置 の コ ス ト ・パ フ ォ ー マ ン ス の 改 善 が進 み,技 術 革 新 に 支 え られ た

小 型 機 器 化 の 傾 向 が 表面 に 出 て来 た。

従 来 よ り小 型 の デ ー タ処理 装 置 に対 す る評 価 と開 発 活 動 が 一躍 進 展 した の は,何 も商 用 コ ン ピ ュ

ー タ ・シス テ ム分 野 だ け で な く,プ ロセ ス制 御 用 コ ン ピ ュー タ の部 門 で も然 りであ った 。中 大型 コ

ン ピ ュー タの 分 野 で は この よ うな 著 し い変 化 は 見 られ な か った 。

こ うした マ イ ク ロ化 に 貢 献 し た の は,高 密度 に 集 約 され た 電 子部 品 を採 用 す る こ とに よ って コ ス

ト ・パ フ ォ ー マ ン ス が 著 し く改 善 され た こ と,お よ び分 散 デ ー タ処 理 で 小 型 コ ン ピ ュー タが卓 越

し た性 能 を発 揮 し てい る こ との2点 を 見逃 す 訳 に行 か ない 。

4.1.1中 大 型 デー タ処 理 シ ス テム

この領 分 に 入 る コ ン ピ ュー タの市 場 競 争 は,米 国 に 本 部 を置 く企 業 が独 占的 と も言 え る 優越 性 を

保 って い る。(表1,2参 照)

中 大型 デ ー タ処 理 シ ステ ム ・メー カ ー の こ うした 現 状 は,子 細に 見 る とよ り一層 重要 な特 徴 を示

して い る。 と い うの も,多 くの 米国 系企 業 の 中で た だ 一 つ の メー カ ーが,世 界 市 場 を 支 配 す る勢 い

を 示 し,デ ー タ処 理 全 般 の 技 術進 歩 や市 場 制 御 に 巨大 な 力 を持 って い る こ とが わ か る。

この よ うな独 占状 態 が 完 成 し た の は,結 局 この 巨大 メー カー が 他 の競 合 企 業 との争 い に 勝 った 成

果 が結 晶 し た もの だ と言 え る。IBM社 は1974営 業年 度 に,税 引 後決 算 で 売 上高 の 約14%を 年 間

利 益 として 計 上 してい る 。 これ に 対 し て米 国 の 第2位 以 下 の メ ー カ ー(HoneywellやUnivae)

は,そ の比 率 が3～5%ど ま りで あ り,一 方 西 独 で こ の分 野 の活 動 を続 け て い るSiemens社 な ど

は,こ れ よ り低 い利 益 率 を示 し てい る 。

また 市場 の 支 配 者 で あ るIBMは,歳 月 の 経 過 と と もに同 社 へ の依存 度 を 拡 大 させ,現 在 で は 総

売 上 高 の80%は 固 定 カス トマー か らの受 注 で 占 め られ て い る。 一 方,英 国 政府 の 優 先 買 上 政 策 に 支

援 され てInternationalComputersLtd.(ICL)も また,同 様 な傾 向 を持 って い る 。ICL
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表1.Siemens社 と比 較 した 米 国 系 巨大 メー カ ーの情 報 処理 機 器 売 上 高

デー タ処 理 機 器1974年 売 上 高 対 前 年 増 加 率

(世 界 規 模)(10億 マ ル ク) (%)

IBM 25.6 十14

Honeywell
1)3

.2
2)十5

IJnivac
3)3

.63 十13

Burroughs 2.4 十27

Siemens 0.96 十10

●

注1)

注2)

注3)

こ の 内13億 マ ル ク はHoneywell-Bu11社 の 実 績 で あ る 。

Honeywel+Bull社 の 売 上 増 加 は11%。

事 務 機 器 関 係 も 含 む 。

■

表2.主 要 メー カー の地 域 別 汎 用 コ ン ピ ュー タ設 置 状 況

●

●

国名/地 域名 メ ー カ ー
市 場 シ ェ ア

(%)

設 置 総 額

1975年1月1日 現 在

(10億 マル ク)

西 欧 42.05

IBM 54.40

HoneyWell 10.22

Unidata 8.82

ICL 8.31

Univac 5.68

BurrOUghs 3.28

NCR 2.03

そ の 他 7.26

西 独 11.25

IBM 61.56

Siemens(Unidata) 17.56

HoneyWell 7.00

Univac 5.29

BurrOUghs 1.09

ICL 1.07

NCR 0.98

そ の 他 5.45
」
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国名/地 域名 メ ー カ ー
市 場 シ ェ ア

(%)

設 置 総 額

1975年1月1日 現 在

(10億 マル ク)

英 国 8.7

IBM 39.72

ICL 31.14

且oneywell 9.58

Burroughs 5.26

Univac 4.80

NCR 2.89

そ の 他 6.61

仏 7.6

IBM 54.86

Honeywel1 15.04

Unidata 9.91

Univac 3.97

BurrOUghs 3.77

ICL
'
2.97

NCR 1.29

そ の 他 8.19

その他の西欧諸国 14.5

IBM 57.47

Honeywell 10.60

Univac 7.42

Unidata 6.36

Burroughs 3.53

ICL 2.92

NCR 2.73

そ の 他 8.97

米 国 75.5

IBM 68.76

HIS 8.96』

Univac
'

7.61

Burroughs 5.74

NCR 2.87

そ の 他 6.06
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国名/地 域名
メ ー カ ーへ

市 場 シ ェ ア

(%)

設 置 総 額

1975年1月1日 現 在

(10億 マ ル ク)

日 本 13.7

日本 メ ー カ ー 50.23

IBM 35.50

Univac 7.50

BurrOUghs 3.22

NCR 1.83

HIS 1.02

そ の 他 0.70

東 欧 諸 国 9.3

共 産 圏 の メ ー カ ー 82.75

ICL 8.47

IBM 2.90

HoneyWell 1.89

Unidata 1.45

Univac 0.59

NCR 0.38

そ の 他 1.57

世 界 全 体 148.73

IBM 56.60

HoneyWellv 8.19

Univac 6.52

共 産 圏 の メ ー カ ー 5.17

日 本 メ ー カ ー 4.69

Burroughs 4.64

ICL 3.14

Unidata 2.68

NCR 2.41

そ の 他 5.96

出 典:IDC社(ド イ ツ)

通 貨 換 算 レ ー ト:1ド ル=2.5マ ル ク
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社 の 場 合,公 共 事業 部門 か らの 受注 が 大 きな割 合 を 占 めて お り,固 定 顧客 の注 文 が 売 上 高 の90%近

くに達 して い る。

と こ ろが,デ ー タ処理 企 業 とし て ま だ経 験 の 浅いSiemens社 は 固定 客 か らの注 文 が60%台 を 占

め るに す ぎな い 。

市場 で 主 導的 地 位 を占 め る メ ー カ ーへ の 依 存 度 は,当 初 の ベ ン ダー の供 給 シ ス テ ム よ り性 能 の 秀

れ た シス テ ム を提 供 出 来 る メ ー カ ーへ 顧 客 が 移 行 す る結 果,一 層 強 め られ る。 そ れ 故,対 抗 メ ー カ

ーは既 存 機 種 の 機能 強 化 や 新 規 開 発 の 手段 を通 じて 必死 に 市場 競 争 力 の 回復 を 画 ろ うとす るわ け だ
。

これ まで 市場 支 配 者 つ ま りIBM社 の シ ス テ ムを 使用 し て来 た カ ス ト マーを,一 転 自 らの手 中 に

納 め る た めに は,そ の シス テ ム の能 力 に対 抗 し て 当 該製 品 の 技 術 的適 応 性 を 最大 限 高 め る と と もに,

更 に次 に来 るべ き イ ノベ ー シ ョン ・サ イク ル(世 代 の 交代)に も当然 対 処 し な け れ ば な らな い 。

また 時 間的 な 遅 れ を取 り戻 しそ の営 業 サ イ クル を市 場 の ト ップ ・メー カー の そ れに 近 づ け る時 点

まで,競 合 メー カ ーは,レ ンタ ル 製品 の短 か い 市場 寿 命 とそれ に 伴 な う財 政 的 な圧 迫 に 耐 えね ば な

らない だ ろ う。

現 在,1社 が異 例 と も言 え る膨 大 な 開 発 費 物 的 投 資 を 前 面 に押 し 出 して い るの に,他 社 は僅 か な

カ ス トマ ー ・ベ ー ス と出 荷額 で これ に 対 抗 せ ざ るを得 な い状 況 に置 かれ て い る 。 こ の こ とは,所 期

の 売 上 目標 の達 成 に 高 い 生産 コ ス トを投 じ な け れば な らな い こ と,及 び こ こ暫 くは決 算 で かな りの

損失 が 出 るの を覚 悟 しな くて はな らな い こ とを意 味 して い る 。

また例 え売 上 高に 固執 しな くて も,開 発 ・製 造 ・要 員 訓練 の領 域 で 高 度 な オ ー トメ 化を 完 成 し,

製 品 の質 や精 緻 さで 見 るべ き成 果 を納 め 後 発 企 業 と して の遅 れ を取 り戻 す た めに は,多 大 な 設 備投

資 が必 要 とな る。

以 上 の よ うな 困 難 な 状 況 に あ るに もか か わ らず,Siemens社 の 西 欧 に おけ る市場 シ ェ アは,

1967年 の開 発 開 始以 来 着 実 に 上 昇 して お り(表3),同 社 の 市 場 競 争 力 は総 体 と して 満 足 の ゆ く

成 功 を納 め てい る と言 え よ う。

1970年 代 初期 の中 大 型 コ ン ピ ュー タを中 軸 とす る デ ー タ処 理産 業 の 順 調 な 伸 び は,今 後恐 ら く

その ま ま持 続 す る こ とはな い だ ろ う。 この 分野 の コ ン ビ。ユ一 夕設 置 成 長 率 は,1970年 代 末 に か け

て 幾 分 減 少 して行 く もの と思 わ れ る。 む し ろ テ ク ノ ロ ジーの 発 展 に 依処 して コ ス ト ・パ フ ォー マ ン

スの 向 上 に 力 が 注が れ る傾 向に 向 か うだ ろ う。 更に 価 格 競 争力 の強 化 も当然 顧慮 しな け れ ば な らな

い だ ろ う。

畠

表3.西 独 に お け る 中 大 型 汎 用 コ ン ピ ュ ー タ のSiemens社 シ ェ ア 年 次 推 移

年次初頭 1967 68 69 70 71 72 73 74 75

% 6 8 10.4 11.9 14.8 16.1 17.4 17.9 19.5
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CGK社(Computer-GesellschaftKonstang,旧TelefunkenComputerAG)は,情

報 処 理 市場 で特 殊 な位 置 を 占め て い る。 同社 は,学 術 計 算 課題 向 けに 大 型 コ ン ピ ュ ー タTR440を

開 発 ・市場 化 し,大 学 や 研究 機 関 で構 成 され る特 殊 市 場 で は約30%の シ ェ アを得 て い る 。 これ に 対

して,同 社 の 商 用 機 市場 で の位 置 は依 然 低 い 。 この 市 場 で 成果 を収 め るた め に は,ユ ーザ ーの 広 汎

な 要 求 に 耐 え得 る コ ンピ ュー タ ・フ ァ ミリーが備 わ って い な け れば な らず,現 在 の 同社 の シ リ ー ズ

に は 大 型 機 が欠 け て い る。

●

也

■

4.1.2プ ロセ ス制 御 用 コ ン ピュー タを 含 む 小型 コン ピ ュー タ

ミニ コ ン ピ ュ ータ の非 常 な 性 能 向上 とデ ー タ処 理 に 対 す る要 請 の拡 大 は,分 散 型 デ ー タ処 理 の 前

提 条件 を準 備 す る と と もに,個 々の 事 業現 場 を よ り一層 組 み 込 み つつ あ る と言 え よ う。多 くの ユー

ザ ー に とって,専 用 アプ リケ ー シ ョン志 向 の 分散 デ ー タ処 理 は,投 資 リス ク を あ る程 度 計 算 に入 れ

て ハ ー ドウ ェ ア とソ フ トウ ェ アを結 合 で き,し か も個 々 の問 題 解決 に応 用 させ 得 る とい う長 所 を持

って い る 。

現 在 ミニ コ ン ピ ュー タは イ ン テ リ ジ ェン ト ・タ ー ミナ ル 同様 シス テ ム の中 で 中 心 的 役 割 を果 す ま

で に な って お り,オ フィス ・オー トメ ー シ ョ ン分 野 の通 信 装 置 体 系 で も不 可 欠 な 構 成 要 素 とな って

い る。

ミニ コ ン ピ ュー タの開 発 は 元 来,小 型 の単 能 計 算 機 が 出発 点 であ った 。 そ して 機械 的 な 会計 機 と

交 代 し,そ の 内 中 大 型 コ ン ピ ュー タ の 下部 を構 成 す る地 点 に まで達 した とい うの が 実状 だ 。

た だ 一 社 の ドイ ツ ・メー カ ー(そ の 子会 社 も含 む)が 活 躍 してい る中 大 型 コ ン ビ。ユ 一夕 市場 とは

違 って,小 型 機 市場 で は ドイツ国 内 に ベ ー ス を置 く数多 くの メー カー が 活動 し て お り,そ の 製 品 は

幅広 い ア プ リケ ー シ ョン分 野 に ま たが って い る 。 これ らの ミニ コン ピ ュー タは,そ れ 自体 独 立 した

計 算 機 とし て の機 能 を果 す と と もに,イ ン テ リジ ェ ン スを 持 った シ ステ ム構 成 要 素(例 え ば イ ン テ

リ ジ ェ ン ト ・ター ミナル の よ うな)と して大 規 模 な コ ンフ ィ ギ 三 レー シ ョンの 一部 を な して い る。

西 独 の 小型 コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ ーの 概要 は表4に 示 す 通 りであ る。

Nixdorf社 の売 上高 が 示 す よ うに小 型 コン ピ ュー タ ・メ ー カー の存 在 価値 は 今 日既 に 確 固 た る

もの が あ り,同 社 の場 合 中 大 型 コ ン ピ ュ ータ を開 発 販 売 し て い るSiemens社 の売 上 げ の 約 半分 に

達 し て い る 。 ま た中 位 程 度 まで の デ 「 タ処 理 技術 が 関 係 す る事 業 分野 で は,海 外 事 業 の ウエ ー トが

かな りな もの で あ る こ とを 示 して い る。AnkerWerke社,DiehlDatensystem社(図 表 に は

含 まれ てい な い),Matth.Hohner社,KienzleApparate社,NixdorfComputer社,

PhilipsElectrologica社(現 在 で はPhilips社),TriumphWerke社 等,こ の例 に もれ な

い 。 これ らの企 業 は,1975年3月31日 現 在 で 総 計10万7,600台 の コ ン ピ ュー タを 引 き渡 し て い

るが,そ の内 訳 は国 内 に5万2,900台,海 外 に5万4,700台 とな って い る。 この 総 計10万7,600

台 の うち,3万7,300台 は電 子 式会 計 機 で,5万1,600台 は45億 マル ク前 後 の,磁 気 記 憶 装 置 を備
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表4.西 独 に 本 拠 を 置 く小 型 コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー 概 況

(1974年 現 在)

メ ー カ ー 名

総 取 引 額

(単 位100万 マ ル ク)

売 上 高 売 上 高 従 業 員 数

デ ー タ処 理 分 野

(単 位100万 マ ル ク)

対 前 年 比
(デ ータ処理分野)

企 業 全 体 デ ー タ処 理 部門

Nixdorf

ComputerAG

(KonzernInland)

一 444
1)580

.6

十11.3

十22

一

5,400

8,000

(世 界 全 体)

PhihpsGmbH

Eiserfeld

一 2)450
十4 一 3)6

,200

Kienzle

ApParateGmbH

(KonzernInland)

3682
3)313

.6 一 〇
.6 7,000 4,000

TriumphWerkeAG 300 80
4)十50

6,100 1,800

AnkerwerkeAG 330 56.8
4)十308

7,500 1,500

Matth.HohnerAG 100 28 十10 2,500 500

注1)

2)

3)

4)

海 外 子 会社 を含 む 。

オ フィス ・コ ン ピ ュ ータ を含 む世 界 全 体 の 売上 高 及 び従 業員 数 。 西独 国 内 だ けに 限 る とデ ー タ処 理 部 門 の 売 上 高 は2億300万 マル ク 。

国 内外 の販 売 組 織 で 働 く従 業 員 も含 む。

この非 常 に 高 い成 長 率 に は,各 々モ デ ルADS2600(Anker社)とTA1000(Triumph社)の 発 表 が 大 き く貢献 して い る。(市

場 化以 来,好 評 を得 た)
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え た コ ン ピ ュー タを含 む よ り高 性 能 の 小 型 コ ン ピ ュ ー タで ある 。 こ の内 半 数 よ り多 い3万8,400台

が 海 外 に 出荷 され てい る 。

この 領 域 で 予想 され る の は,高 性 能 小 型 コ ンピ ュ ー タ と インテ リジ三 ン ト ・タ ー ミナル の 順 調 な

発 展 で,将 来 小 型 コ ン ピ ュー タの 伸 び率 は 中大 型 デ ー タ処 理 シ ステ ム の それ を大 き く上 回 る こと に

な ろ う。

1974年 か ら1978年 に 至 る間 に小 型 コ ン ピ ュー タの設置 金 額 は ほ ぼ倍 増 して い る。(図1)

図1.西 独 に お け る小 型 デ ータ 処理 シ ステ ム の設 置 状 況 推 移
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(出 所:Diebold社)

近 年,小 型 コン ピュ ー タ市場 で も トップ ・メー カー で あ るIBM社 が 抜 きん で て い る。 シ ス テ ム

32で 西独 の小 型 機 市 場 に 挑 戦 して 来 たIBMの 戦 略 に 対 し,こ れ まで この モ デル よ りや や大 型 の シ

ス テ ムを 提供 し て市 場 を分 け合 って い たNixdorf社,Kienzle社 及 びPhilips社 は,新 たな 対

応 策 に 迫 られ て い る。専 門 技 術 者 を多 く抱 え るIBMは,更 に強 力な マ ー ケ テ ィ ング を推 し進 め る

もの と思 わ れ る。 米国 市 場 だ け を と って も,小 型 機 分 野 の売 上 高 は1975年 に4,000万 ドル に の ぼ

った と 見積 られ て お り,1980年 に は10億 ドル を越 す もの と思 われ る。IBM社 は恐 らく1975年
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に は2,000万 ドル を他 の メ ー カー に奪 わ れ た もの と考 え られ るの で,1980年 に は8億 ドル を 見込

んで 戦略 を練 る だ ろ う。70年 代 末 の上 位 ク ラ スの小 型 コ ン ピ ュー タ米 国 市 場 で シ ス テ ム32が 占 め

る シ ェ アは25%程 度 と 見 られ る 。従 って 西 独 の 小型 コ ン ピ ュー タ市 場 で も競 争 力 の 強 化 を抜 きに し

て各 メー カー の存 続 は あ り得 な い だ ろ う。

よ り小 型 の デ ー タ処 理 装 置 メ ー カ ー は,エ レ ク トロニ ク ス部 品 の メ ー カ ーへ の 依 存度 を増 々高 め,

同 時 に後 者 自身,コ ス ト効 果 の 高 いLSIを ひ っ さげ て こ の分 野に 進 出 し て来 る ζ とに な ろ う。従

来 部品 メー カ ー は,デ ー タ処 理 シス テ ム ・メー カー を通 じて の み その 付加 価 値 を高 め て 来 た の だ が,

この パ ター ンが 崩 れ る可 能 性 が 大 きい とい うわ け だ 。 もし部 品 メ ー カ ーが シ ス テ ム 自体 を提 供 す る

べ くこれ まで の 一 線 を 越 えた な ら,小 型 機 専 門 メー カー の中 に は市場 か ら駆逐 され て し ま う企 業 も

出 て 来 るに違 い な い。

プ ロセ ス制 御用 コ ン ピ ュ ー タの 市場 規 模 は年 々急 激な 成 長 を経 験 して い る。1972年 中頃 か ら

1974年 中 頃 に 区 切 って 見 て も,西 独 国 内 で設 置 され た台 数 は3,212台 か ら6,989台 へ と急 成 長 し

た 。

これ は年 平 均 の 出 荷 伸 び 率 に換 算 す る と40～50%と い う高 率 を示 す もので,そ の成 長度 は,中

大 型 汎 用 コ ン ピ ュ ー タの そ れ を は るか に 上 回 って い る 。勿 論 同 時 期 に おけ る プ ロセ ス制 御 コ ン ピ ュ

ー タの出 荷 平 均 は
,年 を 追 うご とに 減 少 して来 てい るが,こ れ は主 に 小 型 コ ン ピ ュ ー タの販 売 高 が

伸 び て来 た 影 響 を 受 け た もの で あ る。1975年 初 頭 の西 独 に おけ る プ ロセ ス制 御用 コ ン ピ ュー タ設

置 は,金 額 ベ ース で約18億 マル クに達 して い る 。(Diebold社 調 べ)

表5.西 独 国 内 に設 置 され た プ ロセ ス制 御 用 コ ン ピ ュ・一一タの主 要 メ ー カー別 シ ェ ア

(1975年 初頭 現在,連 邦 財 務 省調 べ)

Siemens

AEG-Telefunken

DigitalEquipment

IBM

HewlettPackard

GeneralAutomation

HoneyweIlLBull

市 場 シ ェ ア(金 額 ベ ース)

35%

21.7%

12.1%

3.8%

3.8%

3.2%

3.1%

注1)1975年6月11日 付 け の 「デ ー タ処 理 産 業 の 現 局面 とそ の産 業 構 造 」

と題 す る報 告 書 よ り転 載 した 。

表5に 示 し た プ ロ セ ス 制 御 用 コ ン ピ ュ ー タ の メ ー カ ー 別 シ ェ ア か ら も明 らか な よ うに,こ の 種 の

特 殊 市 場 分 野 で は ド イ ツ ・メ ー カ ニ が 充 分 な 地 歩 を 築 い て い る 。 こ れ に は,プ ロ セ ス ・コ ン ビ ュ ー
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タ ・メ ー カ ー と投 資会 社 の 活 動 が うま く結 合 した 背 景 も見 逃せ な い 。

連邦 議会 財 政委 員 会 に 提 出 され た1975年6月11日 付 け の連 邦 財 務 省 報 告 書 に は,更 に情 報 処 理

産 業 の現 状 と産 業 構造 の 連 関 性 が 詳 し く記 載 され て い る。

4.2西 独情報処理 産業の技術的進歩 とその市場競争力が獲 得 した成 果

4.2.1エ レ ク トロニ ク ス 部 品

デー タ処 理 シス テ ム は,そ の 演算 速度,集 積度,信 頼 性,価 格 の どの 部 分 を と って もエ レク トロ

ニ クス部 品に 負 う と ころ が大 で あ る。計 算施 設 のCPUが 示 す コス ト/パ フ ォー マ ン ス は,他 の ど

の要 素 よ り も利 用 され る 電 子 部品 や コ ンポー ネ ン トに依 拠 して い る と言 え る 。

西 独 の デー タ処 理 シス テ ム ・メー カ ー は,こ の 間海 外 の 先 進 エ レ ク トロニ ク ス ・メ ー カ ー との局

部的 な技 術格 差 を埋 め る こ とに も成 功 した 。Siemens社 が 開 発 を担 った シ リー ズ7700コ ン ピ ュ

ー タ は,半 導 体 〆 モ リー を装 備 し,そ の 一 つ の シ リ コ ン結 晶 体 に は1,024ビ ッ ト(=lKビ ッ ト)

を収 容 出来 る 。Siemens社 は実 験 室 内 で,現 在16Kビ ッ トの メ モ リー容 量 を持 つ 半導 体 メ モ リー

の開 発 に 成 功 して い る(所 謂LSI)が,よ り高 密 度 の 集 積 回 路 技術(64Kビ ッ ト)の 実現 に 努 力

を傾 注 して い る 。西 独 に は,こ れ まで の 高度 な 技 術 的 蓄積 が あ り,西 独 デ ー タ処理 シ ステ ム ・『メー

カ ーの 国 際 競 争 力 の進 展 に は,こ うした 領域 に 関 し て も何 ら懸 念 す る と こ ろ はな い 。

デ ー タ処 理 装 置 分野 の 技 術 革 新 が進 展 して 近 代 的 な コ ンポ ー ネ ン トの 統 合 が進 み,既 に シス テ ム

に 組 み 込 まれ て い る メ モ リー を ユ ー ザー が希 望 す れ ば 最新 の テ ク ノ ロ ジ ーに 支 え られ た 高 精度 メモ

リーに 交 換 出 来 る 日 も近 い 。 この 領 域 の装 置 の機 能 強 化 に は,も は や,デ ー タ処 理設 備 全 部 を 新 し

い技 術 成 果 で あ る機種 と交 換 す る必要 を生 じな い であ ろ う。 む しろ少 な い コ ス トで,部 分 的な 切 替

措 置 を講 じて す ませ る パ タ ー ンが定 着 し,ユ ーザ ー ・シス テ ム の外 見 は以 前 と何 ら変 りの な い こ と

に な る はず だ 。従 って 一端 導入 され た装 置 は,技 術 的進 歩 に 支 え られ て,よ り長 期 の 寿 命 を保 ちそ

れ 以 後 の 市場 競 争 に も耐 え得 る もの とな ろ う。 これ に 伴 な って リー ス活 動 自体 も息 の 長 い もの とな

り,市 場 での 機器 の永 続 性 が リー ス事 業収 入 の 増 加 を もた らす こ とに な る はず だ。

回 路 技 術 の進 歩 に よ る巨 大 な 処 理速 度 の増 強 は,必 ず し も現 代 の コ ン ピ ュ ー タ性 能 の 向 上に 寄与

して い な い 。 最近10年 間 に み られ る速 度 アップは ほぼ100倍 に近 い が,サ イ クル ・タ イム は個 々 の

シス テム 構成 要 素 を結 ぶ 接 続 回線 の シ グナル 伝送 時 間 に大 き く左右 され る 。 それ 故 今 後 の進 展 は,

空 間 的 な 集約 度 を増加 させ る こ とに よ って のみ達 成 され る だ ろ う。 また マ イ ク ロ プ ロセ ッサ ー の実

現 に み られ る よ うに 回 路 の集 積度 が 増 々密 とな り,完 全な 連 続 回路(Schaltwerke-sequenti-

alcircuit)や シス テ ム ・プ ロ グ ラム或 は その 一 部 が登 場 す る よ うにな る と思 われ る の で,回 路

速 度 は急 成長 を遂 げ る だ ろ う。
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4.2.2デ ー タ 処 理 シ ス テ ム

エ レ ク トロニ クス ・コ ンポ ー ネン ト技 術 の発 展 は,デ ー タ処理 シス テ ム構 造 の 面 で も新 たな 可 能

性 を開 くこ とに な った 。LSIを 中 軸 とす る主 記憶 装 置(メ イ ン ・メモ リー)は,将 来 膨 大な 記 憶

容 量 を持 つ小 型 デ ー タ処 理 シス テ ムの登 場 を 約 束 し て お り,ス トー レ ッジ密 度 の 高 い 強 力 な オ ペ レ

ー テ ィ ン グ ・シス テ ム(OS)の 応 用 も間 近 か と思 われ る。

この よ うな 可 能性 が実 現 に 移 され る と,1980年 頃 に は 単独 で広 汎 な ア プ リケ ー シ ョンに適 用 し

得 るOSを 持 つ,コ ン ピ ュー タ ・フ ァ ミリー が開 発 され るだ ろ う。 この種 の シ ス テ ムは,ユ ーザ ー

の み な らず メ ー カ ー側 に も多 大 の利 益 を与 え る もの と考 え られ る。 ユ ー ザ ー は,あ る シ リー ズ ・コ

ン ピ ュー タ の プ ロ グ ラム を他 の プ ロ グ ラ ムに 置 きか え る際,従 来 の よ うな移 行 上 の 困難 さや経 費 を

必 要 とし な くな るだ ろ うし,一 方 メ ー カ ー側 も,OSの 移行 に伴 な う開 発 ・メ イ ン テ ナ ン ス ・要 員

訓練 等 の コ ス トを著 し く削減 出 来 る で あ ろ う。 こ うした プ ロ グ ラムや オ ペ レー テ ィ ング ・シ ステ ム

で得 られ る コ ス ト削減 効 果 が,そ の コ ン ピ ュー タが 最 小 限必要 とす る大 き さの メ イ ン ・メモ リー の

コス トや,汎 用OSを 装 備 し た コ ン ピ ュ ー タ ・フ ァ ミリーの 開 発 コス トを しの ぐ 日が待 た れ る 。 こ

の 地点 に到 れ ば,コ ス ト ・パ フ ォー マ ン スは 大 き く向 上 す る こ とに な ろ う。

これ と同様 な コス ト削減 効 果 の あ る開 発 部 門 として 中 央処 理 装 置(CPU)が あ げ られ る。

計 算 機 構造 の進 歩 は,一 つ の コ ン ピ ュー タ ・フ ァ ミリーの た め に多 くのCPUを 導 入 す る代 りに,

単一 の基 本 ブ ロ ックの使 用 を可 能 とし,市 場 の 需要 も この方 向 を 向 い て い る 。 この 方式 に よ り簡 素

化 を追 求 す れ ば,今 迄以 上 の小 型 化 シス テム が 実現 で き,し か もモ ジ ュ ール ・シス テ ムの形 態 を と

って よ り大 き く集 積 され たCPUが 得 られ る 。 こ こで 問題 とな るの はOSの 開 発 で あ る。 とい うの

もモ ジ ュ ール 構造 の コ ンピ ュー タ は,パ イ ・プロ セ ッサ ー とし て知 られ て い る デ ュアル 型 式 の装 置

構 成 よ り多 い 単位 を含 むか らで あ る 。 だが 複 合 問題 を解 決 す るだ け で な く,コ ン ピ ュー タの 構 成 単 ・

位 が 基 本 ブロ ックに ユ ニ ッ ト化 され て い るの で コ ス ト削減 率 も高 く,高 水 準 の 出荷 高 と,製 造 工 程

の 合理 化 を実 現 して い る。

製造 技 術 士 の進 歩,と りわ け カス タ マ ー ・サ イ ドの 機器 に対 す る信 頼 性,オ ペ レー シ ョンの容 易

さ,柔 軟 な 適応 能 力 は,今 後 特 殊 な 機 能 単位 を持 つ コ ン ピ ュー タの モ ジ ュラ ー 化 を推 進 す る だ ろ う。

モ ジ ュラ ー構造 で は,機 能 的 な 性 質 が デ ー タ処 理 装 置の 物理 単 位 に置 きか え られ る。 更に 一 つ の

機 能 単 位 の 欠 落 が 一 つ の質 的 特 性 の 欠落 に結 び つ く こ とが あ って も,決 して シ ス テ ム全 体 の機 能 中

断 とは な らな い点 に 着 目 した斬 新 な 開 発 プ ラ ンが 将来 登場 す る だ ろ う。 故 障 した 部 分 を全 体 の ワー

ク.フ ロー の中 断 な く自動 停 止 させ,そ して ダ ウ ン発 生 を通 報 す る こ とに な る が,同 時 に 装 置 の修

復 も全 体 の ワー ク ・フロ ーの 進 行 に は影 響 を与 え な い形 で 可能 とな るだ ろ う。
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4.23周 辺 機 器

計 算 セ ンタ ーで の デ ー タ集 中処 理 と有 機 的 に結 合 した 分 散型 デー タ処 理 の2つ の 方 式 が 並 存 し よ

うとし て い る現 在,周 辺 装 置 の 開 発 は,近 接 す る端 末 機 器 とい わ ゆ る リモ ー ト ・タ ー ミナ ルに 大 別

し て 考慮 され るべ きだ 。
1

近 接 端 末 装 置

この領 域 で は,テ ー プや カー ドの パ ンチ 装置 が 入 出 力 用 とし て増 々後 退 し て お り,代 っ て磁 気 テ

ー プ装 置 が フ ァイ リン グや デ ー タ交 換用 に 使 用 され る傾 向 が 強 ま ってい る。 また大 型 の磁 気 デ ィス

ク装 置,高 速 プ リン ター及 び 図形 読 取装 置 な ど は,変 らず 重 要 視 されて い る 。 こ うし た傾 向 は,手

動 的 な 或 は非 メ カニ ズ ム的 な装 置部 分 が い よい よ本 格 的 に 自動 化 され っ つ あ る状 況 を示 し た もの で

あ る と言 え よ う。

磁 気 デ ィス ク ・メ モ リー は,今 後 着 実 に そ の地 歩 を固 め,そ の 記 録密 度 も現 在 の12,000ビ ッ ト

/㎡ か ら その100倍 に あ た る高性 能 を提 供 す る よ うにな るだ ろ う。

高速 プ リン タ ーの場 合,ま ず 非 メ カニ ズ ム的 な機 構原 理 の改 善 に 重点 が 置 か れ た が,こ の よ うな

性 能 強 化 と並 んで,プ リ ン ト機構 の イ ンパ ク トか ら生 じ る ノ イズ を除 去 す る努 力 も重 ね られ た 。

一 方 ,光 学 式 読取 装 置 の 開 発 は,異 った プ リンテ ィ ング ・フ ォーマ ッ トの識 別 に 重 点 を置 い て 進

め られ,ま ず少 く と も手 書 き図 が 読 み取 れ る よ う研 究 が進 め られ た。 こ うし た開 発 方針 が と られ た

の は,大 規 模 な デ ー タ ・パ ン クを 構 築す る際,ど う して も記 録 の素速 い把 握 が必 要 で あ り,パ ンチ

・カ ー ドや 磁 気 テ ー プを 手 作業 で処 理 して い て は到 底 間 に 合 わ な いか らで あ る。

リモ 　 ト ロタ　 ミナ ル

デ ー タ処理 体 系 の分 散 化 とそれ に伴 な う事 業 現 場 へ の デ ー タ処 理機 能 の供 給 は,周 辺端 末 機 器 の,

開 発 テ ンポ と需 要 を著 し く増 大 させ,デ ー タ処 理 技 術 と ユ ーザ ー の関係 を よ り親 密 な ものに して い

る 。

研 究開 発 の 重 点 は,テ レ ス ク リー ンや デ ー タ収 集 装 置及 び テ キス ト編 集 装 置等 の通 信 関 連 装 置 に

置 かれ,遠 隔 処理 用 プ リ ン ター や パ ンチ ・カー ド読 取 装 置 は その 下位 に 置 か れ た 。 こ の 間 エ レ ク ト

ロ ニ ク ス部 品 の 改 良 も着 実 に進 み,こ れ らの リモ ー ト ・タ ー ミナルに特 殊 な デー タ処 理 機 能 を提 供

出 来 る よ うに な 。 た.こ の為,小 型 ・ ン ・.一 夕 と 「イ ン テ リジ ・ン ス を持 ・ た」 端 末 機 器 の 間 隙

は急 速 に縮 め られ てい る 。 これ らの 装 置 の結 合 ネ ッ トワー クが 一 定 の範 囲 を持 ち しか も通 常 の 入 出

涯 置 か らの 。 クセ ス も可能 と なれ ば,従 来 の中 大 型 デ ー タ処 理 ・・ テ ムで し か処 理 し 得 なか った

サー ビ ス も,充 分 そ の処 理 対 象 とな れ よ う。

リモ ー ト ・タ ー ミナ ル開 発 の 狙 い は また,処 理 施 設 の設 備投 資額 を削 減 し,現 在 の ジ ョ ブ とそ れ

に 対 す る人 間 工学 的 な 配 慮 に 立 脚 した 装 置構 成 を達 成 す る こ とに もあ る 。 こ の こ とは 同 時 に 汎 用 タ

ー ミナル か らの転 換 を意 味 し,そ の時 々 の課 題 に 合せ た独 自の ソ フ トウ ェ アを作 成 し 専 用 ハ ー ドウ



エアで そ れ を稼 動 させ る パ ター ンが定 着 して い く こ とを も意 味 す る。 こ うし た傾 向 は 既 に幾 つ か の

ミニ コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ ー で 見 られ,彼 等 は会計 タ ー ミナル や バ ンキ ン グ ・タ ー ミナル を 送 り出

して い る 。

小 型 コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ ーに と って この リモ ー ト ・タ ー ミナル分 野 は,今 後 の 市場 シ ェ ア拡 大

の絶 好 の 対 象 で あ るが,同 時 に取 り組 む べ き開 発 研 究 課題 も多 く,こ れ ま で の ユ ーザ ー ・サ イ ドに

お け る導 入経 験 や 実 際 的 な 運 用 知 識 を大 い に活 用 せ ね ばな らな い だ ろ う。

4.2.4オ ー ト メ ー シ ョ ン

デ ー タ処 理 シス テ ム の 複雑 さが 増 し,集 積 度 の 高 い コ ンポ ー ネ ン トを擁 す る コ ン ピ ュー タ ・ア ー

キ テ クチ ャー を常 に 技 術的 動 向 に 合 せ て 市場 化 しな け れ ば な らない た め ,特 別 な合 理 化策 が 要 求 さ

れ て い る。近 年,こ うした 点 を考 慮 し て コ ン ピュ ー タ設 計 や 製 造 設 備 の 生産,コ ン ピ ュー タの生 産,

要 員 訓 練 等 の部 門 に ま で コ ン ピ ュー タ ・ベ ー ス の手 法 が 取 り入 れ られ る よ うに な った。 この よ うな

傾 向 は,コ ン ピュ ー タ ・ベ ー ス の開 発 手 段(例 えば シ ミュ レ ー シ ョン技法)や 人 間 を有 機 的 に 配置

し た 作 業 様 式 を利 用 し な けれ ば,デ ー タ処理 シ ステ ムの 開 発 製 造 が不 当 に甚 大 な 代 価 を要 求す る の

で,投 資 コス トの 一 時 増 を伴 な うの が 判 って い て も増 々広 が って行 く もの と思 われ る。

最 近 は,ソ フ トウ ェ アの 開 発 ・保 守 コ ス トが ハ ー ドウ ェ ア ・コス トを上 回 る傾 向 が は っ き り出 て

い る 。 シ ス テ ム全体 の コ ス トを考 えて み て も,ハ ー ドウ ェ ア ・コス トが む し ろ下 降気 味な の に,ソ

フ トウ ェ ア ・コス トは 続 伸 して い る有 様 だ。大 型 の ソ フ トウ ェ ア ・シス テ ム は,そ の運 用 ま で の 導

入 期 間 の 点 で もハ ー ドウ ェ ア を越 す場 合が 多 い 。 ま た,ア フ ター ・ケ アや 機能 拡 張 の コス トが 初 期

導入 コス トを 上 回 る こ とも多 く,無 視 出来 な い要 素 とな って い る。 それ に も拘 らず,ソ フ トウェ ア

・テ ク ノ ロ ジー 概念 で集 約 し 得 る よう な 自動 化 装置 の設 置 は依 然 不 充 分 な のが現 状 であ る
。

●

4.3振 興 政策

連 邦 政 府 の助 成 措 置 は,次 の よ うな研 究 開 発 分 野 を包 摂 し て い る 。

中大 型 デ ー タ処 理 シ ス テ ム(第4章3.1節)

プ ロ セ ス制 御 用 コ ン ピュ ー タ を含 む 小 型 コ ン ヒ。ユ 一 夕(第4章3 .2節)

加 えて,標 準 化 月 標 の達 成(第4章3.3節)と 現 行 規定 内 での 公 共 機 関 の調 達 政 策 の 一 元 化(第

4章3.4節)も 含 まれ て い る 。

そ の 他 の点 で 注 目 され る の は,コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ーが 行 って い る レ ンタ ル ・サ ー ビスが 一 時

的 に 資金 難 で 行 き詰 った場 合 の連 邦 政 府 に よ る融 資保 証 で あ る。 これ は ケ ー ス ・バ イ ・ケ ー スで そ

の保 証 を継続 す るか 否 か 判 断 され る だ ろ う。 またEC委 員 会 は現 在,同 機 関 が リー ス事 業 を 支援 出

来 るか ど うか 検 討中 で あ る。
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●

4.3.1中 大 型 デ ー タ処 理 シ ステ ム

第2次 情 報 処理 計 画 の 助成 措 置 に よ り,Siemensシ ス テ ム7.730と7.750及 び それ に 付 随 す る

オAeレ ー テ ィン グ ・シス テ ムBS1000(リ アル ・バ ー ジ ョン)とBS2000(バ ーチ ャル ・バ ー ジ

ョン)が 開 発 され,市 場 化 され た 。 こ の 両機 種はIBM370シ リー ズに 充分 対 抗 し得 る もの で あ る。

1970年 代 前 半 に お い て 西 独 連 邦 政府 は,専 門 家 の 見解 と軌 を一 に して 情 報 処 理 政 策 を推 し進 め

た 。即 ち,ミ ニ コ ンか ら超大 型 ま で の フル ・シ リーズ の コ ン ピ ュー タ を独 自に 開 発 ・製 造 ・販売 す

る こ と を 目標 に した強 力 な そ して 市場 競 争力 の あ る情 報 処 理産 業 を育成 す る こ とは,西 独 の デ ー タ

処 理 産 業 に 不 当 の犠 牲 を し い る こ とにな る だ ろ う一 とい う見 解 だ 。

従 って1973年 中期 にSiemens,CII及 びPhilipsの3社 がUNIDATAを 結 成 して,商 用 ・

科 学 技 術 用 デ ー タ処 理 事 業 で 協力 態 勢 を打 ち樹 て 部分 的 な合 併 も辞 さ な い と の方 針 を決定 した 時,

西 独 政府 は大 いに これ を歓 迎 し た 。だ が 創 設 当初 か ら開 発 ・製 造戦 略 の 調 整 で難 行 した 。 それ で も

1～2年 の遅 延 と予定 よ り膨 れ 上 っ た コ ス トの2要 因 を除 け ば,技 術 的 な進 歩 の 点 で 見 るべ き成 果

を納 め た 。永 続 性 が あ って しか も経 済効 果 の 高い 結 果 を得 るた め に は,パ ー トナ ー同 士 の 合併 が必

要 で あ るの は 論 を また ない 。 し か し,そ の よ うな 経過 をUNIDATAは 辿 らな か った 。 とい うの は,

フ ラ ンス政 府 が 同 国 独 自の 切 迫 した 問題 を解 決す るた め,CII社 とHoneyweU-Bull社 の合 併

を決 定 し て し ま った か らで あ る 。後 者 の製 品 はUNIDATAブ ラ ン ドの コ ン ピ ュ ー タ とは競 合 関 係

に あ り,そ の 後 の事 情 も相 侯 ってUNIDATAに お け る協 力 契 約 は,1975年12月19日 正式 に 廃

止 の や む な きに 至 った 。

.Siemens社 が1980年 頃 迄 情 報処 理 部門 の ベ ー ス とす るの は,UNIDATA当 時 同 社が 開 発 を担

当 し た7.730と7.750で あ る。 これ らの モ デル は,UNIDATAの 解 消 以 前 に 製 作 され た もので あ

り,ま た 同時 に 第2次 情 報処 理 計 画が 進 行 中 で あ った ため 連 邦 政 府 の 開 発 補 助 金 の 支給 対 象 とな っ

た もの だ。 その後 の シス テ ム開 発 は,こ れ らの機 種 の増 強 とい う形 で 進 め られ て い る。

この よ うtS'一－UNIDATA結 成 とい う重 大 な 事 業開 始 に 際 しSiemens社 は,近 い将 来 果 して 関 係

メ ー カ ー間 で シス テ ム開 発 協 力 の よ うな親 密 な態 勢 を整 え られ るか ど うか とい う懸 念 を抱 い て い た 。

この よ うな懸 念 の原 因 とな った 第 一 の問 題 は,共 同 して取 り組 ん で行 くCPUや オペ レ ーテ ィ ン

グ ・シス テム の開 発 作 業 を うま く境 界 を設 け て分 割出 来 る か 否 か とい う点 に あ った 。 協 力 態 勢 が 確

立 し て い れ ば こ そ製 造 開 発 のあ らゆ る局 面 で の 協力 が 生 き,CPUやOSの エ レ メ ン トを モ ジ ュ ラ

ー化 し て そ の各 々 を分 担 して推 進 し一 つ の フ ァ ミリーに 構成 出来 る の だが
,一 端 空 中 分解 す る と逆

に マ イナ ス要 因 とな るの だ 。開 発 製 造 の 作 業 分担 は関 係企 業 間 で 今後 と も問 題 の 多 い 課題 とな る で

あ ろ う。

ま た何 ケ国 か の 関 係 企業 が 協 力 し て シ ステ ム開 発 を進 め る時,各 国 メ ー カ ー が そ の技 術 的 ノ ウハ

ウの 防 衛 に つ とめ た り,工 場 施 設 の 保 証 を 一方 的 に求 めた りす れ ば,結 局 コ ン ピ ュー タ ・メ ー カー
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が 抱 える主 要な 問題 の 一 つ,つ ま り開 発 製造 コス トの 削減 とい うメ リ ッ トは手 に入 れ る こ とが 出 来

ない だ ろ う。

現 時 点 で情 報 処 理 技 術 を 一層 進 展 させ 得 る重要 な境 界 領 域 は,デ ー タ処 理 と通 信技 術 及 び オ フ ィ

ス ・オー トメ ー シ ョンの結 合 で あ る。 この 面 で の協 力 態勢 を整 備 す る こ とは増 々そ の ウ エー トを増

し つつ あ る と言 え る。 この こ と は,何 も中 大 型 コ ン ピュー タ ・メー カ ー だけ に 当 て は ま るの で はな

く,ミ ニ コ ン ピ ュー タや 端 末 機 器 の メ ー カ ーに と って も重要 な意 味 を持 つ 課 題 だ。UNIDATAで

の これ まで の デ ー タ処 理 機 器 共 同 開発 に代 る もの と して,こ うし た未 来 指 向の 情 報 処理 分 野 で の協

力 が脚 光 を あ び るべ きで あ ろ う。

技術 的 制 約 や 止 む を得 な い経 過 は別 と して,UNIDATAの 諸 計 画 で多 大 な 資金 をか け て 遂 げ ら

れ た 技 術的 経 済的 成 果 を 活用 す るた め に,今 後 の事 業 政 策 一 勿 論生 産 販売 計 画 もこれ に含 まれ る

一 は
,集 中 的 な もの で な け れ ば な らな い し,自 主 的 な また 将 来 性 の あ る着想 の 実現 に 向か わね ば

な らな い 。共 通 の 製 品供 給 方 式 の 採 用,コ ス ト節 減 や装 置 出 荷 の保 証,単 一 の総 合的 な情 報 処 理 技

術開 発 とい った方 向 が 採 用 され るべ きだ。 適 切 な助 成 措 置 が 実 施 され れ ば,80年 代 初頭 に は 赤字 ゾ

ー ンか ら抜け 出 し補 助金 の 使 途 に も違 っ た局 面 が生 まれ て こ よ う。 ま た世 界 市 場 を狙 い とし た新 た

な強 力 パ ー トナ ー との提 携 の 道 も開 け る だ ろ う。今 後 提 携関 係 論 議 が 再燃 す る と述 べ る人 も多 い 。

自国 市場 で効 果 的 な 独 自の 地 位 を保 つ こ とは,と り もなお さず 国際 市 場 で の強 力 な協 力 関 係 の 前 提

条件 であ る し,長 期 の収 益 性 を確 保 す る最 大 要 因 で もあ る。

コ ス ト節 減

第4章2節 で述 べ た よ うな テ ク ノ ロ ジ ー面 の 可能 性 が 実現 化 して は じめ て コ ス トの節 減 が期 待 出

来 る。

多 様 な 中央 処 理 装 置(UNIDATAの 分 担 作 業 で は特 に制 限 され て い た)の 開 発 に 着 手 す れ ば,

一 つの 基 本 モ デ ル か らその 上 下 位 に 及 ぶ バ ー ジ ョンを も派 生 させ る こ とが 出 来 る はず だ。 この よ う

な 同 系統 の シス テ ム は,あ らか じ め決 め られ た仕 様 と イ ン ター フ ェ イス が あ る た め,多 くの パ ー ト

ナ ーが開 発 す るの に は不 適 当 で あ り,む しろ単 独 の 企 業 が担 当 す べ き もの で あ る 。

コ ス ト削減 効 果 が期 待 出来 る の は,生 産 台 数 が多 くて基本 モ デル を必 要 と し,し か もこ の モ デル

が 基本 構 成 として あ ら ゆ る コ ン フ ィギ ュ レー シ ョ ンに 繰 り返 し現 わ れ る場 合 で あ る。 また もう一 つ

の コ ス ト節 減 は,基 本 モデ ル(Grundmodell)が モ ジ ュラ ー ・タ イ プの 構 成 を持 って い る場 合得

られ る。 従 って適 切 な コ ン ピ ュー タ ・ア ー キ テ クチ ャーの開 発 が 奨 励 さ れ る べ きで あ ろ う。

更にCPUの モ ジ ュ ラー構 成 は 内部 の リダ ン ダ ン シ ー を合理 化出 来 る ので,信 頼 性 の 向上 に 寄与

す る とこ ろが 大 きい 。

また こ の よ うな基 本 モ デ ル に 由 来 す る コ ンフ ィギ ュレ ー シ ョンの マ シ ンの た め に,同 質 の オペ レ

ー テ ィ ング ・シ ステ ムを開 発 す る 必 要 が あ る。

UNIDATA装 置 の 場 合,小 型 ・大 型 に 拘 らず機 器 の能 力 を最 大 限 引 き出 す た めに2種 類 の オ ペ
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レー テ ィ ン グ ・シ ステ ム(BS1000及 びBS2000)が 用 意 され ∫こ。 この オAeレ ー テ ィ ン グ ・シ ス

テ ム の開 発 コス トの殆 ん どは,中 央 処理 装 置 の開 発 コ ス トに 向 け られ て い る。 統 一 性 の あ るOSに

整 合 す る こ とで,開 発 とメ イ ン テ ナ ン スの 両 面 で 著 しい 合 理 化が は かれ る。CPUの 場 合 と同様,

通 常 の オ ペ レー テ ィ ング ・シス テ ムの 開 発 では内 部 構 成 の 複雑 さの故 に,共 同 作 業 を 分担 し で 行 な

うに は不 適 当 で あ ろ う。

一 方 ,周 辺 端 末 機器 の開 発 に お いて も,近 接 タ ー ミナ～レ(Nahperipheric)の 中 心 とな る装 置

か らま ず選 択 的 に 着 手 され る 必要 があ る 。近 接 タ ー ミナ ル は,シ ステ ムの ア ー キ テ クチ ャー だ けで

な くそ の 性能 や 価格 に 対 して も甚 大な 影 響 力 を持 っ て い る。世 界 的 な市 場 傾 向 とし て独 占的 な サ ポ

ー トは 姿 を ひそ めつ つ あ るの で,開 発 と市場 化 の時 機 を あ や まれ ば,シ ステ ム全 体 の ス ケ ジ ュー ル

に多 大 の 悪 影 響 が 出 て く るだ ろ う。 ア クセ ス ・ター ミナ ル分 野 で コス トを 削減 す るに は,様 式 の 多

様 化 を出 来 る だ け避 け適 当 な型 に 絞 るべ きで あ る 。

リモ ー ト ・タ ー ミナル 分 野 の端 末機 器 や デ ー タ収 集装 置 一 と りわ け特 殊 専 用 タ ー ミナル ー は

独 自の 市場 を形 成 して お り,こ れ につ い て は第4章3.2節 で取 り扱 か う。

中 大 型 デ ー タ処 理 シ ス テ ムの 開 発 とは異 って,技 術 的 な デ ー タ処 理研 究 開 発 は,そ れ が 重 要 な 開

発 成 果 を 目標 とす る もの であ る限 り別 種 の 企 業 や 研 究 機 関 に お い て も推 進 され るべ きで あ ろ う。

設 置 ベ ー ス の 保 証 と拡 大

第4章2節 で 触 れ た技 術 開 発 上 の 可能 性iは,デ ー タ処 理 シ ステ ムの 後 継 機 種 の準 備 の ため に も,

引 き渡 され た か 否 か に拘 らず そ の応 用 機 器 に 関 し検 討 し尽 す べ きであ る 。 それ と同 時 に,装 置 は ユ

ー ザ ーか ら市場 競 争 力 の 高 い もの だ とい う評 価 を受 け る必 要 が あ る。 カ ス タ マー の手 元 に お け る 当

該 装 置 の 寿 命 が 長 け れ ば,そ れ だ け レ ン タ ル収 入 の 保 証 が増 大 し たこ とに な る か らで あ る 。 カス タ

マー の もとに設 置 され た 装 置 は,コ ンポ ー ネ ン トの改 良 や新 技 術 の登場 に 合 せ て 整 備 さ れ る 必要 が

あ り,信 頼 性 の 向上 や 整 備期 間 の短 縮 に も常 に 注意 を 払 うべ き だ。 この種 の開 発 活動 に は 高 い プ ラ

イ オ リテ ィが 付 与 され ね ば な らな い 。 他 の コ ンポ ー ネ ン トと較 べ コ ンピ ュ ー タ性能 に よ り深 い 関 わ

りの あ るエ レク トロニ ク ス ・エ レ メ ン トは,特 に 重 視 され る必要 があ る。 期 限 や 性能 上 の 柔 軟 性 を

保 証 し,更 に 外 部 のエ レ ク トロニ ク ス部 品 メ ー カへ の依 存 度 を 減 らす た め に,高 速 回 路,マ イ クロ

プ ロ セ ッサ ー,マ イク ロプ ロ グ ラ ム内 蔵 方 式,LSI等 の 研究 開 発に は高 い優 先 順 位 を与 え る べ き

で あ る。 この よ うな観 点 に立 って こ そ,第3次 情 報 処 理 計 画の 政 策課 題 は,コ ンポ ー ネ ン ト計 画 と

同調 す るの だ 。

技 術 面 の ア フ タ ーケ アーに よる設 置 ベ ー ス の確 保 と ともに 重 要 な の は,販 売 努力 の積 極 化 で あ る。

カ ス タ マ ー ・ベ ー スの拡 充 は これ を置 い て外 に な い 。

1970年 代 末 まで に は,強 固 な設 置 ベ ー スが 確 立 さ れ1980年 以 降に シス テ ム開 発 の助 成 金 制 度 を

廃 止 し て もや って 行 け る よ うな態 勢 に な る こ とが 望 ま しい 。勿 論 この時 点 で,開 発 投 資 の原 資 は 装

置 売 一ヒげ や レ ンタル収 入 で まか な わ れ る必 要 が あ る 。 これに 関連 して,公 共 機 関 の デ ー タ処 理 シス
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テ ム調 達 政 策 の 手 直 し も重 要 な 意 味 を 持つ もの で あ る(第4章3 .4節)。

4.3.2プ ロセ ス 制 御 用 コ ン ピ ュー タ を含 む 小 型 コ ン ピ ュー タ

小 型 コ ン ピュ ー タ の領 域 は,第2次 情 報 処 理 計 画 の 実施 期 間 中,猛 烈な 進 歩 を遂 げ た 。 この分 野

で活 動 して い る ドイ ツ ・メー カー は,内 外 の市 場 拡 大 に 歩 調 を合 せ て 各 々相応 な 市場 シ ェ アの拡 大

を達 成 出来 た 。

西 独 の小 型 機 分 野 を リー ドす る メー カ ー は,NixdorfAGで あ る。 同社 は1974年7月1日 か

ら1975年6月30日 まで の会 計 年 度 に,5億8,100万 マ ル ク の売 上 げ を計 上 し た が,そ の内 約 半 分

は輸 出 に依 拠 し て い る。

小 型 コ ン ピ ュー タの進 展 は,主 として 市場 環 境 の 好転 と斬 新 な エ レク トロニ クス部 品 の登 場 に 依

る とこ ろ大 で あ る。 市場 機 会 の拡 大 の 背 景 に は勿 論,開 発 に伴 な う種 々の危 険 性 が 存 在 す る が,大

型 デ ー タ処 理 シス テ ムの開 発 と比 較 し.て,こ の領 域 に 対 す る公 共 投 資 の助 成 は随 分 少 な くて済 ん で

い る。 なお1972年 末 まで は,財 務 省 が 助成 措 置 を管 掌 し て い た。1973年1月1日 以 降 は,研 究 技

術 省 が デ ー タ処 理 振 興事 業 を統 轄 して お り,助 成 対 象 とな った製 品 の 一 覧 は表6に 示 され て い る。

●

表6.第2次 情 報 処 理 計 画 実施 期 間 中 に 開 発 助 成 を受 け た小 型 コ ン ピ ュー タ及 び

プ ロ セ ス制 御 用 コ ン ピュ ー ター 覧

(こ れ らの シス テ ムに 付随 す る周辺 機 器 や ソ フ トウ ェ アは,こ の表 に は含

まれ て い な い)

メ ー カ ー 名 製 品

AEG-Telefunken TR86,HRS860,SerieAEG60

SerieAEG80

AnkerWerkeAG ADS2100,ADS2600

ComputerTechnikMi∫11er CTM70

HeinrichDietzIndustrie-Elektronik MINCAL

Matth.HohnerAG SystemVanteX

1(ienzleApParateGmbH KIENZLE6000/6100,

3000/3500.1700

KrantzComputerGmbH&CoKG MULBY

KrupPAtlasElektronik EPRllOO

NixdorfComputerAG NC820,NC900,NC910

OlympiaWerkeAG TE3000,DE4800,DE6000

PeriphereComputerSysteme PCU

G6nterSchrem
DigitaleElektronik ,Systeme

OMNICOMP

SielnensAG 404,Serie300
.・

TriumphWerkeNurnbergAG TAIOOO

、
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●

◆

●

小 型 コン ピ ュー タ及 び汎 用 ・専 用 ミニ コ ン ピュ ー タの 開発 助 成 措 置 は,中 小 規 模 ユ ー ザ ー の ウ エ

ー トが 増 し デ ー タ処 理 技 術 をそ の 事 業現 場 に容 易 に 導 入 出来 る よ うに な っ た た め ,今 後 増 々強 化 さ

れ る だ ろ う。 そ して1970年 代 末 に は,中 大型 デ ー タ処 理 シス テ ム と ほ ぼ 同等 の補 助 金 が交 付 され

る はず であ る。

小 型 汎 用 コン ピ ュー タ及 び汎用 端 末 機 器

小 型 汎 用 コ ン ピ ュー タ ・シ ス テム は,論 理 的に は 中大 型 デ ー タ処 理 シ ス テ ム の 延長 線 上に 存 在 す

る もの で,そ の 性 能 を圧 縮 した もの だ。 また小 型 機 は,最 新 の コ ンポ ー ネ ン ト,そ の 中 で も高 性 能

の デ ィス ク ・メモ リーや デ ィス プ レ イ装 置 を応 用 して い る。 西独 に お いて は歴 史的 な成 長過 程 とそ

れに 伴 な う企 業 構 造 が 要 因 とな って,中 大型 機 メ ー カ ー(SiemensAG)と は 異 な る メ ー カ ー

(NixdorfAG及 びKienzle社 等)が 小型 汎用 コ ン ヒ。ユー タの供 給 を引 き受 け て 来 た 。市 場 機 会

を追 求 す る性 格 を 持 った メ ー カー 間 の事 業 提携 は,ミ ニ コ ン ピ ュー タ や 超 大型 汎 用 コ ン ピ ュー タ分

野 で は,大 い に歓 迎 す べ き事 柄 で あ る。

製 品 ラ イン間 で 共 通 の 定 義 を持 った イ ン タ フ ェイ ス は,ユ ーザ ーが 階層 構 造 を持 った マル チ'・コ

ン ピ ュー タ ・シ ス テ ムや コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク を利 用 す るの を 可能 とし,更 に よ り大 きな ク

ラスの 機 種 へ の移 行 も容 易 に す るは ず だ。 メ ーカ ー側 に と って も,製 品 の 領 域 が拡 大 す るた め,市

場 競争 が 緩 和 され る メ リ ッ トが あ る。 そ の た め 連邦 政府 も,こ の よ うな 部 門 の 事 業 提 携 に対 し て は,

単 一 の開 発 プ ログ ラ ム よ り優 遇 して 助 成 を与 え る っ も りで あ る。

小 型 コ ン ピ ュー タは 原 理 的 に,単 に 独 立 し た演算 処 理 装 置 と して作 動す るだ け でな く,階 層構 造

を持 った コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ムの 「イ ン テ リジェ ン ト」 タ ー ミナル とし て もオペ レ ー ト出 来 る 。

それ 故,処 理 現 場 へ の 直 接 導 入 が 著 し く増 加 してい るが,更 に デ ータ処 理 技 術 が非 常 に 大 きな発 展

可能 性 を秘 め て い る こ と,デ ー タ処 理 の 分 散 に よ りユ ーザ ーの組 織構 造 へ の 適 応 や その 為 の 変 動 が

容 易 に な った こ と等 も,需 要 増 に あ ず か って い る。 こ の よ うな 階 層構 造 に 組 み 上 げ られ た デ ー タ処

理 シス テ ムに おい て は,中 大 型 コ ン ピ ュー タの み な らず 性 能 の良 い小 型 コ ン ピ ュー タで もそ の バ ッ

ク グ ラ ン ド ・コ ン ピュ ー タ やCPUと して 充 分 そ の 役割 を果 し得 る。 この 種 の パ ター ンの シ ス テ ム

はSiemens社 が 既 に 発 表 し てお り,更 に この 分 野 に最 適 な 小 型 コ ン ピ ュ ー タ を 共 同開 発 す る気 運

も高 ま り部 分 的 に は着 手 され た段 階 にあ る。 また イン タフ ェー スの開 発 協 力 や そ れ に関 連 し た パ イ

ロ ッ ト ・プロ ジ ェク トに も助 成 金 が付 与 され る予定 だ。

小 型 汎 用 コ ン ピ ュー タ とこれ らに付 随 す る周 辺端 末 機 器 の 開 発 や改 良 は,メ ー カー ・サ イ ドで 積

極 的 に進 め られ ね ば な らな い が,同 時 に これ らを 市場 競 争に打 ち勝 つ レベ ルに ま で 高め る こ とが 一

層 望 まし い 。 この 分 野 の共 同開 発 に は と りわ け 高 いプ ライオ リテ ィが 与 え られ て い る。

この領 域 で 今 後 更 に 開 発 努 力 が 注 がれ ね ば な らな い の は,デ ー タ処 理 技 術 とオ フ ィス を結 合 す る

ビ リ ン グ ・タ ー ミナル で あ る。

専 用 小 型 コ ン ピ ュー タ と端 末 機 器
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若 干 の 小型 コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ ー は,特 定 部 門 の演 算処 理 に重 きをお い て,そ の用 途 向 け に特

別 な小 型 コ ン ピ ュー タ や関 連 タ ー ミナ ル を製 造 販 売 して い る。 一例 を挙 げれ ば,貯 蓄 銀 行 や 商 業 銀

行 向け の専 用 タ ー ミナル や商 店 及 び レス トラ ン用 の 会 計 タ ー ミナルで あ る。

また 預 金 通帳 や旅 行 の 切 符 の よ うな 特 殊 な 証 書 類 や各 分野 独 自の作 業 上 の要 請 に 合せ て 製 作 され

るコ ン ピ ュータ や端 末 機 器 は,ユ ーザ ーの 作 業 能 率 の改 善 や業 務 合理 化に 大 きな 役 割 を果 た す もの

で あ り,近 く助 成 対 象に さ れ るは ず だ 。

プロ セ ス制御 用 コ ン ピ ュー タ

第2次 情 報 処 理計 画 の振 興施 策 の中 に,Siemens社 の プ ロ セ ス ・コ ン ピ ュー タ ・フ ァ ミリーN

SF2とAEG-Telefunken社 の統 合 プ ロセ ス ・コ ン ピ ュー タ ・フ ァ ミリー(EPL)の 開 発 促 進

が 組 み込 まれ,そ の結 果,前 者 で は シ リー ズ300,後 者 で は シ リーズ80の 両 プ ロセ ス制 御 用 コ ン

ピュー タが陽 の 眼 を 見 た 。 表5に 示 し た よ うに,こ の両 社 が 現 在,西 独 ・プ ロセ ス ・コ ン ピ ュー タ

'市 場 の 半分 を 占有 して い る
。 この 両社 は 制 御 機 能 の強 化 に多 大 の 資 金 を つ ぎ こん で お り,内 外 市 場

で優位 に 立 って い るの も当然 と言 え る。

第2次 情 報 処 理計 画 実 施 中 に,小 型 コ ン ピ ュー タ ・メー カ ーが 市 場 化 した性 能 の良 い汎 用 プ ロセ

ス制御 コ ン ピ ュー タで特 殊 な そ して 複 雑 な ジ ョブに 利用 出来 る もの として は,Dietz社 のMINC

AL(こ の モ デ ル は,Anker社 か ら出 され て い る会 計 シス テ ム のCPUと して も設 置 出 来 る)や

Krantz社 のMULBYが あ げ られ る 。

回路 や メモ リー の集 積 度 が 一段 と向上 して 近 い 将 来,プ ロセ ス制 御 用 コ ン ピ ュー タに も小 型 コ ン

パ ク ト化 の 時代 が訪 れ る だ ろ う。 ま た エ レメ ン トが 一 部 或 は 全部 分散 化 した プ ロセ ス ・コ ン ピュ ー

タ ・シス テム も登 場 す る に違 い な い 。

近 代 的 な プ ロセ ス制 御 コ ン ピ ュ ー タ とそ の 専用 端 末 機 器 の 開発 は,個 々 の特 殊 な オ ー トメ 化に 重

要 な意 味 を持 つ が故 に,助 成 措 置 の対 象 に あ げ られ る だ ろ う。

汎 用 及 び ジ ョブ ・オ リエ ンテ ィ ッ ド ・ ミニ コ ン ピ ュー タ

電 子部 品 の 高 度 な 集 積 技 術 は,コ ン ピ ュー タの全 て の機 能 単位 を唯 一 つ の エ レ メ ン トに集 中 化す

る こ とを 可能 とし て い る。 マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タや ジ ョブ ・オ リエ ン テ ィッ ドな ミニ コ ン ピ ュー タ

は,こ う した マ イ ク ロ プ ロ セ ッサ ーに 基 づ い て お り,情 報 処 理 技 法 と制 御 技 術 に 関 連 した 個 々の ジ

ョ ブを パ ッケ ー ジ化 し コ ス ト効 果 の 高 い 形 で解 決 して い る 。 ま た マ イ ク ロ プ ロ セ ッサ ーは,従 来 の

エ レ ク トロニ ク ス と小 規 模 な コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム との 間隙 を埋 め る もので あ り,小 型 汎 用 コ ン

ピュ ー タ ・プ ロセ ス制 御 用 コ ン ピ ュー タ並 びに 電 子 式 な コ ン トロー ラー とは別 に か な りの市場 規 模

を提 供 す る こ とに な ろ う。

周 知 の デ ー タ処 理 技 術 と対 比 し て著 し く製 造 工 程 が 短 か い もので あ る た め,コ ン ピ ュー タ ・メ ー

カー だ け でな く小 規 模 の エ レ ク トロ ニ ク ス ・メー カー の参 入 も充 分 問題 とな る。

エ レメ ン ト ・プ ロ グ ラム を 持 った マ イ ク ロ プ ロセ ッサ ーや モ ジ ュール ・シ ステ ム等 を 含 む あ らゆ
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る電 子 コ ンポ ー ネ ン トの開 発助 成 が進 む一 方,そ れ らを利 用 し た汎 用及 び専 用 ジ ョブ向 け の ミニ コ

ン ピ ュ ー タや その ソ フ トウ ェ アの開 発 も,今 次 の デ ー タ処 理 計 画 の 一部 と され て い る。

プ ロ ジ ェ ク ト担 当機 関:数 理 計 画研 究 所.私 書箱1240号

5205St.Augustin1.

43.3規 格 化 及 び標 準 化

工 業 規 格 の 統 一 は,経 済 全 体 に与 え る影 響 も大 きい が,様 々な技 術的 な定 義 が生 ず る商 業 上 の 混

乱 を排 除 す るた め に も不 可欠 の もの で あ る 。特 に,コ ミュ ニケ ー シ ョン と産 業 合 理 化の 道 具 として

重 きを な し っ っ あ る デー タ処 理 シ ステ ムに と って,こ の こ とが あ ては ま る と言 え よ う。

行 政 機 関,経 済,学 術 の3分 野 間 の情 報 交 流 が 増 々積 極 化 して いる現 在,コ ンパ テ ィ ビ リテ ィ

(互 換 性)の 問題 の か な りの部 分 は,規 格 の 統 一 に よっ て解 決 す るこ とが 出来 よ う。 そ して規 格 化

作 業 は,最 新 の開 発 動 向 を考 慮 に 入 れ る と とも に,規 格 化 の必 要 性 に対 す る広 汎 な理 解 が 深 ま る速

度 とあ わ せ て,時 機 を失 せ ず遂 行 され ね ば な らな い 。

西独 に お い て 技 術 規格 の確 立 は,ま ず 何 よ り も経 済 の 自立 に 関 わ る問 題 であ る。 規 格 化 を担 う中

心 機 関 は,DINド イ ツ規 格 登 録 協 会 で,こ れ は民 間 の 国 際 標 準 化機 構 に 加 盟 し て い る ドイツ組 織

で もあ る。

DIN規 格 の 作成 基 準 とし て は,そ の 自発 性,公 開,専 門 性,公 益性 等 が あ げ られ る。

連邦 政府 とDINの 協 同作 業 は契 約 に従 って 実 施 さ れ て来 た 。 またDIN規 格 は,技 術 的 要 件 の

解 釈 同 様,行 政 機 関 等 の 使用 に は まず 立 法 措 置 を経 ね ば な らな い 。

連邦 政 府 は また,議 会 予算 の 枠 内 で 規格 様 式 を改 善 す る計 画 を持 ってい る 。 この よ うな観 点 か ら

デ ー タ処 理 産 業 の 育成 強 化に と って,デ ー タ処 理分 野 の 規 格 統 一 に権 限 を 持 って い るDIN情 報 処

理 規 格 専 門 委 員 会 の プ ラ ンは特 に 重 要 な意 味 を持 つ もの だ 。

DINやISOの 統 一 規格 や 規格 案 及 びECか ら提 起 され て い る推薦 案 は,将 来 の行 政 官 庁 の 調 達

政 策に 重大 な 影 響 を持 つ もの で あ る だけ に,技 術的 な標 準 や 仕 様 の形 で充 分 に 説 明 され る必 要 が あ

る。 この よ うな 行 政 上 の基 準 の 修 正 や 補 足 が 効 力 を 発 す る以 前 に,ユ ー ザ ー側 の 立場 同 様,メ ー カ

ー の事 情 も充 分 考 慮 され ね ば な らな い 。

デ ー タ処 理 事業 の経 済 的基 盤 確 保 と応 用 分 野 の 開 拓 に は,多 彩 な デー タ処 理 シ ステ ム と処 理 技 術

の分 担 開 発並 びに 総 合 利用 の3者 が 一体 とな るこ とが 不 可 欠 で あ る。

内務 省 に設 け られ た 連 邦 政 府 機 関 の デ ー タ処 理 利用 に関 す る調 整審 議 機 関 は,既 に デ ー タ交 流 に

関 す る規 定 の草 案 を策定 し,「 行政 機 関 に お け るADPデ ー タ通 信規 定 の作 成 に つ い て 」 とい う覚

書 を公 表 して い る 。 デ ー タ処 理 方 式 の規格 統 一,デ ー タ処 理 の経 済性 向 上,デ ー タ処 理 シ ス テ ム と

リモ ー ト ・ター ミナル の接 続 等 に 関 し,上 記 以 外 で 行 政 機 関 が 実施 し よ う として い る施 策 に は次 の

よ うな もの が あ る 。
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・デ ー タ通 信 規 定 の継 続的 策定

・遠 隔 デ ー タ処 理 にお け る通 信 の標 準 化

・イ ン タ フ ェ ー ス の標 準 化,と りわ け リモ ー ト ・タ ー ミナル の 接続 とソ フ トウ ェア の両 分 野 に 重

点 が 置 か れ る。 ・

・デ ー タ処 理 方 式 の 開 発 発展 と ドキ ュ メ ン テ ー シ ョン に対 す る大 枠 の調 整

・ソ フ トウ ェ アの 置 換 に 関 す る規 定

連 邦 政府 機 関 デ ー タ処 理 省 間 調 整委 員 会(IMKA)の 「デ ー タバ ン ク ・シス テ ム及 び デ ー タ通 信

シ ステ ムの コ ン パ テ ィブル ・イ ン タ フ ェ ー ス」 作 業 グル ー プの活 動 は,各 国の 関 係 機 関 と も協 力 し

て 大 い に そ の成 果 を あげ て い る。

デー タ処 理 技 術 の 利 用 層 の 拡大 を まつ だ け で な く,開 発 期 間 の延 長 と コ ン ピ ュータ ・メー カ ーや

ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウ スに 対 す る公 的助 成 措 置 の 強 化等 を通 じて,互 換 性 の あ る アプ リケ ー シ ョン ・

プ ロ グ ラ ム を登場 させ ね ば な らな い 。 そ の 前 提 とな るの は,標 準 化 さ れ た プ ロ グ ラム言 語 の 利用,

デ ー タ バ ン ク ・シ ス テ ムや デ ー タ通 信 シ ス テ ム用 の 統 一 的 な イ ン タ フ ェー ス,一 貫 し た ドキ ュメ ン

テ ー シ ョン等 で あ る 。

フ ォー マ ッ トを持 った デ ー タ を対 象 とす る デ ー タ バ ン クの イ ン タ フェー ス変 換 プ ログ ラム は,メ

ー カ ー が保 有 し て い る デ ー タ バ ン ク ・ソ フ トウ ェ ア を基 礎 に して 作成 され た
。 そ の開 発 費 の 一 部 に

は 第2次 情 報 処 理 計 画 の助 成 金 が あ て られ て い る。 デ ー タバ ン ク概念 が標 準 化 さ れ る まで の過 渡 的

な段 階 に お い て は,メ ー カ ー側 との 協 議 を 常 に 緊 密 に 保 たね ば な らな い 。 こ うし た地 味 な 努 力 が あ

って こ そ,将 来 の イ ン タ フェ ース 開発 の展 望 が 開 け るの であ る。

シ ス テ ム ・デ ー タ ・フ ァイルへ の ア クセ ス(連 続,イ ン デ ック スに ょ る連 続,直 接)を 容 易 に す

るた め,デ ー タ ・バ ン ク ・イ ン タ フェ ース 形 式 の 一 元 化 が 望 まれ る。変 換 プ ロ グラ ム は既 に 実 稼 動

の段 階 に あ る。

前 述 の作 業 グ ル ー プ と密 接 な 関 係 を保 ちっ っ,「 コ ン パ テ ィブル な デ ー タ通 信 シ ステ ム」 の研 究

も進 め られ て お り,こ れ に は連 邦研 究 技 術 省 を介 して助 成 金 が 付 与 され て い る 。 ア プ リケ ー シ ョ ン

・プ ロ グ ラ ムの 規格 統 一 に 役 立 つ これ らの シ ス テ ム は
,経 験 を蓄 積 す るた めに も既 存 の定 義 を基 に

し て テ ス トされ ね ば な らない だ ろ う。

他 の 作 業 グル ー プ は,「 デ ー タ処 理 技 術 開 発 と ドキ ュメ ンテー シ ョンに 対 す る大 枠 の設 定 」 とい

う課題 に取 り組 ん で い る 。内 務 省 サ イ ドで これ まで に 得 られ た作 業成 果 は,現 在 の と ころ地 方 公 共

団体 の 当 該 機 関 に フ ィー ドバ ッ ク され て い る。

この 分 野 に 関 連 した 規 格 統 一状 況(DIN)も 常 時 考 慮 に 入 れ るべ きで あQ。

4.3.4官 公 庁 の 調 達 政 策

西 独 の デ ー タ処 理 産 業 が 市 場 競 争 の 面 で 抱 え て い る不 利 な点 の一 つ は,既 に市 場 支 配 者即 ちIB
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M社 の 設 置 ベ ー スが 膨 大 な 域 に 達 して い る こと だ。 転換 コ ス トが か さ む こ と も原 因 し て,カ ス タ マ

ー は ,従 来 使 っ て来 た メ ー カ ー製 品 を再 び指 名 す る傾 向が 強 く,こ の た め 競 合 メ ー カ ーに は初 め か

ら僅 か な チ ャン ス しか 与 え られ て い ない のが 実 状 だ。

この よ うな情 況 を打 開 す るた め,EDP装 置 の 調 達 に新 たな 統 一 基 準 を設 け るべ く,政 策 履 行 認

可 法 令(VOL/A)一 施 行 細 則 を除 く 一 の 補 充 と,VOL/Aの 修 正 法 令 と ドイ ツ政 策 履 行契

約 委 員 会(DVAL)の ガ イ ドライ ン との 調 整 が 画 策 され てい て,デ ー タ処 理 シ ス テ ムや そ の関 連機

器 の 導入 を容 易 に す る努 力 が 続 け られ て い る 。

ま た こ うした 動 きに伴 っ て,次 の2項 に要 約 され る条 件 整 備 が 遂行 され ね ば な らな い 。

・政 策実 施 に 関 わ る給付 範 囲 の 記 述 に 明確 か っ 公 正 な基 準 を設 けて,調 達 品 の 引 き渡 し請 求 を一

元 化 す る。

・選 択 基 準 を適 正 に し供 給 品 の 査定 手 続 を統 一 す る。

供 給 品 の 引渡 しに関 す る書式 と請 求 の 一元 化 は,既 に特 定 の 装 置 を指 定 し て し ま って 公 告 を 出 し

て い る場 合 一 寸 し た 障害 とな ろ う。 また 納 入 され る供給 製 品 の 査定 方式 の 統 一 に よ って,当 該 ハ ー

ドウ ェアや ソ フ トウ ェ アの適 応 能 力 を 判 断 す る場 合,客 観 的 な 選 択 が 可 能 とな る はず だ。 これ に は

ま だ公 示 手 続 面 で解 決 す べ き問 題 が 残 って い る。 決 め られ た領 域 を契 約 内容 が は み 出 して い る場 合,

調達 手 続 は一 時 中 断 され,供 給 品 の 査定 を改 め て 受 け なけ れ ば な らな い 。

原 則 的 に は,西 独 に本 拠 を置 く企 業 か 或 はEC域 内 の メ ーカ ーが 調達 対 象 とな る。 ほぼ 同様 の条

件 を持 ってい る供 給 品 の場 合 は 入 札 手続 が とられ る。

連 邦 議 会 が 制定 し た技 術 ガ イ ドラ イ ン(HRBNr.5.2.23「 デ ー タ処 理 の コ ス ト」)に よ り,

デ ー タ処理 装 置 の新 規 調 達 や実 質 的 な 機能 強 化 を 画 る場 合,内 務省 の 「連 邦 政府 機 関 の デ ー タ処 理

利 用 に関 す る調 整 審 議機 関(KBSt)」 の推 薦書 と行 政 機 構経 済 性管 理 連 邦 委 員 会 の意 見 書 が 添 付

さ れ なけ れ ば な らな い 。 このKBStは,連 邦 政府 機構 の総 合 利 益 を 規定 して い る経 済 性 に つ い て

監 視 の眼 を光 らせ て い る。

連 邦 政 府 官 庁 に よ るデ ー タ処 理 装 置 の 調達 で 専 門的 な 支 援 が 必要 な場 合 は,数 理 計 画研 究 所(G

MD)が この任 に あ た る。

西 独 連邦 政 府 は,上 述 し た よ うな 施策 が装 置や 技 術 の 開 発 並 び に シス テ ム や そ の関 連 ソ フ トウ ェ

アの 調 達 に 好結 果 を もた らす こ とを期 待 して お り,更 に メ ー カ ー側 が 行 政 官 庁 の要 求 を よ り一 層 満

たせ る よ う希 望 し て い る 。

中 大 型 デ ー タ処 理 シス テ ム の 月 間 レ ン タル料 は,買 い取 り価 格 の1/40～1/50が 通 例 で あ る。

従 って そ の装 置 の技 術 的 寿 命が50ケ 月 を越 す場 合 は,公 共機 関 に とって 経 済 性 で 買 い取 りの方 が レ

ン タル よ りま さ るこ とに な る。 買 い取 りは また,西 独 の コ ン ビ。ユ一 夕 ・メ ー カーに 対 し て レ ン タル

事 業 の 資金 手 当て をす るこ とに な り,そ れ だけ 有 効 性 が増 す もの と言 え る。 経 済 性 に 対 す る配 慮 が

行 き渡 れ ば,行 政 機 関 の他 の サ ー ビ ス部門 で もデ ー タ処理 装 置 の導 入 を 検 討 す る とい う効 果 が生 ま
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れ る。 この こ とは現 在 レ ンタ ル で 導入 し て い る機 器 に も当 て は ま る こ とで あ り,買 い取 り方式 を前

向 きに 再検 討す る機 会 を与 え て い る と言 え る。

KBStは 既 に,デ ー タ処理 能 力 を対 象 とし た調 達 基 準 を 策 定 し て い る。 連 邦 政 府 官 庁 や地 方 自

治 体 の 調達 対 象 とされ る デ ー タ処 理 シス テ ムや そ の関 連 機 器 は,公 共機 関 の 手 で練 られ産 業 サ イ ド

に よ り詳 細 に検 討 され た 「特 別 契 約 条 項 」 に 従 って,レ ン タ ルか 買 い取 りを決 定 され る。

この 「デ ー タ処 理 シス テ ム並 び に関 連 機 器 に 対 す る レ ンタ ル,買 い取 り,保 守 の特 別契 約 条 項 」

は現在 既 に 効 力 を発 生 し て お り,調 達 活 動 に多 大 の 貢 献 をな して い る。 プ ロ グ ラムの 譲渡 及 び作 成

を想 定 した 「特 別契 約 条 項 」 は,現 在 準備 中 で あ り,関 係 業界 や行 政 サ ー ビス部 門 との 協 議 を重 ね

て 調 整 した 後,同 様 の 拘 束力 を持 つ もの とし て実 現 され る はず だ 。 先 に述 べ た行 政 指 針 は,こ う し

た 「特 別契 約 条 項 」 を補 完す る もの とな ろ う。

「特 別契 約 条 項 」 は,政 策 実 施 要 綱(VOL/B)に 包 摂 され る 「契 約 手続 一 細 則 は 除 く 一

(VOL)」 を補 完 す る性 格 を持 って い る。 この条 項 は,情 報処 理分 野 のVOL/Bを 修 正 して い る

と言 え る。 また デ ー タ処 理 部 門 の調 達 活 動 を透 明 な もの に した 点 で も,そ の 貢 献度 は大 きい 。多 く

の デ ー タ処 理 機 器 メ ー カ ーの供 給 活 動 は,こ の 一元 化 され た契 約 締結 基 準 を基 盤 とし て,発 言力 を

得 た こ とだ ろ う。 そ し て 従来 の経 過 に と らわ れ な い平 等 な ス タ ー ト地 点 を 得 た わ け だ 。

デー タ処 理 装 置 の 動 向 は,プ ロ グ ラ ムや デー タ ・ベ ー スの コ ン バー ジ ョンを 可能 にす るた め の追

加 投 資 と現 在 も密 接 に 結 び つ い て い る。 こ の事 実 は 当然 の こ となが ら公 平 な 市場 競争 を阻 害 し て い

る。 だが,公 共 部門 に プ ラス す る適 正 な 開 発活 動 や そ の他 の 再 配 置 事 業 に は,相 応 の助 成 が 継 続 さ

れ ね ばな ら ない 。 プ ロ グ ラ ム部 門 で経 済 性 を追 求 す るに は,こ うした 助 成 配 分 の支 援 を受 けて シ ス

テ ム を選 ば な い ア プ リケ ー シ ョ ン:.プ ログ ラム を開 発 す る必 要 が あ る。

これ まで 述 べ て来 た助 成 政 策 は,西 独 連 邦政 府 が これ まで追 求 して 来 た 自由 貿易 政 策 と同調 す る

もので あ り,む し ろ従来 の 輸 入 制 限 を縮 少 す る狙 い を持 って い る。 一 元 化 した 調 達計 画 に よ る 自国

の情 報 処理 産 業 の 育成 強 化 策 は・ 一定期間内で終了 させ るべ き もの だ 。西 独 連 邦 政 府 は ・ こ の デ ー タ

処 理 部 門 の ア プ リケ ー シ ョン に関 す るEGガ イ ドラ イ ン 「公 共 分 野 の 調 達契 約 」 を1980年1月1

日か ら施行 す る こ とに 同 意 し た 。 ●

」
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5デ ー タ処 理 ア プ リケ ー シ ョ?の 促 進

/

5.1ソ フ ト ウ ェ ア 市 場,そ の 助 成 の 原 則

5.1.1西 独 の ソ フ ト ウ ェア 市 場

●

●

昨 年 の デ ー タ処 理 シ ステ ムの 利 用状 況 を み て み る と,装 置 の稼 動 に 要 し た コス トの 増 加 率 が,

ハ ー ドウ ェアの コ ス トの それ をは るか に上 回 って い るこ とが わ か る。 この こ とか ら,今 年 は ほ

とん どの ユ ー ザ ーの 場 合,装 置 の メ ン テ ナ ン スと稼 動 に か か る コス トな らびに アプ リケ ー シ ョ

ン ・ソ フ トウ ェアの 開 発 あ るい は そ の購 入 とメ ンテ ナ ンス の コス トが,ハ ー ドウ ェアの コス ト

に追 い つ くの で は ない か と思 わ れ る。

こ の コ ス トの か な りの 部 分 は,ア プ リケ ー シ ョ ン ・ソ フ ト ウ ェ アが 占 め て い る 。 ユ ー ザ ー 自 身 が

ソフ トウェ アを 開発 す る よ うに な った原 因 に つ い て調 査 し た1973年 の 報 告 書注1に よ る と,プ ロ グ

ラ ム の90%は ユ ー ザ ー に よ っ て 開 発 さ れ,残 りの わ ず か10%が ハ ー ドウ ェ ア ・メ ー カ ー や ソ ラ ト ウ

ェ ァ ・ハ ウ ス に ょ る もで あ る と い うこ とが 明 らか に な っ た 。

西 独 の ソ フ ト ウ ェ ア 市 場 の 特 徴 は,売 り手 が 無 数 に い て,先 の 見 通 し が つ か な い こ と で あ る 。 売

り手 と し て 次 の よ う な グ ル ー プ を 挙 げ る こ と が で き る 。 ハ ー ド ウ ェ ア ・メ ー カ ー,ソ フ ト ウ ェ ア ・

ハ ウ ス,コ ン サ ル タ ン ト会 社,計 算 サ ー ビ ス ・セ ン タ ー ,デ ー タ 処 理 装 置 の ユ ー ザ ー(こ れ らの ユ

ー ザ ー た ち は 次 第 に 自分 た ち の 必 要 に 応 じ て プ ロ グ ラ ム を 開 発 し
,市 場 に 出 す よ う に な りっ っ あ る。)

ISISソ フ トウ ェ ア ・レ ポ ー トは,ハ ー ドウ ェ ア ・メ ー カ ー を 除 く こ れ らの ソ フ ト ウ ェ ア供 給 者

の 概 観 を 載 せ て い る 。 そ れ に よ る と,「 商 用 プ ロ グ ラ ム 」,「 科 学 技 術 プ ロ グ ラ ム 」,「 シ ス テ ム

/サ ー ビ ス ・プ ロ グ ラム 」 の3種 類 の プ ロ グラ ムの割 合 は 過 去3年 間 は ほ とん ど変 わ っ て い ない こ

とが わか る。(第7表 参 照)

4

注1:出 典LOGON-Report1973年
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第7表ISISソ フ ト ウ ェ ア ・レ ポ ー トに ょ る プ ロ グ ラ ム の 種 類 別 に み た 割 合

プ ロ グ ラ ムの種 類 1973 1974 1975

商 用 プ ロ グ ラム 56% 59% 57%

科 学 技 術 プ ロ グ ラム 15% 13% 13%

シ ス テ ム/サ ー ビ ス プ ロ グ ラ ム 29% 28% 30%

供 給 され た プ ロ グ ラム の統 計 525 668 866

出 典=ISISソ フ トウ ェ ア ・レポ ー ト1973年6月,1974年8月,1975年10月

Infratest会 社)

第8表 は,プ ロ グ ラム の種 類 に よ って どの よ うな プ ロ グ ラム言 語 が使 われ てい るか を表 わ した も

の で あ る。商 用 プ ロ グ ラム は,ほ とん ど60%がCOBOLで 書 かれ てい る 。科 学 技 術 プ ロ グ ラ ムの場

合 は,'約90%がFORTRANで あ り,そ れ に対 して,シ ス テム/サ ー ビ ス ・プ ロ グ ラ ムの場 合 は65%

第8表 適用 プ ロ グラ ム言 語(プ ロ グ ラム の種 類 別 の割 合,重 複 し てい る こ と もあ る)

プ ロ グラ ム言語 商 用 プ ロ グ ラム 科 学 技 術 プ ロ グ ラム
シ ス テ ム/サ ー ビ ス ・

プ ロ グ ラ ム

FORTRAN1974 9 80 一

1975 9 88 3

ASSEMBLER1974 23 13 52

1975 22 12 65

COBOI」1974 54 一
19

1975 58 一
15

RPG1974 13 一 一

1975 17 一
1

出 典:ISISソ フ トウ ェ ア ・レポ ー ト1974年10月,Infratest会 社

がASSEMBLERで 書 か れ てい る 。ま た,プ ロ グ ラム の種 類 別 の使 用頻 度 も様 々で あ る 。(第9表

参 照)こ れ に よ る と,シ ステ ム/サ ー ビス ・プ ロ グ ラムが 最 も平 均 して お り,科 学 技 術 プ ロ グラ ム

第9表 プ ロ グ ラムの 使 用 頻 度(%)

プ ロ グ ラム の種 類 0～5
'

6～10 11～20 20

商 用 プ ロ グ ラ ム

科 学 技 術 プ ロ グ ラ ム

シ ス テ ム/サ ー ビ ス ・プ ロ グ ラ ム

73

90

58

15

5

8

8

3

6

4

2

28

出 典:ISISソ フ ト ウ ェ ア ・レ ポ ー ト1975年10月Infratest社
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が最 もか た よ ってい るこ とが わか る 。

第10表 ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウ スお よ び コ ン サ ル タ ン ト会 社 に っ い て

'

項 目 1973年 1974年

利用 された会社数 68 71

総売上げ高(100万DM) 198 210

従業員数 3100 2700

各社の平均的な売上げ高(100万DM) 2.9 2.9

"〃 従 業 員 数 46 38

従業員1人 当 りの平均売上げ高(千DM) 68 76

出 典:ISIS会 社 レ ・te－ ト1974年8月,1975年10月Infratest社

第11表 ソ フ ト ウ ェ ア ・ハ ウ ス と コ ン サ ル タ ン ト会 社 の 構 造

従業員数による会社の規模 全体の割合(%)

0～20人 29

21～50 51'

51～100 15

100人 以上 5

売上げによる分類
会社数全体に対する割合 総売上げ高に対する割合

(単 位100万DM) (%) (%)

0～2 48 19

2～4 27 26

4～10 20 29

10以 上 5 26

●

出 典:ISIS会 社 レポ ー ト75年10月Infratest社

(65社 を 対 象 と し た 。)

ア プ リケ ー シ ョ ン ・ソ フ ト ウ ェ ア の 分 野 で ソ フ ト ウ ェ ア ・ハ ウ ス と コ ン サ ル タ ン ト会 社 が
,ど れ

位 の 売 上 げ を 上 げ た か と い う正 確 な 数 字 は わ か っ て い な い 。 と い うの は,1つ に は 多 く の 小 会 社 の

売 上 げ が っ か め な い 乙 と,そ し て,コ ンサ ル タ ン ト,ソ フ ド ウ ェ ァ,訓 練 ,計 算 サ ー ビ ス な ど に 対
令

す る売 上 げ を分 類 す る こ とは,ほ とん どで きな い ため で あ る。第10表 は,ISIS会 社 レポ ー トに よ

っ て明 らか に され た比 較 的 大 規 模 な 会社 を対 象 とした 数 字 で あ る
。 それ に よ ると,1973年 と74年 の

2年 間 で各 社 の平 均 売 上 げ 高 に 大 きな変 化 が ない の に 対 し て,各 社 の平 均 従 業 員 数 は 減 っ てお り,

それ と と もに従 業 員1人 当 りの 売上 げ 高が 増 え てい る こ とが わ か る
。対 象 とな った会 社(計 算 サ ー

ビス ・セ ンタ ーは 除 外)の 総 売 上 げ は,わ ず か に 上 っ てい る
。
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第11表 は,こ の分 野 の会 社 の構 成 の 一部 を表 わ した もので あ る。 対 象 とな った65社 の うち,従 業

員 数 が50名 以 下の と ころ が80%,100名 以 上 の従 業 員 を抱 え ると ころ は わ ず か5%に す ぎな い 。 売

上 げ 別 に み て み ると,年 間売 上 げ が400万DM以 内 の会 社 が,65社 中75%で,こ れ は65社 全 体の 売

上 げ高 の わ ずか45%で あ る。全体 の30%に あ た る会 社 が計 算 サ ・一ーービス ・セ ン タ ー と して の 業務 を行

な っ てい る 。そ の うちの15%の 会 社 は,そ の 業 務 を 外地 の支 店 で 扱 わ せ てい る 。

中 小 の会 社 に と って,計 算 サ ー ビス ・セ ン ターは デ ー タ処理 アプ リケ ー シ ョンの 面 で 重要 な

役割 を演 じて い るので あ る。 西 独 で は300か ら400に の ぼ るこの よ うな 会 社 が,年 間 約10億D

Msc注 の 売 上 げ を上 げ てい る もの と思 われ る。

こ の中 に は,一 部 の ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウ スや コ ンサ ル タ ン ト会 社 の よ うな大 手 の 会 社 の 計 算 サ ー

ビ ス ・セ ンタ ー も含 まれ てい る。第12表 は,こ の分 野 の 構 成 が ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウ スの それ と類 似

し て い る こと を示 して い る。 す な わ ち,多 くの小 会 社 の 売 上 げは,全 体 の売 上 げ に対 して ご くわず

か な割 合 で し か ない とい う点 で あ る。 第13表 は,計 算 サ ー ビ ス ・セ ン ター の業 務 内容 を表 わ した も

の で あ る。中 小 会 社 の計 算 サ ー ビ ス ・セ ン ター は,中 規 模 な ハ ー ドウ ェア ・メー カ ー と直接 競 合 す

る こ とが よ くあ る 。

第12表 計 算 サ ー ビス ・セ ン タ ーの 売 上 げ の構 成(対 象66社)

売上げ(100万DM) 会社総数に対する割合舩 全売上げ高に対する割合椥

0～2

2～5

5～10

10以 上

56

26

11

7

15

21

21

43

出 典:構 成 の 分 析1部,ド イ ツ計算 セ ンター協 会

将 来,ソ フ トウ ェアに要 す る費 用 は,ハ ー ドウ ェ アの コ ス トを凌 ぐこ と に な ろ う。従 っ て,こ の

分 野 に お け る合理 化 を促進 す る こ とが ど うし て も必 要 とな って く る。 例 えば,不 必 要 な重 複 し た開

発 を避 け,適 用 の簡 単 な メ ン テ ナ ン スの 楽 な ソ フ トウ ェアを開 発 す るこ と が で きれ ば コス トの 削減

に 役 立 つ だ ろ う。特 に 中 小 の 会 社 の 場 合,経 済性 を考慮 して特 殊 な開 発 よ り もむ しろ 市場 に提 供 す

る汎 用 性 の あ る プ ロ グ ラム を開 発 す る準 備 を進 め るべ きで あ る。 ま た,大 部 分 の ハ ー ドウ ェ ア ・メ

ー カ ー が ソ フ トウ ェア とハ ー ドウ ェ アを別 個 に考 え てい る とい う事 も,こ の分 野 の 会社 に よ る ソ フ

トウ ェ ア市場 へ の進 出 を促 し た 一 因 で あ る。 しか しそ れ に もか かわ らず,適 用 範 囲 の広 い ス タ ン ダ

x注:出 典 一構 成 の 分 析 ド イ ツ 計 算 セ ン タ ー 協 会(VerbandDeutscberRecbenzenrenr)

Georgswall12,3000Hannover
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第13表 計算 サ ー ビス ・セ ン タ ーの 業 務 内 容'(対 象66社)

業 務 内 容 対象会社の割合(%

デー タ収 集 72

デ ー タ処 理 100

計算時間の販売 54

プ ロ グ ラムの 作成 96

システ ムの分 析 77

組織 68

● ソ フ トウ ェ ア 作 成 と オ ペ レー シ ョ ン 49
'

出典:構 成 の分 析1部 ドイツ計 算 セ ンダ ー協 会

S － ド ・ソ フ トウ ェ アの 売 り上 げ は 期 待 され た 程 の 躍 進 を と げ なか った
。 この 売 り上 げ は,ソ フ トウ

エ ア ・ハ ウ スお よ び コ ンサ ル タ ン ト会 社 の 総 売 り上 げの10%に も満 た ない もの だ った よ うだ 。 その
`

原 因 と して,次 の こ とが考 え られ る 。

一提 供 され た プ ロ グ ラムの 大 部 分 に,ユ ーザ ーが 必 要 とす る フ レキ シ ビ リテ ィが欠 除 して い た こ と。

一同業 者 間 で さ え構造 的 に大 きな違 い が あ るとい う点 を顧 慮 す るこ とが 非 常 に困 難 で あ った こ ど 。

一 プ ロ グ ラム を提 供 す る側 に ,非 常 に 経 費 の か か るス タ ン ダー ド ・ソ フ トウ ェ アの開 発 の た め の 事

前 金 融 をす るだ けの 資本 の蓄積 が なか った こ と 。

一 プ ロ グ ラム 供給 者 の ほ とん どは狭 い範 囲 に 限 られ て お り,広 範 囲 の販 売 を思 う よ うに 行 な う こ と

が で き な か っ た こ と 。

ソ フ ト ウ ェ ア市場 の この 激 し い競 合状 態 は来 年 も続 け られ るだ ろ う。 この 競 合 に よ っ て次 第 に よ

り大 きな企 業 が 誕 生 し,場 合 に よ って は,異 な った分 野 の 企業 同志 の協 力 を促 進 す る こ と に な ろ う。

、

それ と同 時 に 専 用 プ ロ グ ラムを開 発 す る小 規 模 な 企業 も生 き残 る ことが で き るだ ろ う。

・5.1,2助 成 の 対 象 とな る分 野

ア プ リケ ー シ ョン ・プロ ジ ェク トの助 成 は特 に 次 に あ げ る分 野 に対 し て重 点 的 に 行 な わ れ る 。

"

一 デ ー タ バ ン ク ・ソ フ ト ウ ェ ア:情 報,処 理,意 思 決 定 シ ス テ ム(5 .2)

一 健 康 管 理(5 .3)

一教 育 制 度(5 .4)

一技 術 革 新(5 .5)

助 成 は,ユ ー ザ ー,ユ ー ザ ー ・グ ル ー プお よ び 西 独 ま た は 欧 州 に ベ ー ス の あ る ハ ー ド ウ ェ ア ・メ

一 力 と ソ フ ト ウ ェ ア ・ハ ウ ス,そ れ に 大 学,研 究 所 に 対 し て 行 な わ れ る 。
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その 他 に も助 成 の対 象分 野 と して重 要 視 され るの は,一
の 開発 で あ る。 これ は,西 独 ま たは 欧 州 に根 拠 地 を もつ ハ ー ドウ ェ ア ・メ ー カ ーに 対 し て援助 が 与

え られ る。 デ ー タや 顧 客 プ ログラ ムを助 成 され る デー タ処 理 装 置 に移 す作 業 に 対 す るサ ポ ー トも含

ま れ る 。

また 次 の2つ の分 野 も助 成 の対 象 とな っ てい る 。

一 遠 隔 デ ー タ 処 理 シ ス テ ム(5
.7)

一 パ タ ー ン認 識 及 び 処 理(5
.8)

その 結 果 は,多 くの デ ー タ処 理 ア プ リケ ー シ ョ ンに と っ て同 じ よ うに重 要 で あ る 。

5.1.3助 成 の 標 準

ア プ リケ ー シ ョン ・プ ロ ジ ェク トは 有 力 な 欧 州 の デ ー タ処理 産 業(第4章)を 創 設 す る こ とを顧

慮 して選 出 され,結 成 され た の で あ る。 ソ フ トウ ェ ア ・パ ッ ケー ジは,助 成 の対 象 と な っ た計 算 機

に適 用 で き るよ う開 発 され な けれ ば な らな い 。特 に,新 市場 を開 拓 で きる よ うな ア プ リケ ー シ ョン

シ ステ ム は,ド イ ツあ るい は 欧 州 の ハ ー ドウ ェ ア ・メ ー カー の装 置 を投 入 して開 発 され な け れ ば な

らな い 。

問 題 解 決 装 置 と して の デ ー タ処 理 シス テ ムの 機 能 は,そ の 問 題 領域 に お け る デー タ処 理 の 組

識 的,技 術 的 な統 合 に よ っ て決 ま るの で あ っ て,個 々の 部 分(計 算機,遠 隔 処 理 装 置 ,プ ロ グ

ラムの 一部 な ど)の 性 能 だ け に依 存 し てい るの で は ない
。従 っ て,ア プ リケ ー シ ョン分 野 にお

けるデータ処理の統デとデータ処理をその他の合理化の報 とかみ合せ・努加 強イヒしなけれ

ば な らない 。 目標 は,個 々の 装 置 の部 品 を完 全 に す る こ と よ り も,ア プ リケー シ ョン ・シス テ

ムの 総 体 と し ての 機 能 の 程 度 を高 め る こ とで あ る
。 その た め に は,デ ー タ処理 技 術 を向 上 させ,

ユ ーザ ーに と っ て信頼 の お け る経 済的 か つ簡 単 な解 決 策 を考 えな けれ ば な らない
。

♪

ア プ リケー シ ョン ・プ ロ ジ ェク トの援 助 は,ユ ーザ ーや そ の 団体 あ るい は その 他 の 公 共 施 設 お よ

び サ ー ビス機 関 や デー タ処理 産 業(ソ フ トウ ェア ・ハ ウ ス も含 む)に よ っ て開発 され た もの を,そ

れ ぞ れ の責 任 に おい て 管理 し,さ らに発 展 させ,普 及 す る こと が で き るよ うな状 態 に まで もってい

か な けれ ば な らな い 。

実 際 に必 要 と され る問題 解 決 を引 き出 す た めに 熟 練 し た ユ ー ザ ー と緊 密 な協 同 作 業 を進 め て

い るパ イ ロ ッ ト ・プ ロ ジ ェ ク トに対 し て特 に 援助 を与 え る。 この よ うな プ ロ ジ ェ ク トを 次 第 に
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実 現 させ てい く こ とに よ っ て,そ の 過程 上 に あ る危 険性 は 少 な くな るだ ろ う。

■

しか し,全 く新 しい 開 発 あ るい は 改良 され た開 発 を,対 象 とな るユ ー ザ ー す べ て の 場 合 に あ ては

め て援 助 す る こ とは 不 可 能 で もあ り,効 果 的 な方 法 とは い え ない 。 そ こで,特 別 な パ イ ロ ッ ト ・ユ

ーザ ーの 利 用 す る比 較 的 大 きな 開発 に焦 点 を あ て て援助 す る
。

た っ た一 つ の ユ ー ザ ー が パ イ ロ ッ ト ・ユー ザ ーに な る と,プ ロ グラム ・シス テ ム は 機 能 的 に も組

織 的 に もそ の ユ ー ザ ーだ け に 合 うよ うに設 計 され て しま うの で,そ の危 険 を 防 ぐた め に も,ま た 中

小 企業 の 適用 を可 能 に す るた め に も,開 発 の 最初 か らよ り広 い 適用 範 囲 を 目 ざ し,適 宜 そ の範 囲 を

広 げ る措 置 が とれ るよ うな機 能 を もたせ た開発 を行 な わ な けれ ば な らな い 。

連 邦 政 府 は,援 助 の規 準 と し て次 の よ うな 条件 を 出 し てい る 。

一援助 の結 果 ,提 供 され るサ ー ビス内 容 が 拡 が り,改 良 され,安 くな る こ と 。

一援 助 の結 果 ,経 済 的 に 合理 化 され,効 率 が良 くな るこ と。

一援 助 の結 果 ,ユ ーザ ーの 労 働 条件 が 改良 され るこ と 。

一援助 に よ っ て ,ア プ リケー シ ョ ンの 問題 領 域 の中 で,よ り効 果 的 な デ ー タ処理 の組 織 的,技 術 的

な統 合 を達成 す る こ と 。

一援助 の 結 果 と ,開 発 の 過程 で 得 られ た ノ ウハ ウが,欧 州 の デー タ処理 産 業 の 強 化 を もた らず こ と。

一援助 に よ っ て
,ア プ リケ ー シ ョン問題 に 対 す る処 理 技 術 な らびに そ の 問題 解 決 へ の オ リエ ンテー

シ ョンが 期 待 され る。

一援助 に よ って ,デ ー タ処理 ア プ リケ ー シ ョンの 普 及 を妨 げ る技 術的,組 織 的 な 障害 を撤 去 す る 。

一公 的 な 援助 に よ って開 発 され た プロ グ ラムに 基 い て
,そ の 後 さ らに,援 助 を受 けず に 開 発 を進 め

てい け るよ う設計 され る。

一援助 額 の 程度 は ,将 来 予 測 され るデ ー タ処 理 ア プ リケ ー シ ョンの 必要 性 の程 度 に比 例 す る 。

社 会 の あ らゆ る領 域 あ るい は プ ラ イベ イ トな生 活 に お け るデ ー タ処 理 の絶 え間 な い 発 展 の過 程 に

は,社 会 全体 の発 展 を促 す要 素 が潜 ん で い るの で あ る。 そ の こ とを常 に意 識 し,有 害 な 副作 用 を避

け て,そ の要 素 を十 分 に 生 か すよ う努 力 し てい か な けれ ば な らな い。専 門 的 な構 想 に加 え て,そ れ

と関 連 した,社 会 的 な分 析 と付 随研 究 も促 進 され な け れ ば な らない 。

5.2デ ー タ バ ン ク ・ ソ フ ト ウ ェ ア,情 報/処 理/意 思 決 定 シ ス テ ム

産 業界 お よ び公 共 機 関 にお け る情 報 処 理 シス テム は,処 理,プ ラ ンニ ン グ,意 思 決 定 を助 け,そ

の 合理 的 な基 盤 を拡 げ る こと に貢 献 し な けれ ば な らな い。

産 業,科 学,行 政 分 野 の情 報 シス テ ムの構 成 作業 は現 在進 行 中 で あ る。 しか し,開 発 は 当初 の 期

待 よ り も遅 く不 均 衡 で,予 想 外 の 問 題 も生 じた 。1960年 代 後 半に は まだ信 じ られ て い た包 括 的 な 総
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合 シス テ ムの 製 作 に つ い て の楽 観 的 な期 待 は現 実 的 な観 点 に よ って打 ち消 され た 。 そ の 当時進 め ら

れ て い た プ ロ ジ ェク トは,長 期 的 な 総 合計 画 の 一環 と して 設 計 され た部 分 シス テ ムの開 発 を 目 ざす

こ とに な った 。

5.2.1開 発 の現 状

高性 能 な コ ン ピ ュー タに よ る情 報処 理 シス テム製 作 の た め の 必 要条 件 は,デ ー タの管 理,供 給,

変 更,送 付 の ため の 適切 な ソ フ トウ ェ アを 自在 に扱 うこ とが で き る とい う点 にある 。今 ま での 援助

の 重 点 は デ ー タ バ ンク ・ソ フ トウ ェ アの 開発 に お かれ てい た。 この分 野 で は,Siemens社 の シス

テ ムGOLEM,SESAM,PRISMA,TelefunkenComputer社 のTELDOK,DBS,Sof-

tware社 のADABASが 助 成 され て い た 。

昨年 提 供 され た デ ー タバ ンク ・ソ フ トウ ェ アは,機 能 や効 率 に 関 す る要 求 を満 た した が,増 加 す

る今 日の ユ ー ザ ーの 要 求 に 対 し て,あ ま りに もフ レキ シビ リテ ィが少 ない こ とが 証 明 され てい る。

こ の こ とは,将 来 よ り多 くな るユ ーザ ーの 要求 を 満 た す ことは 全 く不 可 能 か あ るい は 巨額 の費 用 を

投 入 す る こ とに よ っ ての み 可 能 で あ るこ と を意 味 して い る。 モ ジ ュ ラ リテ ィ と イ ンタ ー フ ェイスへ

の要 求 が こ こで は具 体 的 に重 要 で あ る。 デー タバ ン ク ・ソ フ トウ ェアの 場 合,イ ン ター フ ェ イ スの

デー タの情 態 は そ の他 の ソ フ トウ ェ アに組 み 合せ る こ とが で き,様 々に組 み立 て られ た 質 問/情 報

/処 理 システ ム に お い て処 理 す るこ とがで き るよ うに 構成 され てい な け れ ば な らな い。

デ ー タ バ ン ク ・シ ス テ ムは,普 通 ハ ー ドウ ェア ・メ ー カー に よ って開 発 され る。

特 に公 共機 関 の場 合,複 雑 な 問題 を解 決 す るため に,デ ー タ バ ン ク とメ ソ ッ ドバ ン クに 分 け られ

た デ ー タ バ ンク間 の連 動 が ま す ます 必要 とな る。 色 々な場 所 に散 在 して い る デー タを利 用 す るた め

の ハ ー ドウェ アお よび ソ フ トウ ェ'アの必 要 条 件 が研 究 され,改 良 され な けれ ば な らな い 。

現在,様 々な デー タの分 類 法 とか,デ ー タ ・バ ンクの 言語 が この 目的 の 達 成 をは ば ん で い る。 長

期 的 に は デ ー タ ・バ ン ク言語 の 標準 化 と 一連 の プ ロ グ ラム構 成 要 素 に お け る個 々の デー タ ・バ ンク

の 機 能 を組 織 的 に分 析 す る こ とに ょ って その 対策 を講 じ るこ とが で きる。 ま た,言 語 の多 様 性 を調

整 す る よ うな解 決 策 を探 す こ と も目的 達 成 に 役立 つ だ ろ う。

デー タ ・バ ンク ・シス テ ム と デ ー タ通 信 シス テ ムの 両方 に通 用 す る イ ン ター フ ェ イスを 導 入 す、る

こ とに よ って様 々な デ ー タ ・バ ンク ・シス テ ムへ の 話 しか け を可 能 に す る試 みが す でに 具体 的 な ア

プ リケー シ ョン ・プ ロ ジ ェク トに よ って 公的 な分 野(土 地 制 度,住 民)で 実用 化 され てい る。

デ ー タ'パ ンク ・ソフ トウ ェ アの 開 発 と関 連 して,複 雑 な シス テ ム との 通 信 を改良 す るため の語

学 的な 方 法 も援助 の対 象 とな って い る。

情 報,処 理,意 思 決 定 が統 合 化 され た シス テ ムへ の 援助 の場 合,重 点 は パ イ ロ ッ ト ・プ ロ ジ ェク

トを遂 行 す る こ とに 置 か れ る。 自動 デ ー タ分 析 の シス テムに 基 い て,次 第 に 開 発 が始 め られ,こ れ

に よ って計 算 機 は処理 や プ ラツ を提 示 す る手 段 とし て役 立 っ よ うに な る。 産 業 界 の領域 で は,特 に
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経 営経 済 方 面 の情 報 シ ステ ム の完 成 処理 の た め の プ ロ グ ラム が促 進 され る。 公 的 な領 域 で援 助 の 対

象 と な る もの は 次 の 通 りで あ る 。連邦 政府 の内 政,財 政,会 計 事 務 の 自動 化 お よび ド イツ連 邦 特 許

庁 の た めの情 報 シス テ ムの 開 発:住 民 お よ び土 地 制 度 の よ うな行 政 の 自動 化計 画,(こ の計 画 は 総

合的 な 適用 範 囲 の広 い シス テ ムの 開発 を 目 ざし てい る。):地 方 自治 団体,地 域 団 体,州 の計 画 の

た めの 計算 機 の 導 入 一 ケル ン市 のDATUMとSiemens社 の 協 力 によ って,「 地 方 自治 団体 計 画」

プ ロ ジ ェ ク トが発 足 した 。そ の 他 の 自治 体 に も開発 され た プ ロ グ ラム が導 入 され る こと に な って い

る 。 デー タ処 理 の社 会 的 な課 題 は デー タの 機密 保 護 に 関 す る研 究 な ら びに職 場 の構 成 に デ ー タ処理

シス テ ムを適 用 す る こ との効 果 に関 す る社 会科 学 的 な研 究 を 行 な うこ とで あ る。

情 報 システ ム の構 想 とそ の 実現 化 に必 要 な組 織 的 な努 力 は まだ始 め られ た ば か りであ る。 現 在 こ

の 仕事 に従 事 し てい るの は,組 織 と自動 化 に関 す る経 営 経 済 研 究 所(Betriebswirtscbaftlic-

henInstitutforOrganisationandAutomation=BIFOA)と ドイ ツ機 械 製 造 工 場 連 盟

(VereinDeutscherMaschinenbananstAlten-VDMA)で あ る。 それ 以 前 は,大 部 分 が マ

ニ ュア ルな 方 法 を採 用 し てい た た めに ,標 準 化,適 合 性,互 換 性 へ の 努 力 が 妨 げ られ て い た の で あ

る。従 って,そ れ まで は組 織 間 の 通 信装 置 と しての情 報 シス テ ム の開 発 は ほ と ん どされ な か っ た 。

この よ うな将 来 に 向 け ての 研 究 や 開発 計 画の ほか に,ソ フ トウ ェア ・ハ ウスや ユ ー ザ ーの 共 同 施

設 の プ ロジ ェ ク トも助 成 され る 。

こ こで 役 に 立 つ ア プ リケー シ ョ ンの知 識 は,す で に 市 場 で 必 要 と され,適 用範 囲 の広 い ソ フ ト ウ

ェ ア(標 準 化 され た ソ フ トウ ェア ・パ ッケ ー ジ)に 変 え られ る。 それ に よ って特 に産 業 界 の 中 小 の

企 業 は比 較 的 安 い値 段 で ソ フ トウ ェア を買 うこ とが で き る。 そ れ と同 時 に 経 済全 体 の観 点 か ら も,

供 給側 の改 良 に ょ って実 現 した この よ うな多 くの ユ ーザ ー に 適 用 で き る ソ フ トウ ェア は,こ れ まで

各 ユ ー ザ ーが別 個 に行 な って い た二重 三 重 の 開発 を不 要 な もの に した 。 これ ま で に120の プ ロ グ ラ

ム ・パ ッケ ー ジが完 成 され て お り,現 在70の パ ッ ケー ジが 開 発 中 で あ る
。 この場 合,焦 点 とな るの

は,マ ネ ジ メ ン ト ・プ ロ グ ラ ム,シ ステ ム およ び サ ー ビス ・プ ロ グラム,科 学 技 術 プ ロ グ ラ ムで あ

る。 市場 に1年 以上 出回 っ てい る プ ロ グラ ムは,平 均8回 は 売 買 され て い る。 こ.の中 に は,計 算 サ

ー ビス ・セ ン ターが 適 用 した プロ グラ ムの 利 用 回数 は 含 まれ てい ない
。 後 で開 発 され た プ ロ グ ラ ム

が,最 初 に 開 発 され た もの よ り も良 く売 れ る とい う こ とは,標 準 化 の効 果 が それ だ け大 きか った こ

とを示 して お り,そ の 結 果,市 販 可 能性 が 向 上 した わ け で あ る。 この こと は,何 度 も適 用 で き る ソ

フ トウ ェア ・テ ク ノ ロ ジ ーを習 得 し,実 現 化 の可 能 性 を公 正 に評 価 す る こ とが で きた こ と を証 明 す

る もの で あ る 。

5.2.2目 標

主 な 課 題 は,現 在 市 場 で 売 られ てい るデ ー タ ・バ ン ク ・ソ フ トウ ェ アの種 類 を制 限 し,最 もひ ん

ぱ んに 出 て く る問 題 の カ テ ゴ リーに 焦 点 を しぼ る こ と で あ る 。整 理 の 段 階 で,不 要 な シ ス テ ム の種
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類 を 削 減 して い か な けれ ば な らな い 。将 来,デ ー タ処理 シス テム を開 発 し てい く場 合,共 通 言語 や

モ ジ ュー ルに よ って手 ごろな 費 用 で ユ ー ザ ーの 必 要 と す る新 た な特性 を備 え る こと がで き る よ うに

な るだ ろ う。 そ れ に ょ っ て次 の こ とが 可 能 に な る。

一計算 機 の 中 に ス トア され てい る デ ー タ ・バ ン ク と ,そ の折 々の ユ ー ザ ー の要 請 を切 りは なす こ と

が で き る。

一ユ ーザ ーの要 請 が変 っ て も,新 たに デ ー タ ・バ ンク ・シス テム を開 発 す る こ と な く,そ れ に 合 わ

せ て デ ー タ処理 を行 な うこ とが で き る。

一 ポー タ ビ リテ ィが か な り高 ま り
,一 つ の シス テ ム ・フ ァ ミリー の内 部 で 他 の デー タ処 理 シス テ ム

へ の移 行 が 容 易に な る。

企 業 や行政 機 関 に とっ て,多 種 多 様 な プ ラ ンニ ン グ,処 理,意 思 決 定 に 役立 つ シ ステ ムの 開

発 は ど うして も必 要 で あ る。 この よ うな シ ステ ムに よ っ て,益 々,複 雑 化 す る問 題 を展 望 し,

処 理,プ ラ ンニ ン グ,意 思 決 定 の それ ぞれ の 過 程 を速 め,短 縮 す る こ とが で き るので あ る。 計

算 機 とい う手 段 に よ っ て,よ り複 雑 な方 法 を 導 入 す る こ とが で き る。 ハ ー ドウ ェア と ソ フ トウ

ェ アは,専 門家 と システ ム の直 接 的 な相 互 作用 を可 能 に す る もの と言 って よい だ ろ う。企 業 お

よび行 政 機 関 に お け る業 務 の プ ロ セ スは さ らに 合理 化 され る こ とに な ろ う。 この 二 つ の分 野 に

あ って は,常 に 変 化 す る要 請(例 え ば 宣 伝 とか政 治 的 な優 位性 な ど)に 対 し て以 前 よ りもよ り

迅 速 に,よ り柔 軟 に反 応 で き るよ うな状 態 を 保 って い な けれ ば な らない 。 コン ピ ュー タに基 い

た情 報 シ ステ ムの 導 入 に よ って,企 業 や 行政 機 関 内部 の 作 業 能 率 が 上 る だ けで な く,外 部 に対

して も新 しい,質 の 良 い サ ー ビ ス業 務 を提 供 す る こ とが で き るの で あ る。

情 報,処 理,意 思 決 定 の統 合 的 な シス テ ムの 導 入 に伴 い,そ の シス テ ムの 組 織 的,社 会 的 な 機 能

が 注 目 され る ことに な るだ ろ う。 この よ うな 機 能 は,職 場で 直接 そ の シ ステ ム を扱 っ た り,あ るい

は 市民 が 直接 そ れ と係 りあ った場 合 に この 機 能 は理 解 され,分 析 され る の で あ る。 その 結果,社 会

的 に 問題 の あ る開 発 は 早 め に チ ェッ ク され,場 合 に よ って は 中止 され る こと もあ る。

◆

、∵
∨

5.2.3助 成 策

デ ー タ ・パ ンク ・シス テ ムの分 野 で は,再 開 発 の 可 能 性 に 関 す る オ リエ ンテ ー シ ョンや様 々な開

発 の 方 向 を統 合 す るのに 必 要 な 作 業 が 助 成 され る。 この助 成 の 中心 は,総 合 デ ー タバ ンク機 能 とそ

の範 囲 の 設 定,機 能 と ア プ リケ ー シ ョン ・プ ロ グ ラム,ユ ーザ ーの た め の デー タバ ン ク言語 の研 究

開発,多 様 な 構成 の デ ー タ バ ンク を変 換 す る方 法 の開 発 な どに 置 か れ る。

改 良 され た新 しい デ ー タ バ ン ク ・ソ フ トウ ェ アの開 発 に あ た っ て,次 の よ うな シス テ ムが援 助 の

対 象 とな る。 す な わ ち,経 済 性 の あ る もの,デ ー タバ ンク 間 の連 結 を可 能 に す る もの,デ ー タの 機

密 ろ うえ い に対 し て プ ロ グ ラム 技 術 的 に予 防措 置 を と る こ とが で き る シス テ ム な どで あ る。 これ ら
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の 開 発 の 過 程 で,効 率 の 良 い小 型計 算 機(場 合に よ っ ては それ を連結 し て)に よ る置換 の 可 能性 も

試 め され る。

行 政 機 関 や 企 業 に お け る作業 の領 域 を決 め た り意 思 決 定 を す る段 階 で,情 報 を拡 張 した り,ま と

めた りす る こ とに よ って プ ラ ンニ ン グ,処 理,意 思 決 定 に 役立 つ手 段 を提 供 し,処 理 の 方 法 に つ い

て提 案 を し,訓 練 を 必 要 と しな い よ うな情 報 シ ステ ム の開 発 も促 進 され る。

この よ うな要 請 に答 え る情 報 シ ステ ム を合 理 的 に 開 発 す る た めに は,広 範 囲 の 技 術 的 な知 識

と機 械 が 必 要 と され る訳 で あ るが,現 在 それ だ けの もの は 十 分揃 っ てい る。従 っ て,コ ン ピ ュ

ー タに 基 く情 報 お よ び通 信 シ ステ ムや ソフ トウ
ェア技 術 の プ ラ ン,作 成,記 述,分 析 の た めの

総 合 的 な方 法,装 置,原 則 を今 まで の経験 の積 み 重 ね を十 分 に 生 かす こ とに よ っ て創 造 し てい

か な けれ ば な らない 。

情 報 シ ス テ ムを 開発 す る際 に,コ ミュニ ケ ー シ ョン とテ キ ス ト処理 の新 しい可 能 性 を 考 えて

い くべ きで あ る。 それ に よ っ て,職 場 に お け るデ ー タ処理 の 合 理化 の可 能 性 が開 け るだ ろ う
。

標 準 化 され た ソ フ トウ ェ ア要 素 か ら構 成 され,個 々の ユ ーザ ーの問 題 を解 決 し て くれ るよ う

な適 用範 囲 の 広 い ソフ トウ ェ アの開 発 は,特 に 中 小 企 業 に と って役 立 つ だ ろ う。

広 範 囲 の 開発 を必 要 とす る アプ リケー シ ョン分 野 に関 す るユ ーザ ー団 体 の 共 同 作業 で は,必 要 と

され る ソ フ トウ ェア要素 に つい ての枠 組 み を決 め,そ れ を実 現 し てい か な け れ ば な らな い 。分 析 と

開 発 の 中心 は,完 成 以前 の要 素 か ら個 々の プ ロ グラ ム を作 成 し,総 合 す るた め の方 策 と,技 術 的,

組 織 的 な デ ー タ処理 アプ リケ ー シ ョン であ る。 それ に よ って,中 小 企業 が よ り複 雑 な デ ー タ処 理 ア

プ リケ ー シ ョ ンへ 移 行 す る ことの 可能 性 が 試 め され る こ とに な る。

第 二 次情 報 処 理 計 画の 経験 に基 い て,特 別 な デ モ ン ス トレー シ ョン ・プ ロジ ェク トと パ イ ロ ッ ト

プ ロ ジ ェク トが 発 足 す る 。ま た,第 二次情 報 処理 計 画 に ょ って始 め られ ,続 行 され る住 民 お よ び土

地 制度 の 自動 化 に 関 す る共 同 プロ ジ ェク トも助 成 され る 。 この よ うな行 政 関 係 の プ ロ ジ ェ ク トの他

に,地 方 自治 体 や地 域,州 の プ ラ ンニ ングの領 域 で す で に促 進 さ れ てい る研 究 に 基 い て ,計 画 行 政

の た め の情 報/意 思 決 定 システ ム もデ モ ン ス トレー シ ョンお よ び パ イ ロ ッ ト ・プ ロ ジ ェ ク トと して

促 進 され る。

特 に,行 政 機 関 に お け る情 報/意 思 決 定 シス テ ム の場 合,デ ー タの機 密 保 護 とプ ラ イバ シ ーの 保

護 に対 す る要 請 が 高 ま っ てい る現在,こ れ ま では 機 能 的 に 分 類 され てい た デ ー タ を総 合的 な情 報 シ

ス テ ムに ま とめ て蓄積 し た りあ るい は,遠 隔 デ ー タ処 理 装 置 に ょ って空 間 的 に分 散 させ た情 報 シ ス

テ ムを 設 置 す る こ との 技 術 的 な 可能 性 が 重 要 な意 味 を 持 つ こ とに な った 。従 って,デ ー タの 機 密 保

護 な い し プ ラ イ バ シー保 護 の観 点 に 立 って開発 され るべ き情 報/意 思 決 定 システ ムの付 随研 究 も助
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成 され るこ とに な る。 この よ うな研 究 に ょ って,プ ラ イバ シー保 護 と統 合化 の 間 で,一 方 で は 当局

に 適 し た意 思 決 定 を行 な い や す くし,ま た 一方 で は プ ロ グ ラム開 発 の際 に デ ー タの機 密 保 護 の た め

の必 要 条 件 を考 慮 に 入 れ よ う とす る ことか ら,両 者 間 に衝突 が起 こ るか もしれ な い 。

今 まで の開 発 努 力 に ょ って,利 用 者 側 の 企 業 や行 政 機 関 内 の 多様 な分 野 に情 報/意 思 決 定 シ ステ

ム を適 用 す る ことは 非 常 に 問 題 の多 い こ とで あ る こ とが 証 明 され て い る。組 織 的 な統 一 に つ い て の

問 題 を解 決 す る ため に は,情 報/意 思 決 定 シス テ ムの 開 発 の 際 に組 織 的 な関 連領 域 の研 究 を促 進 す

る必 要 が あ る 。 その 結 果,組 織 の実情 に ょ くあ った シス テ ム をっ くるこ とが で き るだ ろ う。

ユ ーザ ーの 情 報 の 内 容 や 意思 決 定 の や り方 に関 す る研 究 も大 い に促進 され るべ きであ る。この

よ うな研 究 に よ っ てユ ー ザ ーの好 む情 報/処 理/意 思 決 定 シス テ ムの形 を知 る こ とが で き る。

さ らに,問 題 に ふ さ わ しい,ユ ー ザ ーの 望 む通 信 周辺 装 置 の 開 発 も促進 され る。会 話 言語 の ほ

か に も,例 えば情 報 の 入 手,分 類,記 述 の 方 法 と処 置 な どが それ に付 随 す る。

情 報 お よ び ドキ ュメ ンテー シ ョン促 進 に 関 す る連 邦 政 府 の プ ロ グ ラ ム(IuDプ ロ グ ラム)の 中

では,主 にIuD領 域(情 報 お よび ドキ ュメ ンテ ー シ ョンの領 域)に とっ て意 味 の あ る,機 械 的 な

処 理 の導 入の た めの 研 究 と開 発計 画が 助 成 され る。(特 に イ ンデ ッ ク ス,文 献,言 語分 析,言 語 の

翻 訳 な どの機 械 化,特 殊 な デ ー タ ・バ ン ク/検 索 シス テ ム)

プ ロ ジ ェ ク ト代 表 者:数 理 計 画 研 究 所(GesellschaftfUrMathematikundDatenver-

rbeitungmbH)1郵 便 私 書 箱12405205St.Augustin1

5.3健 康 管理

5.3.1開 発 の 現 状

昨 年 は健 康 管理 分 野 に お け るデ ー タ処理 の 利 用 が か な り目立 ってい た 。 この よ うな デ ー タ処理 ア

プ リケー シ ョ ンの 大部 分 は,公 衆 衛 生 の 管理 と組 織 の分 野 に関 係 してい る。 この分 野 で は,関 連 施

設(例 えば病 院,医 院,健 康 保 険 組 合,薬 局)に お い て,患 者 の カ ル テが支 払 い デ ー タを規 定 の 形

式 に従 っ て記 入 し,後 に パ ンチ ・カ ー ドや そ の 他 の デ ー タ記 録 媒 体 に 転写 し,中 央 の計 算 セ ン ター

で(例 えば,保 健 医 の協 会,自 治 体 の 計 算 セ ンタ ーや各 州 の デ ー タ ・セ ンター な ど)処 理 され る。

利 用 の 目的(例 えば,精 算,統 計,報 告 な ど)に よ って,各 種 の プ ロ グ ラム ・シ ス テム は,あ る も

のは特 定 の計 算 セ ン タ ーで 利用 され るこ と もあれ ば,ま た あ る もの は 一般 的 に 各種 の デー タ処 理 装

置 あ るい は様 々なユ ーザ ー団体 の た めに 適 用 す る こ と もで き る。 医療 分 野 に お け る管理 目的 で利 用

され る標準 化 され た汎 用性 の あ るプ ロ グ ラム ・シ ステ ムは,ソ フ トウ ェア会 社,各 州 の 計算 セ ン タ

ー ,教 会 団体 な ど各 方 面 で 盛 ん に使 われ てい る。
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連 邦 政 府 の 第 二次情 報 処理 計 画 に よ って,こ れ らの 分 野 の作 業 は促進 され た 。公 衆衛 生 担 当の 州

の最 高 主 務 官 庁 との共 同 作 業 に よ って,病 院 内 の集 中 的 な 自動 記 帳 や運 営関 係 の プ ロ グ ラム ・シス

テ ムが 開 発 され た 。 こ の こ とは,病 院 の 経済 的援助 と助 成 規 定 に関 す る法 の 施行 に貢 献 す る もので

あ る。 この プ ロ グ ラム ・シ ス テ ムは部 分 的 に は完 成 して お り,2～3の 病 院 で 実験 的 に使 われ て い

る 。 デ ィス プ レイ ・ユ ニ ッ トを使 って 出 力 デー タの 表示 を行 な ってい る と とろ もあ る。 それ に よ っ

て,会 話 の間 に 出 力 デー タを チ ェ ックす る こ とが で き る上 に,端 末 局か ら直 接 中 央 に ス トアされ て

い る デー タを引 き出 す こ と もで きるの で あ る 。

病 院 専 用 の デ ー タ処 理 装 置 に よ る病 院情 報 シス テ ムの設 置 は,ご くわず か な病 院 に 限 られ る。

医療 アプ リケ ー シ ョ ン向 けの 大 型 デー タ処理 装 置 を設 置 して研 究 を進 め て い る2～3の 大学 付 属

病 院 が この 分 野 の 開発 の イ ニ シ ャテ ィブを と って い る。一般 の病 院 の 場 合,専 用 の デ ー タ処理 装 置

を 自由 に 使 え る と ころ は ほ とん どな い 。開 発 作 業 は,第 二 次情 報処 理 計 画 に よ っ て助 成 され た特 に

ヘ ル フ ォー ド(Herford),ク ル ムバ ッハ(Kulmbach),メ ー ルス(Moers)の 病 院 で行 な わ

れ て い る 。 これ らの病 院 で は,デ ー タ処 理 に 基い た病 院情 報 シ ステ ムの た め の 各 種 プ ラ ンお よ び 問

題解 決 の モ デル が開 発 され て お り,そ の 中 の い くつ かの サ ブ シ ステ ム(例 えば,デ ィ ス プ レ イや 医

療 ドキ ュメ ン テ ー シ ョンに ょ る患 者 の記 録,経 営状 態 の把 握,決 済 や情 報 システ ムに お け る医 療 化

学 的 な実 験 的 所 見 と レ ン トゲ ン所 見の 統 合)は 実験 段 階 に あ る 。 これ ま で の努 力 は か な り報 い ち れ

て い る。 しか しなが ら,特 に デ ー タ処理 に よ る問題 解 決 を現 存 の組 織 や個 人的 な 分 野 に 適 用 す る場

合,今 な お大 きな問 題 が 残 って い る。(一 部 に は,心 理 的 な 障害 を取 り除 い て い か な け れ ばな らな

い し,訓 練 も集 中 的 に 行 なわ れ る必 要 が あ る。)こ れ に 特 に 管理 分 野 に お け る(例 え ば,医 療 一化

学 実験 室 にお い て)合 理 化 へ の 努 力 が必 要 で あ る こ とを示 し てい る。 その 結 果,デ ー タ処理 を 導 入

す る こと に ょ って,デ ー タ と情 報 の 標準 化 と質 の 改良 が進 み,情 報伝 達 が 改 良 され,機 能 的 な 関 係

が よ り明 確 化 され,問 題 が よ り明確 に,合 理 的 に 認識 され る こ とに な るだ ろ う。 この こ とは,公 衆

衛 生 分 野 に お け る組 織 と機能 を よ り良 くす る上 で重 要 な要 素 で あ る。

特 殊 な 医療 機 器 を使 う医学 分 野,特 に 実 験 医学,人 体 機能 の 診 断(特 に 心 電 図)や 核 医学 分 野 に

お け るデ ー タ処理 ア プ リケー シ ョンは最 も進 歩 してい る。 この分 野 で は,す で に特 定 の 問題 解 決 の

た め に デ ー タ処理 を 自由 に使 い こな して い る。 シス テ ム全体 と しては例 え ば実 験 室 の 自動 化 や心 電

図 ア プ リケー シ ョ ン(EKG-Answertung)ま た部 分 的 に は検 査 の確 認,エ ン チ ー ム診断,ガ ン

マ ・カ メ ラの ア プ リケ ー シ ョン と して利 用 され,様 々な場所 で そ の効果 が 認 め られ てい る。 この よ

うな シス テム に よ って,医 療 一化 学 実 験 室 に おい て 目 ざ ま しい 合理 化が 達 成 され,(個 人 負 担 を か

な り少 な く して も相 当の 成 果 を上 げ る こ とが で き るよ うに な っ た 。)特 に情 報 の綿 密 性 と確 実性 が

増 し ・医 師が 必 要 とす る情 報 が 本 質 的 に 改 良 され る こ とに な った 。 この よ うな進 歩 は,第 二 次情 報

処理 計 画 の助 成 に よ る と こ ろが 大 きい 。 この 援助 に よ って,病 院 にお け る医 療 一化 学 実 験 室 の 自動

化 の た め の デ ー タ処 理 シス テ ムが 開 発 され,そ の効 果 が確 証 され た。 ま た同 シス テ ム は 他 の病 院 の
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ルー チ ンに も適用 す る こ とが で き る。 さ らに,特 殊 な 医学 分 野 に お け る核 医学 の 診 断,心 電 図,脳

波,筋 電 図 に よ る診 断 や 診 断 上 の計 算 法 や標準 化 され た デ ー タ の入 手 や 監 視 な どの領 域 の 研 究,開

発 作業 も促進 され た。 そ れ に よ っ て,医 学分 野 に デー タ処 理 を導 入 す る際 に 起 る様 々な 問題 は,市

場 の 利害 に 左 右 され る こ とな く処理 され,価 値 の あ る問題 解 決 の ため の プ ラ ンを開 発 す る ことが で

きた の で あ る。 以 上 述 べ て きた こ とは,医 学 分 野 に きわ め て効 果 的 な デ ー タ処 理 を導 入 す る上 の,

基 本 的 な条 件 で あ る 。

5.3.2目 標

将 来 の援助 の 目標 は,デ ー タ処 理 に よ って住 民 の健 康 管理 を改 良 し,さ らに進 歩 させ る ことに あ

る 。

それ には 次 の よ うな 目標 を達 成 し な けれ ば な らな い。

1.よ り広 い層 の 住 民 の健 康 管 理 を質 的 量 的 に改 善 す るた め,デ ー タ処 理 に よ って現 在 の 医療 方 法

と処 置 を改 良 し,さ らに新 し い開 発 を行 な う。 その 際,標 準 化 され た 診察(ス ク リー ニ ン グ),

予 防健 診,予 防処 置,リ ハ ビ リテ ー シ ョンな ど,デ ー タ処理 を導 入 す る こ とに よ って よ り効果 の

発 揮 され る領 域 に重 点 が置 か れ る。

2,作 業 を機 能 別 に分 け る こ とに ょ って,公 衆 衛生 関 係 の 仕 事 に従 事 し てい る人 員 の負 担 を軽 くす

る。機 械 的 なル ー チ ン作業 は さ らに デ ー タ処理 に よ って 自動 化 され,人 員 を質 的 に レベル の 高 い

作 業 に ふ りわ け る こ とが で き る。 す な わ ち,診 察 や治 療 に伴 な う単 純 作 業 は 医 師 以外 の 人 員 が 行

な うこ とに よ って,医 師 は それ だ け多 く直接 患 者 に 接 す る時 間 を持 つ ことが で き,医 師 と しての

本 来 の 仕 事 に専 念 す る こ とが で き る 。

3.現 在 お よび将 来 の健 康 管理 の構 造 を顧慮 した プ ラ ンニ ン グ と意 思 決 定 を行 な うた め に,公 衆 衛

生関 係 の 各 施 設 内 ま たは 各 施 設 間 の情 報 を 収 集 し結 合 す る。 そ の た め に は先 ず,次 の 目的 を達 し

な け れ ば な らな い 。

一 ドキ ュ メ ンテ ー シ ョンと所 見 の 伝 達 を改良 す る。

一診 察 と治 療 処 置 の 改 良 と促進
。

一治 療効 果 の 監 視 を改 良 す る
。

一病 院 や 公 衆衛 生 施 設 の管 理 運 営 を改 良 し合 理 化 す る
。

一保 健 施 設 の経 済 的 な収 益 を上 げ る。

一公 衆 衛 生 施 設 内部 の,又 は施 設 問 の 機能 の 充 実 をは か る。

4.健 康 管理 の 全 シ ス テ ムに お け る医学 的 な措 置の 効 果 を高 め最 適 化 す る 。 デ ー タ処 理 に よ って,

ば らば らに 行 な わ れ て い た 診 察 お よ び治 療 法 を調 整 し て,医 師 や患 者 に と ってで き るだ け 有効 な

もの と し,健 康 管 理 の シス テ ム全 体 の コ ス トを上 げ る こ とな く公 衆衛 生 の向 上 を促 進 す る。

㎏
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公 衆 衛 生分 野 へ の デー タ処理 の導 入に伴 な う経済 的 な 問題 に関 す るプ ラ ンニ ン グ と その コ ン ト

ロー ル を行 な う上 で 前提 条 件 とな る コス ト/効 果 の 開 発 は優 先 的 に 行 な わ な け れ ば な らな い
。

5.3.3援 助

これ か らは,す で に 獲 得 され た知 識 に 基 い た改 革 を促 進 し,こ れ ま で に扱 われ なか っ た各 領

域 間 の 空 白 の部 分 を埋 め てい か な けれ ば な らな い 。 さ らに デー タ処 理 アプ リケ ー シ ョンの 社 会

的 効果 も考慮 され な けれ ば な らな い 。従 プ て,特 に重 要 と思 われ る促進 プ ロ ジ ェ ク トの 場 合 ,

社 会 科 学 的 な付 随研 究 を行 な い,そ の 中 で例 え ば,職 場 の構 造 的 な 変 化 や医 師 と患者 の 関 係 ,

コス トの 問 題 な どの 社 会 的 な効 果 に つ い て 考 え てい く。

次に示す領域における開発促進作業と精選されたモデル計画に対して援助が与えられ る。

一医 学 関 係 の 部分 的 な領 域 内 の デー タ処 理 ア プ リケ ー シ ョン

o診 察 お よ び治 療 法 の改 善(例 え ば,レ ン トゲ ン診察 ,心 臓 学,が ん治 療,精 神科 患 者 の 診 療 な ど

の分 野)

o公 衆 衛 生 分 野 に お い てす で に開 発 され た デ ー タ処 理 方 法 を応 用 す る こ とが で きる よ うに す る
。

(例 えば,病 院 管 理 シス テ ム,実 験 室 シス テ ム,そ の 他 の診 察 シス テ ム)

Oデ ー タ処理 に 基 く問 題 解 決 法 の 導 入 を促 す ため に ,医 学 的 な デ ー タ処 置(組 織 的 な処 置 も含 まれ

る)の 標 準 化 と客観 化 が促 進 され る。例 えば;所 見記 入 の 標 準 化,診 察 方法 の客 観 化 ,実 験 室 や

各種 医療 機 器 を 利用 した 処 置 の 標準 化 な ど。

○公 衆 衛生 分 野 に デ ー タ処理 を導 入 す るこ と と個 人 的 ,心 理 的,社 会 的 な 関係 を調 査 し,有 害 な 副

作用 を避 け て,望 ま しい成 果 を強 化 して い く。

一公 衆衛 生 分 野 の 内 部 的 な 問題 の た めの チー タ処 理 アプ リ ケー シ
ョ ン

o多 様 な構 成 の 総 合病 院 の た め の 経 済性 の あ る病 院情 報 シ ス テ ムの適 用 範 囲 の 広 い モ デル を開 発 す

る 。

O開 業 医向 け の 経済 的 な デ ー タ処理 導 入の ため の モ デル を開 発 し
,健 康 管理 の 全領 域 に お け るデ ー

タ処理 の意 味 を研 究 す る。'

o公 共 の保 健 サ ー ビ スや企 業 な どの相 談 医 の た め の デ ー タ処理 モ デ ル ・シ ステ ム を開 発 し
,医 院 や

病 院 の 日常 の 業 務 を補 充 す る桂 会 的 な医療 サ ー ビ スの抱 え る問題 を解 決 す る 。

o公 衆 衛 生 関 係 の 各 種 施 設 に お け る管 理 的 ,組 織 的 な 問題 解 決 の ため に,適 用 範 囲 の 広 い プ ロ グ ラ

ム ・シス テ ム を さ らに 開 発 し ,試 験 して い く。
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一公 衆 衛 生 の運 営的 な問 題解 決 の た めの チ ー タ処 理 ア プ リケ ー シ ョ ン

ODOMINIGプ ロ ジ ェク トを 継 続 す る 。

o中 央 の 医学 情 報 シ ステ ムの た め の モ デ ル を作 る。

○医 療 サ ー ビス運 営の ため の デ ー タ処理 を各 種 機 関 に 導 入 す る実験 的 な 研 究 を行 な う。

o法 的 な公 衆 衛 生分 野 の た めの 総 合 的 な デ ー タ処 理 に ょ るデ モ ンス トレー シ ョ ン ・モ デ ルを実 験 す

る。

O健 康 管 理 の分 野 一 特 に予 防 と リハ ビ リテ ー シ ョ ンを考慮 して 一 に おい ては,デ ー タの標 準 化

や患 者 の カル テの整 理 に デー タ処 理 を適 用 し た り,症 状 の経 過 に 関 す る ドキ ュメ ンテー シ ョンや

監 視,コ ン トロー ル に デ ー タ処 理 の 方 法 を適 用 す る ため の モ デル を作 り,実 験 す る。

o地 域 内 お よび地 域 を超 え た公 衆 衛 生 の プ ラ ンニ ン グとそ の最 も効 果 的 な実 施 の た め に デ ー タ処 理

の導 入の 可 能性 を研 究 し,実 際 に 試 め し て み る。

o医 学 的 な 救 済 処 置 を 改良 す る た め の デ ー タ処 理 導 入の 可 能性 を研 究 し,実 験 す る。

○任 意 に抽 出 した地 域 に お け る各 種 の 医 学 的 措 置 と構 成 が 有 効 な もので あ るか ど うか に 関 す る調 査

を デ ー タ処 理 を使 って行 な う。

プ ロ ジ ェ ク ト代 表 者:放 射 線/環 境 研 究 協 会(GesellschaftforStrahlenundUmwelt

forschuing)

IngolstadterLandstrape18042Neuherbezg

5.4教 育 制度

自覚 的 な 市民 の成 人 お よび社 会 問 題 に 対 す る要 求 の ほ とん どは教 育 の 質 と 制度 の 向 上 に 集 中 して

お り,そ の た め に,自 然科 学 お よ び技 術 的 な知 識 を徹 底 的 に駆 使 す る こ と を望 んで い る。 その 際,

職 業 教 育 の 内 容 が か な り流 動 的 で あ る こと,被 教 育 者 の転 職 の可 能 性 とい う2つ の 要 素 を考 慮 に 入

れ な け れば な らな い 。 そ の こ とか ら,教 育 制 度 は従 来 の教 師個 人に 頼 る伝統 的 な方 法 か ら脱 皮 して

更 に 集 約 的 な 方 法 を発 展 させ な けれ ば な ら ない 。 この 場 合,職 業学 校 と同 様,一 般 的 な学 校 に お い

て も,そ れ に 続 く第 三,第 四の 教 育 分 野に お い て も,技 術 的 な メ デ ィ アに ょ る教 育 が今 後 ます ます

重 要 な 役割 を果 たす こ とに な るだろ う。 こ こで は,情 報 の 処 理 お よ び情 報 の提 示 の手 段 として 特 に

デ ー タ処理 に 基い た改 革 が必 要 と され て い る。

5.4.1開 発 の 現 状

西独 に お い て は,1960年 代 末 ま で は 指 導,教 育行 政,教 育 プ ラ ンニ ングの分 野 でEDPは 実 用 化
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され て い なか った 。 この 年 以降,種 々の デ ー タ処理 ア プ リケ ー シ ョンが 明確 な 目 標設 定 の 可能 な 産

業 界 や 技 術 分 野 で 行 なわ れ るよ うに な った 。1973年 の場 合,西 独 の教育 分 野 の 支 出 は450億DMと

思 われ るが,こ の うち,教 育分 野 に お け るデ ー タ処理 アプ リケ ー シ ・ンの研 究 開 発 お よ び モ デ ル作

成 の た め の年 間支 出 は 約2000万 ～4000万DMで,そ の割 合 は0.05～0.1%に も満 た な い もの で あ

った 。 この 資 金 は各 州 が フ ォル ク ス ワ ーゲ ン財 団(Volkswagenwerk)と 提 携(第 二 次情 報 処 理 計

画,モ デ ル実 験 計 画)し て,供 給 し た もの で あ る 。 これ に よ っ で,デ ー タ処理 は 経 営 管理 分 野 と同

じよ うに学 習,指 導,実 験 の分 野 に おい て も効 果 を発 揮 し う る とい うこ とが証 明 され た 。

第 二次情 報 処 理 計 画 の 一環 で あ る 「教 育分 野の デ ー タ処理 」 プ ロ ジェ ク トに対 す る助 成 金は1971

年 か ら1975年 ま で,通 算 約5300万DMで あ った 。

1971年 か ら1975年 の間 に 問題 解 決 の た め の開 発 が進 み,実 験 が行 な われ,そ の 成 果 が 実 っ

た。先 ず,コ ン ピ ュー タに よ る学 習 者 の 応 答 デ ー タの処 理 の た めの プ ロ グ ラム ・シス テ ムを 外

国 か ら輸 入 し,そ れ を さ らに開 発 した り,全 く新 たに開発す る こと に よ って,コ ン ピ ュー タ援 用

学 習(CAI)に 必 要 な技 術 を産 み出 す こ と に成 功 したの で あ る。 ソ フ トウ ェ アを供 給 し,超

地 域 的 な研 究 プ ロ グ ラムの 開 発 に よ っ て,質 的 に 国際 的 レベ ルに 達す る こ とが で き たの で あ る。

現 在 で は単 科 大 学 や職 業教 育 お よび普 通科 中 学,高 校(Gymnasium)で,そ れ ぞ れ 約700名 の

学 生,2000名 の職 業 教育 受 講者,1000名 の 生 徒 に 約700の 指 導 プ ログ ラム の指 導 プ ラ ンに 従 って

約300の 端末 局 が 提 供 され て い る。学 習者 が 一人 で コ ン ピ ュー タ との 会 話 に ょ って教 材 を学 ぶ ケ ー

スが 目立 って多 くな った 。 自然 科 学,数 学,技 術,経 済学 な どの分 野 に お い て も,コ ン ピ ュー タを

教 育 の 現 場 に 導 入 す る こ とは重 要 な新 しい課 題 とな っ てい る。

この分 野 で もさ らに 多 くの活 動 が開 始 され,実 質 的 か つ集 約 的 な援助 が な され て お り,こ れ に よ

っ てす で に各 種 の教 育分 野 を貫 徹 す る最 初 の教 育 情 報 システ ムが 完 成 し た 。1年 に2回 開 催 され る

コ ン ピュ ー タ援用 学 習研 究 会(ArbeitskreisesComputeruntersttitzterUntetricht

-ACU)の 会 合 参加 者 は1971年 の35人 か ら1974年 に は250名 に増 え
,コ ン ピ ュー タ援 用 学 習

(CAI)を 実 施 してい る単 科 大 学 は,1970年 の1校 か ら今 年 は8校 に 増 え てい る。

時 間割,学 習者 に対 す る テ ス トの 利 用 や学 習 者 の デ ー タの た め の ソフ トウ ェ ア ・パ ッケ ー ジが 開

発 され,各 種 計 算 機 で処 理 され 実 用 化 され た 。

各 州の 文 部 省 が 共 通 し て抱 い て い る分 業 構 想 の 中 に デー タお よ び アプ リケ ー シ ョ ン ・プ ロ グ ラ ム

が 含 ま れ そ い る。 これ らは連邦 的 な シス テ ムに お け る自由 な協 力に基 い た教 育情 報 装 置 や プ ラ ン ニ

ン グ装 置 の開 発 の 基 礎 をつ くる こ とに な る だ ろ う。

◆

第 二 次情 報処 理 計 画 に よ って 実 施 され た研 究 開 発 計 画 は,実 質的 に は 教 育分 野 に お け る広 範

囲 な デー タ処 理 の 導 入 に 必 要 な科 学 的,技 術 的 な 要 素 を つ く り出 す こ とに 貢献 した 。 第 二 次情
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報処 理 計 画 の 主要 促 進 目標 で あ っ たテ ク ノ ロ ジー の開 発 は これ に よ って達 成 され た の で あ る。

5.4.2目 標

教 育 分 野 に お け る デー タ処 理 導 入 の 効果 と適 用 の 可能 性 は教 育 テ ク ノ ロ ジ ーを駆 使 す る こ とに ょ

っ て さ らに 拡 大 され な けれ ば な らな い。 そ れ に加 えて,教 育 テ クノ ロ ジー の要 素 と して の デ ータ処

理 は,主 要 な 各領 域 で さ らに 開 発 され るべ きで あ る。

5.4.3助 成 策

教 育 分 野 に お け る デ ー タ処 理 ア プ リケ ー シ ョンの た め の改 良 され た ハ ー ドウ ェ ア/ソ フ トウ ェ ア

シス テ ムに よ っ て遂 行 され る研 究 開発 に援 助 が 与 え られ る。

一 ハ ー ドウ ェアお よび ソ フ トウ ェアの 標準 化 と最 適 化 。

一情 報 処 理 機 能 を もっ 自動 端 末 局 の 開 発 。

一指 導 弔情 報 シ ステ ムの た め の ソ フ トウ ェアの 適 用 と開発
。

一指 導 用人 対 マ シ ン ・コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの ため の ハ ー ドウ ェ ア と ソ フ トウ ェ アの 開 発 。

以 上 の 作 業 を行 な うハ ー ドウ ェ ア ・メ ー カ ーお よび これ らの メ ーカー に協 力 す る機 関 に対 して援

助 が 与 え られ る。'

BMFT1976は,デ ー タ処理 アプ リケ ー シ ョンの 実 弔的 な 導 入 を 目 ざ して 目 下進 行 中 の開発 、

実験 作 業 の 大部 分 を,今 後 もひ き続 き援助 して い くこ とに な る。 その た め に必 要 な条 件 が 与 え

られ る限 り,こ の計 画 は 今 後 実験 モ デル プ ロ グ ラムの 範 囲 内 でBMBWに よ って,あ るい は各

州 の特 別 な協 定 に基 い て促 進 され る こ とに な る だ ろ う。

、

ア

研 究 技 術 省(BundesministerflirForschungundTechnologie)の プ ロ ジ ェ ク ト

代 表:客 観 的 学 習 指 導 の た め の 研 究 開 発 セ ン タ ー(Forschungs-undEntwiclungsze-

ntrumflirobjektivierteLehr-undLernverfahren(FEoLL)GmbH

郵 便 私 書 箱467

4790Paderborn

●

5.5技 術 革 新

大 資 源 に恵 まれ な い産 業 先 進 国 で あ る わが 国に と っ て,産 業界 の 生産 力 とそ の生 産 物 が 唯 一 の 大

きな支 え で あ る。 賃 金 の安 い 国 々や米 国 や 日本 の よ うな テ ク ノ ロ ジーの 高度 に発 達 した 国 々 との 競
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合 に た ち うちす るた め に は先 ず,な に よ りも経 済 と産 業 構 造 の 近代 化 を は か る連 邦 政 府 の積 極 的 な

テ ク ノロ ジー政 策 を推 進 し てい か な け れ ば な らない 。 それ に よ っ ての み,西 独 は 先進 的 な産 業 国 の

一 つ に数 え られ
,国 民 に 対 して良 い職 場 を確 実 に提 供 す る チ ャン スを つ か む こ とが で き るの で あ る。

第 三 次情 報 処理 計 画 で 実施 され る特 別 な研 究 開発 計 画 は,以 上 の 目 標 に貢 献 す る もの で あ る。 こ

の他 に も,研 究 お よ び テ ク ノ ロ ジ ー相 の専 門 分 野 に ょ っ て援助 され る研 究 開 発 計 画 が 含 まれ て い る。

,

●

5.5.1開 発 の 現 状

特 に 開発,組 織,製 造,製 品 な どの 領域 に お け る産 業 の 近代 化 の 可 能 性 は,今 日で もな お残 され

てい るの で あ る。 こ の こ とは,次 に示 す 機 械 製造 分 野 の例 に よ って証 明 す る こ とが で き る。

一製 品 の 生産 費 全 体 に対 す る設 計 費 は わ ず か10%に す ぎな い の だが
,生 産 費 の70%は 設 計 の段 階で

決 め られ て し ま う。Xl

－設計 者 は
,労 働 時 間 の60%を 製 造 の た め の基 礎 の 仕 上 げ と詳 細 な記 述 に,30%を 製 品 の 企 画 と製

品設 計 に 費 し,残 りの わず か10%で 一 番肝 心 な具体 的 な設 計 の プ ラ ン ニ ン グを行 な っ てい る ㌻2

一仕 上 げ処 置 に 費 され る時間 は全 体 の6%に す ぎな い
。 これ は デ ー タ処理 の 導 入 に よ っ て70%に 高

め る ことが で き る。x3

一製品 の 完成 に要 す る時 間 の うち
,部 品 一 っの 仕 上 げに 費 され る時 間 は わ ず か5%で,残 りめ 時 間

は運 送 期 間,待 機 期 間 で あ る。ee3

一産 業 の 製造 部門 に 自動 デ ー タ処 理 シス テ ムを 導 入 す る こ とに ょ
って生 産 体 制 を 強 化 す る可 能 性 は

まだ 研 究 され つ く して い な い 。

特 に,公 共 の 近 距 離 輸 送 や土 木 建 築 分 野 の 能 率 の向 上 と合理 化,燃 料,ガ ス、 水 に対 す る配 給 方

法 や課 税 方法 の改 善 に関 す る公 共 の 要 求 が 強 い 。

この よ うな条 件 の もと で,技 術 分 野 に デ ータ処 理 を導 入 す る こ とは大 きな 意 味 を持 つ 。 この場 合,

一般 的 に 次 の2つ の領 域 に分 け られ る
。

一計 算 機 を利 用 し た開 発
,組 み 立 て,仕 上 げx1次 の2つ の 点 が重 要 で あ る。

o開 発 技 師 お よび 設 計 者 の 一手 段 と し て デー タ処 理 を適 用 す る こと に よ って ,さ らに短 い開 発

期 間 で よ り良 い製 品 を開 発 す る こ とが で き る。

ee1～3)の 出 典 は オ リ ジ ナ ルP .85の 下 欄 を 参 照 の こ と 。

ee1)こ の よ う な 複 合 的 な 適 用 はCAD/CAMに ょ っ て 可 能 で あ る 。

CAD-ComputerAidedDesign(コ ン ピ ュ ー タ ・エ イ デ ィ ッ ド ・デ ザ イ ン)

CAM=ComputerAidedManufacturing(コ ン ピ ュ ー タ ・エ イ デ ィ ッ ド ・ マ ニ ュ フ ァ ク

チ ャ リ ン グ)
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O作 業計 画,作 業 準備,完 成 計 画,完 成 まで の よ り良 い 工 程 を 考 え るた め の モ ン ター ジュに デ

ー タ処理 を適 用す る
。

一ーデ ー タ処 理 装 置 に よ る工 程 の コ ン トロー ル(PDV)次 の2点 が重 要 で あ る。

O技 術 的 工程 を よ り有 効 に 正 確 に 自動 操 作 す るこ とに よ って,サ ー ビ スや生 産 に よ り良 い成 果

を もた らす デ ー タ処 理 の 導 入 。

o適 切 な デ ー タ処 理 シス テ ム の働 きに よ っ て,製 品 の質 の 向 上 をは か る。

デー タ処理 を で き るだ け有 効 に製 品 の 生 産 過 程 全体 に適 用す る こ とが で きれ ば,国 民 経 済 的 な観

点 か ら も大 きな意 味 を もっ こ とに な る 。

図2西 独における国内総生産に対する各産業分野別生産高の割合

(総 生産高:8350億DM,1972年)
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出 典:統 計 年 鑑1975512頁(StatistischesJahrbuch)
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一製品 の質 の 向 上

一製品 の料 金(コ ス トパ ー フ ォー マ ンス)に 対 す る実 質 の 改 良

一よ り良 い製 品 を生 み出 す改 良 期 間 の短 縮

を 適切 な デ ー タ処理 を導 入 す る こ とに よ って初 め て実 現 で き るの で あ る。

図2に よ っ て わか る よ うに,国 内 総 生産 高 の 約60%は 技 術 分 野 が 占 め て い る 。この こ とは,援 助

の対 象 と な る分 野 が それ に ふ さ わ しい こ とを示 す もので あ る。

技 術 面 に お け る デ ー タ処 理 ア プ リケ ー シ ョンの レベル は各 分 野 に ょ っ て異 な り,企 業 の規 模 に も

影 響 され る。

建 築,電 子 技 術,化 学,船 舶 分 野 の数 社 の大 規 模 な企 業 で は,CAD/CAMを 計 算,デ ー タ処

理,製 造 の 管理 に利 用 して い る。 この よ うな企 業 は,商 業 的,技 術 的 な 問題 解 決 に適 し た ハ ー ドウ

ェアを 大 い に利 用 し てい る。

建 築,一 般 的 な機 械,工 作機 械,化 学 機 器 お よび精 密 機 械 な どの比 較 的 小規 模 な企 業 の場 合,デ

ー タ処理 は設 計 や製 作 の分 野 で わ ず か に使 われ て い るに す ぎな い
。 た だ 時折,か な り制 限 され た 小

さな問 題解 決(例 え ば,統 計 計 算 な ど)に 関連 して デー タ処 理 が 利 用 され る ことが あ る程 度 で あ るご

設計 お よ び製 造 分 野 で,進 歩的 な コ ン ピ ュー タ利 用 を 行 な って い る の は,車 輌 関 係 の産 業 で あ る。

草 案,設 計,基 礎 部 分 の製 造 段 階 で は,作 業 の10%は コ ン ピ ュー タに よ って行 な われ て お り,『生 産

計 画 や そ の管 理 の領 域 で は コ ン ピ ュー タの 利 用 は10%を 上 回 って い るL

プ ロ グ ラムの 供 給 は全 体 的 に う ま くい っ てい ない 。特 に,設 計 の最 初 の 段 階 すな わ ち草 案 の 段 階

で 適 用 で き るよ うな プロ グ ラ ムが不 足 して い る。 ま た開 発,設 計,製 造 段 階 に お け る重 要 な 応 答 の

た め の機 能 的 か つ経 済 性 に富 ん だ プ ロ グラ ムお よ び製 造 や設 計 の 変更 の た め の プ ロ グラ ム も不 足 し

てい る。生 産 計 画 や管 理 部 門 で は,別 々に い くつ か の作 業 が 行 な われ て い る。

海外 に お け るCAD/CAM－ アプ リケ ー シ ョンは様 々で あ る 。 日本 で は,造 船,エ レク トロニ 』

ッ ク分 野 の利 用が 目立 って い る。米 国 で は,飛 行 機 製 造,自 動 車 製造,エ レク トロニ ック産 業 の 分

野 で最 も多 く利 用 され て い る。

西独 に お け る コ ン ピ ュ ー タ設 置 台 数 は 、1975年1月1日 現 在 で8400台 で あ った 。N(Diebo-

ld統 計 に よ る)こ の設 置 台 数 の比 較 的 高 い数 字 に もか か わ らず,数 多 くの主 要 な コ ン ピ ュー タ ・

ア プ リケ ー シ ョ ン分 野 は 今 だ に全 く開 発 され て い な いか,あ るい は開 発 さ れ て い た と し て も部 分 的

な レベ ルに と どま っ て い る。

さ らに,種 々の 分 野 に 設 置 され た コ ン ピ ュー タの 利 用 は,大 部 分 が デ ー タの 大 量 な 収 集 と その 管

理 に終 始 し てい る と言 って い い だ ろ う。

現 在,な ん と言 っ て も ソ フ トウ ェ アの 欠乏 が デ ー タ処 理 ア プ リケ ー シ ョンの 広 汎 な開発 を妨 げ て

x出 典 は オ リジ ナ ルP.88の 下欄 参 照
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い るの が実情 で あ る。従 っ て,現 在 の コ ン ピ ュー タ ・ハ ー ドウ ェ ア用 の信頼 性 の高 い ポー タ ブル な

ソ フ トウ ェ アを妥 当 な コ ス トで っ く る こ とは い まだ に不 可 能 な状 態 で あ り,ま し て将 来 の ハ ー ドウ

ェ アの た め の ソ フ トウ ェ アに つ い て は 言 うまで もな い。 また開 発 を行 な う適 切 な方 法 も不 十分 で あ

り,特 に経 済 的,か っ 信頼 し う る シ ステ ムお よ び総 合 テ ス トの 問 題 も未 解 決 の ま まで あ る。 さ らに,

技 術 的 な過 程 を分 析 す る こ とに よ って,シ ス テム設 計 か らオ ペ レ[シ ョン,メ ンテ ナン ス まで 行 な

う よ うな ア プ リケ ー シ ョン ・シ ステ ムを実 現 す るた めの 実 験 的,シ ステ ム的 な構 想 が ない 。

処理 装 置 は将来,よ り多 くの互いに連結 した 機能 的,組 織 的 な 自動 演算 装 置,プ ログラム,メ モ

リ,メ イ ン フ レー ム ・ワー キ ング,バ ック グ ウラ ン ド ・ス トア,入 出 力装 置,サ ー ビス,信 号

伝 送 な どの 標準 化 され た イ ンタ ー フ ェ イス を もっ シ ステ ム とな るだ ろ う。

それ に加 え て,マ イ ク ロ プ ロ セ ッサ ー も導 入 され て益 々,処 理 シス テ ムの 全体 の構 成 は フ ヒ

キ シ ビ リテ ィに富 み,よ り確 実 な,適 用 しや す い もの とな るだ ろ う。 この よ うな 構成 の 処理 シ

ス テ ムは,こ れ ま で少 しつ つ開 発 され た もの に比 べ て機 能 的 に数 段 と改 良 され た もの とな るだ

ろ う。

以 上 の こ とに よっ て,生 産 と生 産 財 調 達 の た め に デ ー タ処理 を実 用化 す る こ とが で き,こ の分 野

の 有力 な中 小 企 業 に とっ て,大 い に役 立 っ もの とな るだ ろ う。 そ して さ らに,新 た な可 能性 を開 発

す る作 業 を進 めて い か な けれ ば な らな い 。

5.5.2目 標

技 術 的 な デ ータ処理 ア プ リケ ー シ ョンを 開発 す る こ とに ょ って次 に 提 げ る目 標 を達 成 す る。

一産 業 界 に お け る生産 力 と競 合 に 耐 え得 る能 力 を 強 化 す る。

一職 場 を 長 期 的 に保証 し ,労 働 環 境 を向 上 させ る。

一交 通 ,マ ス コ ミ,エ ネ ル ギ ー供 給 分 野 の 公 共 お よび民 間 サ ー ビ スを合 理 化 し,改 善 す る 。

一 エ ネ ル ギー や原 料 の 消 費 を節 約 し,環 境 汚 染 に 対 す る監 視 を厳 重 に し て,そ の 減少 に 努 め,技 術

的 な設 備 の 安 全性 を高 め る 。

一欧 州 の デー タ処理 産 業 は 新 た な潜 在 的 市場 と輸 出の 可 能性 を開 拓 す る。

δ

5.5.3助 成 策

効 率 の よ い,経 済 的 な 流通 性 の あ るデ ー タ処理 装 置 を開 発 し,パ イ ロ ッ ト ・ア プ リケ ー シ ョンに

よ っ てテ ス トす る。

コ ン ピ ュー タに よ る開 発,設 計,製 造 の 分 野 に おい ては,

一 特 定 の 作業 段 階 に おい て プ ラ ンナ ーや 設 計 者 を補 助 した り,(例 え ば プ ラ ンニ ン グ,草 案,演 算,

形 成,基 本 部分 の製 造 な ど)作 業 の展 開(例 え ば供 給 作業,実 験,製 造,モ ン ター ジ ュ,精 算 な
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ど)の た め の方 法 や処 置 を開 発 し プ ロ グ ラ ミングす る 。

一特 定 の 生産 部 門 に お け る生産 の 全 工 程 を で き る限 り有効 に コ ン ピ ュー タに よ っ て処 理 す る こ とが

で き るよ うな モ ジ ュラ リテ ィの あ る プ ロ グ ラ ムを開 発 す るσ

一技 術分 野 の プ ロ グ ラムや デー タを機 種 に左 右 され る こ とな く連 結 す る こ との で き る プ ロ グ ラ ム ・

シ ステ ム を実 際 に テ ス トし,ア プ リケー シ ョンの た め の基 礎 と して,実 際 に 利 用 す る。

-CAD/CAMア プ リケ ー シ
ョンの た め の ソ フ トウ ェ アを そ な えた装 置 を テ ス トす る。(例 えば,

小 型 計 算 機,イ ン テ リジ ェ ン ト ・ター ミナ ル,デ ー タ処 理 装 置)〆

デ ー タ処理 装 置 に対 す る援 助 は 次の 点 に 焦 点 が あ て られ る 。

一技 術 的 工程 を コ ン ピ ュー タに よ っ て進 行 し ,監 視 す る こ と を可能 に す る汎 用性 の あ る手 段 を つ く

る。

一作業 員 に作 業 工程 を監 視 し コ ン トロ ー ル しや す くす る ため の よ り良 い条 件 を備 え た作 業 場 建 設 を

助 け,設 計 す る。

一分 散 して配 置 され た 一定 の 事 前 処理 機 能(業 務)を 取 り扱 か うコン ピ ュー タ ・ベ ー スの 測 定 ・調

整 ・制 御 ・シ グナ ル伝 送 の各 設備 。

一 ネ ッ トワー ク と分 散 型 プ ロ セ ッサ ー,記 憶 装 置 と標 準 化 され たプ ロ トコル に よ るデ ー タ通 信 を含

む そ の他 の デ ー タ処 理 システ ムの 適切 な構 成 。

一組 織 的 に 組 立 て られ た プ ロ グ ラ ム ・シ ステ ム,プ ロ グ ラ'ム実 験 の補 助,技 術 的 な処 理 の た め の 標

準 化 され た プ ロ グラ ム言 語,そ の適 用方 法 。

一最 適 な技 術 的 処 理 の 実 施 を可 能 に す るア ル ゴ リ ズム(算 法)を 割 出 し抽 出 す る方 法
。

一処理 全体 の シ ミュレー シ ョンの方 法
。

一高性 能 で 経 済性 に 富 ん だ情 報処 理 装 置 製 造 の た めの 方 法
,選 ばれ た ア プ リケ ー シ ョ ン ・シス テ ム

の 実 現 化 と テ ス ト。(例 え ば,交 通,エ ネル ギ ー供 給,冶 金 な ど)

これ らの 開 発 は,ユ ー ザ ー会 社,デ ー タ処 理 ハ ー ドウ ェ ア ・メ ー カー,ソ フ ト ウ ェア ・ハ ウ ス,

研 究 機 関 な どの共 同 作 業 に よ っ て行 な われ な けれ ば な らな い 。

この共 同 作 業 の成 果 が,直 接 開 発 に参 加 し ない 会 社 や 公 共 機 関に よ って 大 い に 必要 と され る

こ とは今 か ら予 測 す るこ とが で き る。 開 発 や ア プ リケ ー シ ョ ンは 刊行 物,会 議,セ ミナ ー,パ

イ ロ ッ ト ・ア プ リケ ー シ ョ ンな どに よ って 発 表 され る。 プ ロ グラ ムの メ ン テナ ンス,プ ロ グラ

ム開 発,お よび ユー ザ ーの コ ンサ ル タ ン トと ユ ーザ ー訓練 は 特 に ユ ー ザ ー や そ の 団体 に関 し て

は保 証 され てい る。

プ ロ ジ ェ ク ト代 表:-GesellschaftftirKernforschungmbH
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(原 子 力研 究 所)

一 プ ロ ジ ェク トCAD/PDV

郵 便私 書箱3640

7500Karlsruhe1

ロト

5.6ユ ー ザ ー ・ サ ポ ー ト

5.6.1開 発 の 現 状

デー タ処 理 は,開 拓 期 の 熱 狂 が さ めた 今 日,次 第 に 国 の経 済 に とっ て必 要 不 可 欠 な(道 路 や 鉄道

な どの よ うな)日 常 的 な設 備 とし て定 着 し つ つ あ る。

ハ ー ドウ ェ ア部 門 で は,過 去3年 間 で コス ト ・パ ー フ ォ ー マ ン ス の 倍加 を達 成 し た
。 それ に 対

し て,プ ロ グ ラ ムの場 合,ま す ます 困 難 に な る問題 解 決 の 複雑 さが 加 わ り,さ らに上 る一 方 の 人 件

費 が これ に拍 車 を か け る。統 合 シス テ ムの 場 合,ソ フ トウ ェ ア ・コス トは す で に約 半 分 の 割 合 を占

め て お り,1985年 に は約70%に な る もの と予 想 され てい る。 この アンバ ラ ンス は,プ ロ グ ラム作

成 の 合理 化 を行 な う ことの 難 しさに 原 因 が あ る。特 に プ ロ グ ラ ム ・シス テ ムの見 通 しが きか ない こ

とが メ ンテ ナ ン スや開 発 の コ ス トを不 均 衡 に つ り上 げ る こ とに な る。

ユ ー ザ ー は デ ータ処 理 シス テ ムが さ らに使 い や す くな る こ とを期 待 して い る。 特 に,一 つ の モ ジ

ュー ル が な くて もシ ステ ム は停 止 す るこ とな く,最 少 限の 稼 働 を続 け る こ とが で き るよ うな可 能 性

は,現 在 ま だ十 分 に あ る とは い え ない 。 これ で は結 局,装 置が 完 全 に稼 働 を停 止 して し ま っ た場 合,

メ ンテ ナ ン ス技 師 の到 着 を待 ってい るだ け で は,そ の 間 の サ ー ビス(あ るい は往 々に し て 一 日のサ

ー ビス)が で きな い とい う事情 が あ る
。 これ まで の メ ンテ ナ ン ス ・プ ロ グ ラ ム も似 た よ うな効 果 し

か な い 。

ア プ リケ ー シ ョン ・プ ロ グ ラム と蓄積 デ ー タを 新 しい装 置 に 入れ か え る作 業 は,ユ ー ザ ー や メ ー

カー に と って か な り負 担 の か か る もの で あ る。 これ に ょ って,メ ー カ ーが 市場 取 引 を ゆ が め る恐 れ

が あ る。2～3の メ ー カ ー が 市場 で の 優 位 を い い こ とに各 自で事 実 上 の 標準 を設 定 し,そ れ を押 し

通 そ う とす る限 り,現 在 少 しつ つ実 施 され よ うと して い る デ ー タ処 理 言語 や デ ー タな どの 統 一化 を

い く ら推 進 して み て も完 全 な 問題 の 解 決 を達成 す る こ とは で きな い 。

●

5.6.2目 標

ユ ー ザ ー や メ ー カ ー の ソ フ ト ウ ェ ア 開 発 の 能 率 を 高 め,合 理 化 す る こ と は,開 発 を 進 め て い く上

で 有 効 な 手 段 で あ る 。 プ ロ グ ラ ム の 開 発 と ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン は,デ ー タ処 理 の コ ス トパ ー フ ォ

ー マ ン ス を 向 上 す る た め に
,組 織 化 され,マ シ ン に よ っ て補 助 さ れ な け れ ば な ら な い 。
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デ一二タ処 理 装 置 の オ ペ レー シ ョンは'オ ペ レーテ ィン グ ・マ テ リ ア ル の 利 用 の 仕 方 を改 善 し ・

そ れ に よ っ て デー タ処 理 シス テ ムの 信頼 性 を 高 め,そ の 管理 を容易 に す る こ とが で き る。 計 算 機 の

オ ペ レー シ ョン と メ ンテ ナ ン スが 非 常 に 簡単 に な るの で,ユ ー ザ ー は そ の た めの 専 門家 グ ル ー プ を

常 に待 機 させ て お く必 要 が な くな る。

欧 州(特 に 西 独)に 本 拠 を 置 くメー カー は,プ ロ グラ ムや蓄 積 デ ー タの 入替 え を 自動 化 す る こ と

に よ っ て,計 算 機 の 置換 を 簡単 に す るよ う努 力す べ きで あ る。 入替 えの た め の装 置 や プ ロ グ ラムに

よ って,現 在 の周 辺 装 置 との非 互換 性 を 調整 すれ ば,ユ ー ザ ー は メ ー カ ーに頼 る こ とな く,経 済 的

な"複 合 ハ ー ドウ ェ ア"に ょ る問 題 解 決 が可 能 に な る。

5.6.3助 成 策

一 ソ フ トウ ェ ア作 成 の 合理 化

コ ン ピ ュ ー タ に よ る設 計,ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン,プ ロ グ ラ ム遂 行 の た め の シ ス テ ム が 助 成 され

る 。

デ ー タ処理 装 置 の オ ペ レー シ ョンの 簡 易 化 と合理 化

計 算 セ ン ターの 機 能 を補 助 す る コ ン ピ ュー タの プ ロ グラ ムが 高度 な知 識 と技 術 を も った専 門 家 に

よ って開 発 され,そ れ に対 して助 成 金 が 与 え られ る。 また,計 算 セ ン タ ーや その 利 用者 が 必 要 とす

るデ ー タ処理 装 置な らび に 基本 的 な ソ フ トウ ェ アの よ り有 効 な 利 用 に役 立 つ プ ロ グラ ム開 発 も援助

の対 象 と な る。 オ ペ レ ー シ ョ ン とメ ン テ ナ ン スの ため の 自動測 定 や診 断 の 他 に も特 に 、自動 的 な オ

〔 レー テ ィ ン グ ・マ テ リア ルの 管理 に関 す る開 発 も助 成 され る。'

一 プ ロ グラ ム と蓄積 デ ー タの 転換

エ ミ ュ レ ー タ ・プ ロ グ ラ ム,イ ン タ ー フ ェ イ ス 変 換 装 置,転 換 プ ロ グ ラ ム が 助 成 さ れ る 。

プ ロ ジ ェ ク ト代 表:GesellschaftflirMathematikundDatenverarleitungmbH

(数 理 計 画 研 究 所)

郵 便 私 書 箱1240
'

5205St.Angustin1
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5.7遠 隔 デ ー タ 処 理 シ ス テ ム

5.7.1開 発 の 現 状

ロ ジ ッ ク ・ユ ニ ッ ト,記 憶 装 置 関 係 の 領 域 で は テ ク ノロ ジー の進 歩 と コ ス トの 開発 が分 散 処 理 型

デ ー タ処 理 シ ステ ム志 向 を招 い た。 特 に ター ミナ ル ・ユ ニ ッ トを利 用 す る こ とに ょ って,職 場 に居

なが らに して中 央 の コ ン ピ ュー タに ア クセ ス で き,必 要 な 処理 を自 由 に行 な うこ とが で きる組 織 的

で 経 済的 な遠 隔 デ ー タ処 理 の 利 点 を開 発 す る。

この よ うな 開 発 は,デ ー タ処 理 や送 信 の 開 発 と共 に 行 な わ れ る。 欧 州 の郵 便 行 政 の委 託 に よ って

実施 され たEurodata－ ス タ デ ィでは,1972年 を もとに した 欧 州17か 国 に お け るデ ー タ通 信 の 開

発 に つい て調 査 し た 。 その 結 果,1985年 ま でに その範 囲 内 の 欧 州 の デ ー タ通信 に よ るデー タ伝 送 は,

送信 サ ー ビスの基 本 的 な構 成 要 素 の 一 つ に な るとい う結 論 に達 した 。 これ ら欧 州17か 国 に おい て,

デ ー タ通 信 量 が12倍 に 増 え た場 合,タ ー ミナル数 は140万 に な る もの と予 想 され る。そ の うちの60

%は 公 共 ネ ッ トワ ー クに接 続 され る こと に な るだ ろ う。

遠 隔 デ ー タ処理 シス テ ム には,多 種 多 様 な複 雑 さ と便 利 さを兼 ね そ な え た パ ター ンが あ る。

デ ー タの接 続

今 日,実 現 化 が進 め られ て い る最 も簡 単 な デ ー タ接 続 の パ タ ー ンは,各 端 末 装 置か ら中 央 の デ ー

タに アク セ スす る方 法 で あ る 。 アク セ ス には,呼 出 し,ス トア,デ ー タの変 更 も含 ま れ る。 これ は

座 席 予 約 シス テ ム 、 ドキ ュメ ンテ ー シ ョン ・シス テ ム,目 録,商 用 デ ー タ処 理 な どに適 用す る こ と

が で き る。 デ ー タ接 続 の も う一 つ の パ タ ー ンは,そ れ ぞ れ 別の 場 所 に設 置 さ れ た計 算 機 や イ ンテ リ

ジ ェ ン ト ・タ ー ミナル が 相 互 に 接続 し,相 互 に デ ー タ を交換 す る こ とが で き るよ うな分 散 処 理 の 構

想 に よ る もの で あ る。 この 方 法 な ら,デ ー タは それ が発 生 した所 で処 理 され,関 係 者 全 員 が 自由 に

利 用 す る こ とが で き る。 それ に よ っ て デ ー タの接 続 は,よ り経 済性 の高 い もの とな る。

機 能 の 接続

計 算 機 の 処 理 プ ロ グ ラムは 遠 隔 端末 装 置 に よ っ て運 転 が開 始 され,影 響 が 与 え られ る。 い くつか

の お互 い に別 々の 場 所 に あ る計 算 機 の 機 能 が接 続 され る と,こ れ らの計 算機 の うちの 一 つの 利 用者

は接 続 され た計算 機 すべ ての 処 理 能 力 を 自由 に 操 作 す る こ とが で き る。 っ ま り,そ の加 入 者 は全 員,

他 の デ ー タ処理 機 能 や デー タ処 理 サ ー ビス を必 要 に 応 じて利 用 す る こ とが で き るの で あ る。

機 能 の 接 続 は,そ の 中 に デ ー タの接 続 に よ る効 果 も含 ん で し ま うので あ る。

ロー ドの接 続

さ らに大 き な 目標 は,共 通 の接 続 し た シ ステ ムが 利 用者 に は 一 つ の 大 きな計 算機 に思 え るよ うな

ロー ドの 接 続 で あ る。 自動 制 御 シ ステ ム に よ って,最 も適 した計 算 機 に コ マ ン ドが ふ りあ て られ る
。

従 って,ロ ー ドの接 続 は今 日の 視 点 か らす る と機 能 の接 続 に よ って 得 られ る効 果 の す べ て を含 ん で

し ま う最 も包 括 的 な接 続 の 方 法 で あ る。
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実 際 の利 用 に際 して,個 々の 利 用パ ター ンの 境界 線,特 に デ ー.タの接 続 と機 能 の接 続 の ちが い は

消 え て しま う 。

遠 隔 デ ー タ処 理 の 経 済 的 な利 用例 と してINFONETが あ る 。 これ は 連 邦調 達 庁(GSA)が 米

国連 邦 政 府 当 局 間 の デ ータ処 理 に 対 す る要 求 を調 整 し,そ の 需 要 を満 た す た め に利 用 し たCompu-,

terScienceCorporation社 の情 報 ネ ッ トワー クで あ る。

それ によ っ て米 国連 邦 政 府 は,デ ー タ処 理 コ ス トを それ 以 前,個 別 的 に行 な ってい た時 の コス ト

の 約半 分 に削 減 す る こ とに 成 功 した 。

INFONET以 外 の 遠 隔 デ ー タ処理 シス テ ムを 設 置 し て も問 題 解 決 に 必要 な コ ス トの 値 上 げ とい

う結 果 しか 得 られ な か った 。 この事 実 は明 らか に 遠 隔 デ ー タ処理 システ ムの問 題 と その 危 険性 を示

す もの で あ る 。

欧 州 に おい て は この 方 面の 開 発 は まだ始 め られ た ば か りで あ る 。1971年,多 国間 の 協 力 に よ って

AktionCOST11が 開始 され,実 験 的 な欧 州情 報 ネ ッ トワー ク(EIN)に ょ って科 学 分 野 の 施

設 が相 互 に 連 結 され る こ とに な った。 西独 政 府 は こ のAktionCOST11に 監 視 役 と し て参 加 し て

い る。欧 州 共 同体(EC)で は,さ らに科 学 技 術分 野 の欧 州情 報 ネ ッ トワ ー ク(EURONET)の

敷 設 を決 議 し た 。 その た め の通 信 ネ ッ トワー クは郵 便 行 政 機 関 に ょっ て つ く られ,運 営 され る。 わ

が 国の ドキ ュメ ンテ ー シ ョン関 係 機 関 は,デ ー タベ ー スの 国際 的 な利 用 を促進 す るEURONETに

寄 与 す る よ う努 力 し てい る。

現 在,商 業 お よ び公 共 機 関 にお い て計 画 され.つ く られ つ つ あ る問 題 解 決 は特 殊 な もの で あ る 。

デー タ処理 シス テ ム を もとに した開発 と利 用は,こ こで か な り大 きな 問 題 に 遭遇 し た ♂ 欧 州 の ハ ー

ドウ ェ ア ・メー カ ーは シス テ マ テ ィッ クな標 準 化 され た 問 題 解 決 を開 発 し,欧 州 圏以 外 の先 進 国,

特 に米 国に追 い つ か な けれ ば な らな い。従 っ て,現 在 の デ ー タ処 理 市 場 の 独 占 を将 来 に もち こ さ な

い よ うに対 策 を講 じな け れ ば な らない 。

遠 隔 デー タ処 理 の 利 用 をは ば む要 因 とし て次 の よ うな 要 素 が 考 え られ る。

一 デー タ処理 装 置 の オペ レー テ ィン グ ・シス テ ムが まだ 十 分 に遠 隔 デ ー タ処理 に 活 用 され てい な い
。

この こ とは,例 え ば コン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クの 構成,通 信 中 断 後 の 再接 続,滞 積 し て い る仕

事 の 配分,ワ ー ク ロー ドの 決 済 方法,内 部 の情 報 表示 とそ の 伝 送 な どに っ い て あ て は ま る 。

一規準 化 され た プ ロ グ ラ ム言 語 で さえ
,マ シンに ょ って左 右 され る。 す な わ ち,マ シ ンに よ っ て条

件 が 異 な るの で,各 デー タ処理 シス テ ム ご とに プ ロ グ ラ ムが つ くられ,プ ロ グラ ムが進 行 し て い

く過 程 で それ ぞれ 異 な った効 果 を表 わ すの で あ る。

一コ ン ピ ュー タの デ ー タ構 成 や アク セ スの仕 方 は
,大 部 分 が規 格 化 され てい ない 。

一各 コ ン ピ ュー タを連 動 す る 時 の統 一的 な コマ ン ド用語 が な く
,デ ー タ バ ンク 用語 や デ ー タの 分 類

法 を まず 統 一化 し な けれ ば な らな い。

一 アク セ スや 優 先 順 位 ,な どに関 す る組 織間 の 協 約 が 不 十 分 で あ る。
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一 ネ ッ トワー クに よ る接 続 の場 合
,さ らに 改 良 され た デ ー タの 安 全性 とそ の機 密 保 護 が 必要 と され

る。

一遠 隔 デ ー タ処理 シ ステ ムに対 す るユ ー ザー の要 求 に つ い ての 詳 細 は まだ わ か って い な い し
,ユ ー

ザ ー の反 応 に つ い ては それ 以 上 に知 られ てい な い。

5.7.2目 標

遠 隔 デ ータ処理 シス テ ムの場 合 ・ 次 の よ うな 目標 が 設定 され て い る。

一ユ ー ザ ー か らの 要 求 を各 システ ムに ふ り分 け て し ま うので
,1台 に つ い て の容 量 が少 な くて

す む。計 算 機 が独 立 に オ ペ レー トされ る場 合 は,そ れ ぞれ1台 で ユ ー ザ ー の要 求 を最 大 限 満

た さな け れ ば な らない 。

一冗 長 度 を あ る程 度 大 き くす る こ とに ょ って個 々の 装 置の 故 障 を防 ぐ
。 あ る装 置 が故 障 した り,

修 理 され て い る間,そ の他 の計 算 機 の 容 量 を 自由 に 利 用で きる よ うに す る。

一 シ ス テ ム を さ らに拡 大 す る場 合 も妨 害 され ず に行 な うこ とがで き
,ユ ーザ ー も不 断 に利 用 で

きる とい う接 続 シス テ ムの 利 点 を役 立 て る。

一 ま た ,加 入者 数 の多 い接 続 ネ ッ トワ ー クな ら,特 定 の 問題 解 決 に使 わ れ る専 用 コ ン ピ ュー タ

の 設 置 も個 々に 設 置 す るよ り もか な り経 済 的 に行 な うこ とがで きる。

5.7.3助 成 策

遠 隔 デ ー タ処理 の 主 な問 題 点 は,デ ー タ処 理 装 置 の オ ペ レー シ ョン ・シス テ ムに始 ま り,ア プ リ

ケ ー シ ョン ・プ ロ グ ラ ムか らユ ー ザ ー 自体 の組 織 的 な 問題 に まで 及 ん で お り,お 互 いに密 接 に 関連

し 合 っ て い る。従 って援助 は,基 礎 的 な研 究 は 別 と して,個 別 的 な もの で な く,ユ ー ザ ーの 立場 か

らみ た シ ステ ム総 体 として の遠 隔 デ ー タ処理 を対 象 とす べ きで あ る。

援 助 は 主 に遠 隔 デ ー タ処理 の ア プ リケ ー シ ョ ン ・システ ム をい くっ か選 出 して,集 中 的 に行 な わ

れ る。 ア プ リケ ー シ ョンに 対 し て様 々な要 請 が あ るの で,発 展性 の期 待 され る以 下 の分 野 か ら選 ん

で デ モ ンス トレー シ ョ ン ・プ ロ ジ ェ ク ト又 は モ デ ル ・プ ラ ンを実 施 す る。

一商 用 デ ー タ処理(例 えば
,サ ー ビス業)

一科 学 用デ ー タ処 理(研 究 所 関 係
,大 学)

一公 共 機 関 に お け る デー タ処 理(管 理 当局)

その 際,ユ ーザ ー,ハ ー ドウ ェ ア,メ ー カ ー,デ ー タ処 理 研 究 者 の 三 者 の 緊密 な協 力 が 必要 で あ

る 。 それ に よ って,利 用 し や す い経 済 性 の あ る問題 解 決 を導 き,デ ー タ処 理 シス テ ムの 構成 と構成

要 素(例 えば,端 末 装 置 や プ ロ グ ラ ミン グの 技 術 な ど)に ふ さわ し い遠 隔 デ ー タ処 理 の 適 用 を 考 案

し,将 来 の 開 発 に 影 響 を 及 ぼ す こ とが で き るだ ろ う。端 末 装 置 に つ い ては,多 勢 の 利 用者 の た め の
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簡単 で安 い装 置 の 導 入 を促 進 し,そ れ と同 時 に特 殊 な問 題 解 決 の た めの 特 殊 装 置 の 開 発 も助 成 し て

い か な けれ ば な らない 。 そ れ に よ っ て,か な りの 合 理 化 が 期 待 で き る。

公 共 ネ ッ トワー クの ユ ーザ ーの動 向 と要 求 を明 らか に す る全 プ ロジ ェク トは 郵 政 お よ び通 信

者 との 協 力 に ょ って助 成 され る 。 この プ ロ ジェ ク トの 調 査 に よ って,今 後 さ らに 増 え続 け るユ

ー ザ ーの 要 求 に い か に対 処 す るか とい う点 に 関 す る ヒン トが 得 られ るだ ろ う
。

遠 隔 デ ー タ処 理 お よ び コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワ ー ク分 野 で,連 邦 政 府,州 政 府 が 払 っ て きた 努 力

を組 織 化 す るた め に,ADP連 邦,州,自 治 体 連 合 会 議 は,遠 隔 デー タ処 理 作 業 グル ー プ を復 活 さ

せ た。 この 作業 グル ー プの 責 任 は内 務 相 に あ る。

遠 隔 デ ー タ処 理 の接 続 方 法 の 標準 化に 関 連 して,連 邦 お よび各 州は,コ ン ピュ ー タ間 お よ び コ ン

ピ ュー タと端末 装 置 間 の情 報 交換 の 統 一的 標 準 的 な 方 法 を と り入 れ る こ とに な るだ ろ う。 これ は 内

務 相 が 公 表 した 「公 共 機 関 に お け るADPデ ー タ交 換 規 定 の形 成 」に追 加 され,次 の 標 準 化 対 策 の

資 料 に され る。

プ ロ ジ ェ ク ト代 表:GesellschaftfUrMathematikundDatenverarbeitungmbH

(数 理 計 画 研 究 所)

郵 便 私 書 箱1240

5205St.Angnstin1

5.8パ タ ー ン 認 識 と 処 理

5.8.1開 発 の 現 状

デ ー タ処理 システ ムへ の デー タや情 報 の 入 力媒 体 は ほ とん どが キ ー ボ ー ドで あ る。情 報 を イ ン プ

ッ・トす る前 に 変形 す る こ と は情 報損 失 の 原 因 とな り,デ ー タ処 理 アプ リケ ー シ ョンの 合 理 化 の 効 果

を そ こ な う労 力 の浪 費 と もな るの で あ る 。

作 業 分 野 の状 態 を概観 し た もの に,情 報 処 理 ・パ タ ー ン認識 研 究 所(FIM所 在地 一カール ス ル

ー エ)や 技 術
,生 物学 分 野 の情 報 処 理 研 究 所(IITB所 在 地 一カー ル ス ル ー エ)が 作 成 し た,

「パ ター ン処 理 とパ タ ー ン認 識 の 長 期 予 測 」(1975年)が あ る。

これ まで 重 点的 に取 り組 まれ て きた文 字 の 識 別 認 知 の 問 題 は完 全 に解 決 され た 。 機 械 語 の 規 格 化

(OCR-A,OCR-B,Picaな ど)に よ っ て,文 字 読取 装 置 が 開発 され た の で あ る。 その 誤

り率 は 通常,100万 の 読 取 文字 の うち誤 りは1字 で あ る。 また活 字 体 で 書 か れ た 文 字 も† 分 に 識 別

す るこ とが で き る。 しか し,手 で 書 か れ た テ キ ス トの 識 別 は未 解 決 の ま まで あ る。 利 用例 とし て は

郵 便 物 の 宛 名 の読 取 りな どが あ る。
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これ に 対 して,複 雑 な グ ラ フ ィ ッ ク ・パ ター ン認 識 の た め の 図 形処 理 分 野 に お け る研 究開 発 作 業

は,ま だ初 歩 の段 階 で あ る。十 分 な 問題 解 決 は,演 算 能 力(多 くの情 報 は 迅速 に処 理 され な けれ ば

な らな い)と 蓄積 容 量 の実 質 的 な 向 上 に か か ってい る。演 算 能 力 は1010-vlo12イ ンス トラク シ ョ

ン/秒,蓄 積 容 量 は108～109ビ ッ トが必 要 で あ る。

重 要 な 利 用は,

一生 医 学(が ん細 胞 分 析
,血 液 分 析,レ ン トゲ ン写 真 の利 用)

一産 業(光 学 的 な 品 質 テ ス ト
,モ ン ター ジ ュの ため の 図形 に よ る自動 操 作)

一航 空写 真 の利 用(集 落 の 区 画 プ ラ ン,交 通 道路 プ ラ ン,環 境 保護 の た め の監 視,地 図 の 作成)

一特 殊 な 利 用(指 紋 ,飛 行 機 の操 縦)

一軍 事 的 利 用

言 語 の 自動 的 な認 識 もま だ初 歩 の段 階に あ る。 個 々の単 語 の 認識 に使 わ れ る装 置 は す で に利

用 で き る状 態 に あ るが,デ ー タの機 密 保 護 の 問 題 に と って 意 味 の あ る話者 の アイ デ ンテ ィフ ィ

ケ ー シ ョ ンは現 在 な お 実験 段 階 に あ る。

音 声 の 認 識 と処理 の方 法 は,特 に 医学(例 えば,心 電 図 な どの 利用 に 基 く診察 な ど)や 品 質管 理

(音 の分 析)な ど重 要 な分 野 で か な り開発 が 進 ん でお り,近 い将 来 ルー チ ンの よ うに 利 用 で き ると

ころ まで き てい る。

5.8.2目 標

半 導 体 や ス トレー ジ技 術 の 目 ざま しい発 展 に よ って,新 しい コ ン ピ ュ ー タ ・ア ーキ テ クチ ャーや

ス トレー ジ技 術 が 上記 の パ ター ン認 識 の問 題 点 を克 服 す る 日が や って くる だ ろ う
。 それ に よ って,

従来 の パ ター ン認 識 が 改 良 さ れ るば か りでな く,パ タ ー ン認 識 の 新 た な ア プ リケ ー シ ョン領 域 が 拡

が る こ とに な るだ ろ う。

パ ター ン認 識 と処理 の 方 法 が 改 良 され る こ とに よ っ て,デ ー タや情 報 か らの パ ター ンは分 類 され,

コ ン ピ ュ ータ内 で 次 の 処 理 を直 接 行 な うこ とがで きる よ うに な る。 パ タ ー ンの種 類 に応 じ て,パ タ

ー ン処 理 も次 の よ うに 分 け られ る
。

一文 字 認 識

一図 形 認 識

一 パ ター ン処 理

(言 語 認 識,持 続 的 な信 号 や音 の 処 理 な ど)

パ ター ン認 識 と パ ター ン処 理 に ょ っ て,デ ー タ処 理 は 解 決 す べ き問 題 に密 接 に,直 接 的 に結 び つ

け られ るの で あ る。情 報 の 損 失 は防 が な けれ ば な らな い。 第 二 次情 報 処 理 プ ロ グ ラムに おい て,信

号 お よ び パ ター ン認 識 は すで に様 々な各 プ ロ グ ラ ムの範 囲 内(デ ー タ処 理 シ ステ ム,公 衆衛 生,P
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DV,CAD,プ ラ ンニ ン グ ・シス テ ム)で 促 進 され て い る 。別 々に 扱 わ れ て い る問題 点 を集 約 す

るこ と に ょ っ て,方 法 の 開発 を 一 ま と めに し,ア プ リケ ー シ ョンの開 発 を 均等 化 す る。

それ に よ って,い ま だ に パ ター ン識別 者 として の 人間 の 感 覚 を必 要 とす るよ うな領 域 に もデ

ー タ処理 の 適用 を可 能 に す る こ とが で きる よ うに な る だ ろ う
。従 来 の 非 能 率 的 な作 業 を 中止 す

る こ とに よ って デ ー タ処 理 の 利用 は(特 に 公 衆衛 生,技 術 的 な オ ー トメ ー ン ヨン ,製 図法,自

治 体 お よ び 州 の プ ラ ンニ ン グな どの分 野 に お い て)よ り迅 速 に,よ り経 済 的 に 行 な わ れ る こ と

に な るだ ろ う

5.8.3助 成 策

パ ター ン認識 の方 法 を さ らに 開発 してい く際 に
,期 待 さ れ る技 術開 発 に 適 応 す るこ とが 主 眼 と な

る。 これ が その他 の計 画 に と って切 り離 す こ との で きな い構 成 要 素 で あ る限 り,同 じ よ うな援助 が

与 え られ る。

基礎 的 な開 発 は 数 台 の特 殊 な専 用 装 置 で 集 中 的 に行 な い,実 験 の た め の 資金 が 提 供 され る 。 パ タ

ー ン認 識 に 関 す る基 本 的 な研 究 開 発 作 業 は 大 部分 がFIM
,IITB,GMDに よ って 現在 実施 され

て い る 。`

マ イ ク ロ ・プ ロセ ッサ に よ って 構 成 され て い るシ ス テ ムの 効 果 的 な プ ロ グラ ミン グや ス ト レー ジ

技 術 の 応 用 の た め の ソ フ,トウ エ ァが 開 発 され,テ ス トされ な け れ ば な らな い 。一 般 的 な パ タ ー ン処

理 言 語 の 開 発 もそれ に 含 まれ る。

5.9第3次 情報 処 .理計画 の 範 囲外 の 資金 の調 達

■

5・9・1西 独 連 邦 郵 政 省(Bundespost)に よ る デ ー タ 伝 送

5.9.1.1現 状

公 共 電 話 ネ ッ トワ ー ク に ょ る デ ー タ 伝 送

デ ー タの 入手,伝 送,オ ー デ ィオ ・リスポ ン ス ・ユ ニ ッ トを 備 えた照 会 シ ステ ムは 電 話 回線 の中

に あ るモ デ ムに ょ って行 な う こ とが で き る。

直 列 の デー タ伝 送 の場 合,速 度 は200(300),600,1200,2400ビ ッ ト/秒 の各 段 階 が あ る。

自動 的 な オ ペ レー シ ョンの た め の特 別 な装 置 が 利 用 され て い る。 自動 的 な オ ペ レー シ ョンに よ って,

夜 の 利用 で も時 間 外 手 当 て な しの安 い夜 間 料 金 で す ま す こ とが で きる よ うに な った 。

テ レ ック スお よ び デ ー タ ・ネ ッ トワー クに ょ る デー タ伝 送

西 独 郵 政 省 の テ レ ッ ク ス ・ネ ッ ト ワ ー ク は,現 在 加 入 者 数105,000を 超 す 世 界 で 最 も過 密 な テ レ

ッ ク ス ・ネ ッ トワ ー ク の 一 つ で あ る 。 デ ー タ 伝 送 は50ビ ッ ト/秒 で 自 由 に 行 な う こ と が で き る
。 こ
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の ネ ッ ト ワ ー ク の ほ か に,西 独 郵 政 省 は1967年,'デ ー タ伝 送 の た め の 伝 送 速 度200ビ ッ ト/秒 ま

で 出 せ る ネ ッ トワ ー ク,Datexnetz(ダ ー テ ッ ク ス ・ネ ッ ト)を っ く っ た 。 こ れ ま で に1500の

加 入 者 が,こ の ネ ッ ト ワ ー ク を 利 用 し て い る。

公 共 の ダ イ レ ク ト応 答 ネ ッ ト ワ ー クに よ る デ ー タ 伝 送

郵 政 省 は 公共 の 自動 ネ ッ トワー クを補 うた め に1974年,公 共の ダイ レク ト,ネ ッ トワ ー クを公 表

した。 これ に ょ って ター ミナ ル間 の接 続 を 自由 に行 な うこ とがで きる よ うに な った 。 そ の 伝 送速 度

は 次 の よ うな段 階 が あ る。50ビ ッ ト/秒,200(300)ビ ッ ト/秒,1,200ビ ッ ト/秒,2,400ビ ッ

ト/秒,4,800ビ ッ ト/秒,9,600ビ ッ ト/秒,4,800ビ ッ ト/秒 。

ほ とん どの デー タ ・ア プ リケ ー シ ョンや特 定 の システ ム構成 に とっ て,タ ー ミナ ル間 の し っか り

とした連 結 は 有 益 で あ るの で ユ ー ザ ーの デ ー タの ダ イ レ ク トネ ッ トワ ー クに対 す る関 心 は 非 常 に 大

きい もの が あ る。

ダ イ レ ク トネ ッ トワ ー クに は,来 年 さ らに多 くの デ ィジタ ル伝 送 シス テ ムが 設置 され る こ とに な

るだ ろ う。

5.9.1.2目 標

西 独 郵 政省 は,遠 隔 デ ー タ処 理 の た め に必 要 な通 信 回線 を敷 設 す る とい う目標 を達 成 した 。 そ れ

に よ って,郵 政 省 は タ ー ミナ ル間 の互 換 性 を促 進 し,サ ー ビス業 務 を提 供 す る こ とに ょ っ て国 際 的

な 標準 に 達 し よ う と努 め たの で あ る。 そ れ に は 国際 的 な標 準 化 団体 間 の積 極 的 な協 力 と 国際 的 な協

定 を 厳 し く守 る こ とが前 提 とな る。

郵 政省 は,利 用 しや す くす るた め に,遠 隔 デ ー タ処理 に必 要 な デー タ伝 送 を公 共 の通 信 ネ ッ トワ

ー クに移 す こ と に努 力 をか た む けて い る
。現 在 の ネ ッ トワー クが 遠 隔 デ ー タ処理 の需 要 を満 た さな

けれ ば,特 別 な デ ー タネ ッ トワ ー クを敷 設 し,適 切 な 伝 送技 術 を開 発 す るた め の努 力 が続 け られ る

こと にな ろ う 。

5.9.1.3対 策

電 子 デ ー タ伝 送 シ ステ ム(EDS)

西独 郵 政 省 で は,テ レック スお よ び デ ー タの統 合的 な ネ ッ トワー クの敷 設 を開 始 し た。 この ネ ッ

トワー ク で様 々な サ ー ビスを 統 合 的 に 行 な うこ とが で き る。(テ レ ック ス,ダ ー テ ッ クス,ホ ッ ト

ラ イ ン ・ネ ッ トワー ク)こ の 伝 送 シ ステ ムEDSは 中 央 で制 御 され,ス トア され て い るプ ロ グラ ム

に よ っ て機能 を伝達 され る シス テム で あ る。 この デ ー タ伝 送速 度 は2,400ビ ッ ト/秒 まで出す ことが

で きる し,同 期 式 の装 置 の 場 合 な ら もっ と速 い速 度,例 えば4&000ビ ッ ト/秒 まで 出 す こ とが で き

る。 このEDSは,様 々な速 度 で 伝 送 で き る とい う利点 の ほ か に.加 入 者 の 要 求 に 応 じた 種 々の 特

典 を そ な え てい る。 また,加 入 者 が 実 際 の 処理 を しや す くす る よ うな特 別 な サ ー ビス も提 供 す るこ

とが で き る。1976年 以降 伝 送 速tW2,460ビ ッ ト/秒 を全 国的 に可 能 に す るよ うな計 画 が出 され て い

る 。
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■

多 重 式 デー タ伝 送 シス テ ム

デ ジ タル 伝 送 の方 法 を と り入 れ る こ とは,テ レ ック ス/デ ー タ ・ネ ッ トワー クの敷 設 に と って必

要 で あ る。 この 方法 に ょ って デ ー タ伝 送 は従 来 よ り も経 済 的 に な る し,そ の 上 伝 送 量 もか な り増 や

す こ とが で き るの で あ る。

テ レッ ク ス/デ ー タ ・ネ ッ トワー クに対 す る助 成 金 の予 想 額 は次表 の 通 りで あ る。

1973-75

233

1976

213

1977

177

1978

189

1979

94

1980

65

1981

50

機能的な拡張

(単 位100万DM)

公 衆 電 話回 線 を補 な うテ レッ ク ス/デ ー タ ・ネ ッ トワー クの敷 設 を もって,遠 隔 デー タ処 理 関 係

の 郵政 省 の基 本 的 な サ ー ビスは ほ ぼ完 成 され る。 さ らに,中,高 速 の 伝 送 速度 用 に 中 央 の 指 定 サ イ

クル を 導 入 し,様 々な遠 隔処 理 システ ム間 の連 動 を 容 易 に す るよ うな機 能 上 の特 徴 を備 え る こ とに

よ って,さ らに機 能 的 な拡 張 を実 現 す る こ とが で き る。

西 独 郵政 省 の情 報 技 術 研 究

ダル ム シ ュタ ッ トに あ る通 信技 術中 央局 郵 政 研 究所 で は,情 報 技 術研 究 の範 囲 内 で よ り良 い,安

全 で 迅 速 な デー タ伝 送 に関 す る予 備 作業 が行 な わ れ てい る 。 こ こで は接 続 ネ ッ トワー ク にお け る基

本 周波 数 帯域48Kボ ー まで の デ ー タ ・フ ロ ーの た め の 必 要条 件 が研 究 され た 。 ま た その 他 のEDS

草 案 の 部分 的 な 問題 もここで 調 査 され解 決 され る。

将 来 の デ ジ タ ル伝 送 ネ ッ トワー ク敷 設 へ の努 力 は デ ー タ伝 送 に とっ て非 常 に重 要 で あ る。 この広

範 囲 に わ た る作業 は,現 在 の 伝 送 シス テ ムお よび デ ジ タ ル信号 伝 送の ため の 従 来 の 伝 送 媒 体 の 利用

か ら施 設,装 置,新 しい広 帯域 伝 送媒 体 の 準備 に ま で 及 ぶ 。 それ に よ っ て最 も大 きな,重 要 な デ ー

タ ・フ ロ ーの 伝 送 が 可能 とな るば か りで な く,デ ー タ 伝 送 を含 む全通 信 サ ー ビ スを 一 つ の デ ジ タ ル

ネ ッ トワー クに 統 合 す る ことが 注 目 され る よ うに な るか も知 れ な い 。 そ うなれ ば,通 信 ネ ッ トワ ー

クの どの 入 口 か らで もデー タを入 手 す る こ とが で き るよ うに な るだ ろ う。

デ ー タ伝 送 に 関 す る特 殊 な問 題 も取 扱 われ る予 定 で あ る。誤 りの検 出方 法 や高 速 伝 送 の場 合 の 誤

り検 出 方 式 、誤 りを予 防 す る方 法 な どの改 善 もその 中 に 含 まれ る。 ま た 誤 り訂 正 コ ー ドも検 討 され

る。

ECの プ ロ ジ ェク ト

西 独 郵 政 省 は科学 技 術情 報 交換 と欧 州 セ ンタ間 の コ ン ピ ュー タ ・コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの 実験 に関

す る2つ のECプ ロ ジ ェク トに参 加 してい る。 この2っ の プ ロ ジ ェク トは,パ ッケ ー ジに ょ る デ ー

タの 伝達 を予 想 し てつ く られ た 。
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5.9、2国 防 分 野 の デ ー タ処 理

軍 事 分 野 の デー タ処 理 シス テ ムや装 置 は,操 作 方 法(例 えば 操 作 は特 別 な デ ー タ処理 訓練 を受 け

てい な い 者 に で もで きるな ど)や,耐 久 性,フ レキ シ ビ リテ ィに対 す る要 望 が 民 間 の場 合 よ り も大

きい 。従 っ て部分 的 に は 企 業 に よ って提 供 され る製 品 を凌 駕 す る特 殊 性 が 要 求 され る。

この よ うな 要請 は ハ ー ドウ ェアに対 し てだ けで な く,そ れ と同 じ位 デー タ処 理 システ ム や装 置 の

構成 や プ ロ グラ ミン グに 対 して も向 け られ るの で あ る。 そ れ らは 司 令部 技 術,管 理 システ ム,中 心

的 あ るい は 専 門 的 機 能 と し て兵 器 システ ムの 中 へ組 み 込 まれ るの で あ る。

防 衛 関 係 の研 究 で 扱 う問 題 は 次 の通 りで あ る。

一新 種 の情 報 処理 ア ー キ テ ク チ ャー

一 自動 パ ター ン認 識

一 コ ン トロ ー ルの 問 題

一兵 器 シス テ ムの た め の リア ル タ イム ・デ ー タ処 理

一人 一機 械 の 会 話

一管 理 シ ステ ムを っ く る ため の組 織 理 論 的
,シ ス テ マ テ ィ クな評 価 方 法

一専用 デ ー タ処理 装 置 の た め の 新 しい 種 類 の 構成

一デ ー タ処 理 シ ス テ ム ・コ ン ポー ネ ン トの 多面 的 な安 定性(放 射線 な ど)

将 来 ・ 軍事 的 利用 に 供 され る装 置 は非 軍 事 的 な ア プ リケ ー ≒ ヨ ン も可能 で あ る。 例 え}弍,ラ ー ジ ・

ス ク リー ン.プ ロ ジ ェク シ ョン,群 管理 デ ー タ処 理 装 置,多 重 処 理 シス テ ムな どが それ に 該 当 す る
。

意 思 決 定 の 手 段 と して さ らに 管理 お よ び情 報 シス テ ムが つ く られ る。 その デー タバ ン ク技 術 や シ

ステ ム構 成 は 軍事 的 な 課題 並 び に一般 的 な マ ネ ジメ ン トの 課題 の解 決 に利 用 で き る。

次 の よ うな プ ロ ジェ ク トが そ れ ぞ れ開 発 され る こ とに な っ てい る。

一航 空 兵 器 の 管理 シス テ ム

ー海 お よ び海 ,空 の 軍 事兵 器 の 管理 シ ステ ム

ー道 路 の 交 通管 理 と監 視 シス テ ム

ー軍 隊 の 管理 システ ム

●

5.9.3放 射 線,環 境 研 究会 の 医学 デー タ処 理 研 究所(lMD)・

5.3章 で 述 べ た助 成 策 に 加 えて,放 射 線,環 境 研 究 会 のIMDは 長期 的 な課 題 で あ る,医 師 の 診

断 学 お よ び予 後学 の た め の マ シ ンに ょ る意思 決 定 方 法 の 適用 に っ い て開 発 を進 め るこ とに な った 。

そ の際,診 療 所 の パ ー トナー との密 接 な共 同 作 業 が 必 要 で あ る。 こ こで は主 に次 の よ うな 課 題 が扱

われ る 。

早 期 診 断学 と予 後学 の ア ル ゴ リズ ムの開 発
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健 康 管理 の対 策 と して は健 康 の維 持 と病 気 の予 防 が なに よ り も大切 で あ る。従 っ て広 範 囲 な住 民

の病 気 の早 期 発 見 は 次第 に そ の重 要 性 を増 しっ つ あ る。疾 病 デ ー タは(個 々の 診察 の た め に役 立 つ

以 外 に)流 行 病 の疑 問点 を解 決 す るの に役 立 ち,そ れ に ょ って病 因 や病 状 に 関 す る理 解 を深 め る こ

とがで き る。集 団検 診 に 必要 な要 員 が,将 来 不足 す るこ とは確 実 で あ る。従 って病 気 の早 期 発 見 の

た めの 自動 ス ク リー ニ ン グお よび マ シンの 利用 の措 置 を講 じな け れ ば な らな い 。IDMは,そ の た

め の方 法 を 開発 し,そ れ を心 臓 病 や血 管 の 疾病 お よ び腫 瘍 の早 期 発見 に 適用 し,実 験 す る。

臨 床 診 断 の アル ゴ リ ズ ムの 開発

コン ピ ュー タに よ る診 断 の 目標 は,医 学 上 の 知識 を客 観 的 に 適用 す る こ とで あ る。病 気 と症 候 群

の 関 連 を統 計 的 に と らえ る こ とを 可能 にす る よ うな 診察 例 に ょ って 得 られ る実 地 の 経験 が そ の た め

の基 礎 とな る。

IMDで は,コ ン ピ ュー タ との応 答 に ょ っ て診 断 で きるよ うな方 法 の開 発 に取 組 んで い る。 この

た めに 診 断 の過 程 が分 析 され,モ デル が つ く られ,プ ロ グラ ミン グされ,テ ス トされ,そ の結 果 を

シ ミュレー シ ョン しな け れ ば な らな い 。特 にIMDで は,す い臓,肝 臓,胆 の うの疾患 の診察にED

Pを 利 用 して い る。

医 学情 報 シ ス テ ムの 開 発

す で に 述 べ たIMDの 課題 に と って,医 学情 報 シ ステ ムの 開 発 は特 別 な 意 味 を持 ってい る 。 それ

に関 連 してIMDは 次 の よ うな 問題 を取 扱 っ てい る。

一莫 大 な数 に 上 る病 気 の早 期 発 見 の症 例 に関 す るデ ー タの 中 か ら関連 の あ る情 報 を組 合 せ る作業

一流行病 や病 気 の早 期 発 見 に 関 す る莫 大 な デー タを蓄 積 す る プ ラ ンの 開発 と実験

一流行病 や病 気 の早 期 発 見 に 関 す る莫 大 な デー タの 利用 法 の 開 発

この ほか に,医 学 デ ー タバ ン クを 実際 に 適用 して い く場 合 の デ ー タの選 択,適 合,識 別,デ ー タ

の機 密 保 護,デ ー タの安 全性 な どに 関 す る問題 も扱 う。

GesellschaftfurStrahlenundUmwcltforschungmbtt(放 射 線,環 境 研 究 協 会)の 予

算 か ら,1976年 ～1979年 まで 以 下 の よ うな補助 金 が 与 え られ るこ とに な ってい る。

◆

1976 1977 1978 1979 計

7.9 8.2 9.5 10.3 35.9

(単 位100万DM)

5.9.4GesellschaftfUrKernforschungmbH(原 子 力 研 究 所)の 技 術 デ ー タ 処 理 ア プ リ

ケ ー シ ョ ン に 関 す る 研 究 開 発.

カ ー ル ス ル ー エ のGesellschaftfurKernforschungmbH(原 子 力 研 究 所)は,独 自 の 予 算

で 次 の2っ の プ ロ ジ ェ ク トに よ る研 究 開 発 を行 な っ て い る 。
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一 デ ー タ処 理 装 置 に ょ るオ ペ レー シ ョ ン ・コ ン トロー ル(InstitutfUrDatenveravbeitung

inderTechnik(技 術 デ ー タ処 理 研 究 所)に おい て)

一 コ ンピ ュー タに ょ る開発 と構成

原 子 炉開 発 研 究 所(InstitutfUrReaktorentwicklung)に お い て

この よ うな作 業 は 第 三 次情 報 処理 計 画に よ っ て促 進 され る研 究 開発 作 業(5.5章 参照)と の 同 意

の もとに計 画 され 実 施 され る。

InstitutfUrDatenverarbeitunginderTechnik(技 術 デー タ処 理 研 究所 －IDT)で

は,典 型 的 な計 算 機 の オ ペ レー シ ョン ・シス テ ムの 基本 的 な機 能 が 開発,実 験 され,ド キ ュメ ンテ

ー シ ョンが行 な われ る。 規格 化 され たVDI/VDE作 業 の 一環 で あ る 「プ ロ セ ス ・コ ン トロ ー ル

コ ン ピ ュー タ ・オ ペ レー テ ィン グ ・シス テ ム」 は この成 果 を反 映 した もの で あ る 。特 に 高 水準 の 安

全性 と信頼 性 を もつ この オ ペ レー シ ョ ン ・』シス テ ムは開 発 され,ナ ト リウ ム原 子 炉SNR-300の

安全 装 置 システ ムと し て推 せ ん され る こ とに な るだ ろ う。計 算 機 に よ る通 信 ネ ッ トワー クに関 す る

標 準草 案 が 作成 され,そ れ に ふ さ わ しい シ ミュ レー シ ョン ・シス テ ムが 分 析 され た 。

処理 装 置 の ソ フ トウ ェアの 安 全 性 の 実 証,テ ス ト,信 頼 性 の あ る製 品 に関 す る最初 の 研 究 が始 め

られ た 。化学 装 置 や実 験 室 の 自動 化 に処 理 装 置 を利 用 す るた め,シ ス テ ム分 析が 実 施 され,そ れ に

適 した プ ロ グラ ム ・パ ッケ ー ジが 開 発 され テ ス トされ る こ とに な っ て い る。

この 作業 は,1979年 に向 け て 次 の よ うな 目 標 を設 定 して い る。

一処理 装 置 シス テ ムの新 しい 構 成 とオ ペ レー シ ョン組 織 の開 発 と実 験
。 その 際,経 済 性,使 い や す

さ,そ れ に 標準 化 され た プ ロ ジ ェ ク トの補 助 装 置 の 開 発 に重 点 が置 か れ る。

一処理 装 置 ソ フ トウ ェ アの安 全 性 と信 頼 性 を試 験 す るコ ン ピ ュー タに 基 い た方 法 と手 段 の 開 発
。

一化学 処理 技 術 分 野 の 具体 的 な 自動 化計 画 の遂 行
。 その 中 で新 に開 発 され た デ ー タ処 理 技 術 を実際

に テ ス トす る。

一処理 装 置の ソ フ トウ ェ アの機 能 と安 全性 を証 明 す るた めの リアル ・タ イ ム ・シ ミュ レー シ ョン と

テ ス トの実 施 。

Institutf廿rReaktorent〔vvieklung(IRE－ 原 子炉 開発 研 究所)の 作業 グル ー プに よ

って,長 年 の経 験 を基 に した 原 子 技 術 装 置 や シス テ ムは プロ グラ ム ・シス テ ムREGENTと な っ て

実 を結 ん だ 。 グ ラ フ ィ ック ・シス テ ム が小 型 計 算 機 に接 続 され て い る。 この よ うな シ ステ ムの た め

に,さ らに 構造 的 な技 術 上 の 問 題 を解 決 す る,装 置 の機 種 に制 約 され ない プ ロ グラ ムが 開発 され る

だ ろ う。Siemens330、310用 のプ ログラム言 語 コ ンパイラBASICが 開 発 され,ア プ リケー ショ ン

用 の ポ ー タブル な 処理 装 置 の ソ フ トウ ェ アの プ ラ ンにっ い て の研 究 が 行 な われ る。

1979年 まで の計 画 に は 次の よ うな作 業 が 含 ま れ てい る。

一装 置の 設 計 ,製 造 準備,シ ミュ レー シ ョン,工 程 の 管理 に 利用 で き るよ うな小 型 計 算 機 を そな え

た イ ン タ ラク テ ィブな グ ラ フ ィッ ク ・シス テ ムの開 発 と適用 。
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一 コ ン パ イ ラ や ア プ リケ ー シ ョン ・ソ フ トウ ェアの 開発 と テス トに必 要 な特 別 な補 助 プ ロ グラ ム

な ど技 術 的 な 課 題 の た めの モ ジ ュラ ー ・シス テ ムの 開 発 。

一 コ ン ピュー タに よ る設 計 に 関 す る理 論 的 な分 野 の 基 本 的 な研 究 を推 進 し ,す で に開 発 され た プ ロ

グラ ム ・シス テ ムREGENTを 実用 化 す る 。

GesellschaftfUrKernforschung(原 子 力 研 究 所)の 予 算か ら1976年 ～1979年 まで に 出 さ

れ る金 額 は 次 の 通 りで あ る。

〆

1976 1977 1978 1979 計

デ ー タ 処 理 装 置 に ょ る プ ロ セ ス ・コ ン ト ロ

ー ル ・コ ン ピ ュ ー タ
2.3 2.8 3.3 3.8 12.2

コ ンピ ュー タにょ る開 発 と組 立 て 1.3 1.0 1.0 1.0 4.3

計 3.6 3.8 4.3 4.8 16.5

(単 位100万DM)
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6大 学及び職業教育に関する施策

6.1デ ー タ処 理 技 術 者 の 需 給

連 邦政府 の第2次 情報処 理 計 画(1971-75)は,1970年 に10万 人で あ っ た デ ー タ処 理 技 術 者 の

数 を,1978年 に は25～40万 人 に 増 や す こ とを 目標 と した もの で あ り,同 時 に す べ て の教 育 段 階 に

お け るデ ー タ処理 教 育 の 質 的 ・量 的 な向 上 を 目 ざ した もの で あ った。 その た め,こ の計 画 と と もに,

大 量 の高 度 な 専門 家 を育 て る た めの さ ま ざ まな 施 策 が 導 入 され る こ とと な っ た 。そ うした施 策 の主

な もの は 、 次 の よ うな もの であ った 。

一情 報 工 学 に 関 す る地 域 を超 え た研 究 計 画

一地 域 計 算 セ ン ター の 設置

一 デー タ処理 職 業 教 育 セ ンタ ーの 設 置

一学 術研 究 に 関 す る交 流

さ らに1973年 春 に は第2次 情 報処 理 計 画の 中 で始 め られ た デ ー タ処理 教 育 部 門 の活 動 を さ らに促

進 し,新 しい 活 動 を実 施 す る ため に連 邦 研 究技 術者 のadhoc(デ ー タ処理 専 門 家 教 育)委 員 会 が 招

集 され,こ うし た活 動 を援助 す るた め に研 究技 術省 で は さ ま ざ まな 調 査 を 実 施 して きたの で あ る。

以 下 は この 特 別 委 員 会 に お け る活動 結 果 を要 約 した もので あ る。

1973年 に お け るデ ー タ処理 専 門家 の数

デ ー タ処 理 機 器の ユ ー ザ ー とメー カ ーを対 象 に 行 な った新 し い調 査 に よれ ば,1973年 にお け る専

門 家 の数 は約24万 人にの ぼ っ てい る。 ユ 一

図3導 入企 業 にお け る人 員 配分
ザ 一側 が21万 人,ソ フ トウェ アを 含 め た メ

ー カー側 が3万 人 とい う内訳 で あ る
。 この

中 には オ ペ レー タや プ ロ グ ラ マー,シ ス テ

ム ・ア ナ リ ス トをは じめ デー タ処 理 部 門 の

構 築 に あ た る コー デ ィネ ー タ ー,教 育 訓 練

担 当 者,ハ ー ドgエ ア専 門家,販 売 要 員,

管 理 者 さ らに は デ ー タ処理 部 門 以外 で 必要

な教 育 訓 練 担 当者等 も含 まれ てお り,1導

入 企 業 当 りで は平 均27人 に の ぼ っ てい る

(Dieboldの 分 類 法 で は設 置 台 数 は 平均

1.6台 に な る)。 こ れ らの 人 員の 配 置比 率
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は図3に 示 されてい る
0

1978年 に おけ るデ ー タ処 理 専 門 家 の 数

一方 ,1978年 に関 す る調 査 で は,ユ ー ザ ー とメ ー カー の計 画 をみ る と西 独全 体 で 約40万 人 の専 門

家 が要 求 され てい る。36万 人 が ユ ーザ ー で,4万 人 が ソ フ トウェ アを 含 め た メー カ ーで 要求 され て

い るの で あ る。 これ は1978年 に予 測 され る コ ン ピュー タ設 置 台 数 に基 づ く計 算 で あ り
,こ の精 度 は

コ ン ピュー タの 設 置 台数 の推 移 に依 存 し てい るた め ,そ れ ほ ど正 確 に 予 測 す る こ とは不 可能 とな っ

てい る。 この 予 測 に は1974/75年 に お け る景 気 後退 期 前 の 拡 張 計 画 を反 映 し て い るが ,し か し な

が ら経 済 変 動 の 影響 を量 的 に 正確 に評 価 す る こ とは不 可能 で あ り,不 確 か さ を と りの ぞ くこ とは で

きな いの で あ る。 デ ー タ処 理 専 門 家 の 必 要 量 は 長期 的 に み た場 合,本 質 的 に は 景 気 変 動 に 左 右 され

ない が,短 期 ・中 期 的 にみ た場 合多 少 影 響 を うけ る こ とは否 め な い 。

職 業 と して の デ ー タ処 理 の 長 期 的 見 通 し

職 業 とし て の デ ー タ処理 の 発 展 は デ ー タ処理 導 入 の進 展 に か か って お り,導 入法 で は 現在 広 く行

な われ てい るデ ー タ処理 業 務 の集 中 化 に か わ って.現 在 の デ ー タ処理 導 入 の構 造 的 欠陥 を解 消 し
,

新 技 術 を有 効 に 活用 す る こ と をね らい と して分 散化 へ移 行 す る傾 向 が 強 く,作 業 場 で の デ ー タ ・ス

テ ー シ ョンや 端末 器 の活 用 とい った形 で 広 く使 用 され る よ うに な ると予 想 され る
。 そ の結 果,デ ー

タ処理 業務 の 一部 が デ ー タ処 理 部 門 か ら個 々の専 門 部 門へ と移 行 され てい くよ うに な るで あ ろ う
。

将 来,ユ ー ザ ー ・プ ロ グラ ム の プロ グ ラ ミン グや 開発 に際 し ては,新 しい 規 格 化 され た,コ ン ピ

ュー タに よ るプ ロ グ ラ ミン グ技 術 が 利 用 され る こ とが予 測 され,ま た計 算 セ ン ターで は将 来 複 雑 な

操 作 シ ス テムが補 助 プ ロセ ッサ ーに よ っ て コ ン トロー ル され るよ うに な り,さ らに は 中 央 計 算 機 へ

の プロ グ ラム の流 れ は 大部 分 自動 化 され,そ の 自動 化 は周辺 機 器 に よ って行 な わ れ るよ うに な る と

み られ てい る。

こ の こ とは教 育 訓 練 に とっ て,導 入部 門 の 作業 者 が将来 単 に 端末 機 器 や デ ー タ 処理 シス テ ム を マ

ス ター して い るだ けで な く,デ ー タ処 理 の専 門 家 は もと よ り
,各 部 門 の専 門 家 に して もコ ン ピ ュー

タ と個 々の専 門 分 野 の 両 方 の 知 識 が要 求 され る こと を意 味 して い る
。 さ らに計 算 セ ン タ ーの 作業 者

は,ト ー タル シス テ ムに 関 す る課 題 にか わ って,ま す ます 複雑 化 す る シス テ ム を最 適 に ,経 済 的 に

利 用 す るた め に高 度 な 訓練 と専 門 化 が 大 き く要 求 され るよ うに な って くる もの と み られ て い る。

現 在 の プ ロ グラ マー は そ の 作 業範 囲 も非 常 に 限 定 され てい るが,将 来 は 標準 プ ロ グラ ムの補 完 な

ど もその 職 務 に 含 ま れ,ソ フ トウ ェ アや ハー ドウェ アに も及 ぶ 新 しい 処理 技 術 を も行 な うよ うに な

ろ う。 それ に と もな っ て必 要 な 技 術 に 関 す る高 い能 力 が要 求 され る
。長 期 的 に は オ ペ レー タや プ ロ

グラ マ ーの需 要 は少 な くな り,デ ー タ処 理 作業 の個 々の 専 門部 門 へ の部 分 的 な移 行 に と もな って ,

これ まで の シス テム ・ア ナ リス トや シス テ ム導 入 の コーデ ィネ ー タ ーに は 新 しい 要 求 が出 され るよ

うに な って く る。 これ は デー タ処 理 を導 入 し た部 門 の業 務 に関 す る専 門 知 識 が従 来 に 較 べ て ま す ま

す要 求 され,必 要 な 能 力 が ます ます 高 くな る こ とが予 想 され るか らで あ る。
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以 上 を要 約 す る と次 の2っ に ま とめ られ る 。・

一 オ ペ レー タ ー ,プ ロ グ ラマ ー,シ ステ ム ・ア ナ リス ト,デ ー タ処 理 部 門 の 導 入 コー デ ィネー ター

は将 来 緊 急 に質 的 な 向上 が 要 求 され る。同 時 に 販 売 要 員,ハ ー ドウ ェア技 術者 、教 育 訓練 担 当者

は大 量 に育 成 す る こ とが 必 要 で あ る。 さ らに デ ー タ処理 専門 家 の 配 置替 えな どは ひ きつ づ い て あ

る程 度 の 役割 を演 じ るが,デ ー タ処理 職 の専 門 化 が す す む こ とに ょ っ てそ の意 味は 失 な って し ま

うで あろ う。

一 これ まで の特 色 だ っ たデ ー タ処理 専門 家 に対 す る高 い需 要 は,80年 代の始 ま り と共 に低 下 して い

く。 しか し同 時{ζ,現 在 働 い てい る デー タ処 理 要 員 の 年 令 構 成 か ら,長 期 に わ た?て わず か な補

充 の ため の 要 員 が 必 要 とな る。 これ は デー タ処 理 部 門 の 発 展 計 画 の 際 に考 慮 され ね ば な らな い 。

デ ー タ処理 分 野 に お け る教 育 訓練 能 力

1973年 には 正規 の教 育 過 程 を も った教 育 施 設 は年 間15500人 の デー タ処 理 専 門家 の教 育 能 力 を も

っ てい た。 これ は さ らに1978年 に は18,700人 に な ると予 測 され てい る。 これ に は1971年 か ら1973

年 の 間 に設 置 され・た大 学 や 高 等 専 門 学 校 の修 了者 が3-4年 後 の1975-1977年 に や っ と専 門 家 と

な るこ とが見 込 まれ てい る。 デ ー タ処 理 専 門家 の教 育 訓練 は他 の 職 業 に比 較 す ると まだ ま だ組 織 的

に は な ってい ない 。 し っか り した職 業 像 をは じめ と して教 育 ・検 定 規 定 が欠 け て い るの で あ る。 そ

の ため 大量 の さ ま ざ ま な教 育 機 関 が も って い る訓 練 能 力 を正確 に比 較 ・評 価 す るこ と を困 難 な もの

に してい るの で あ る。 さ ま ざ まな教 育 機 関の 教 育 プ ロ グ ラ ムに つ い て も,質 ・量 の 両 面 か ら科 目の

内容 等 大 きな バ ラ ツキ を み せ て い るの で あ る。

正 規 の教 育 プ ロ グ ラ ムを も った教 育 施 設 とな らんで,主 と し て メ ー カ ーに よ って行 な われ る デー

タ処 理 コー スや セ ミナー が あ り,こ れ らメー カー に ょ る コー ス やセ ミナ ーの 出 席者 は1973年 には,

180,000人 に もの ぼ り,そ れ らは平 均4.3日 とい う長 さ を もっ てい る。 し か し 実 際 に訓 練 を うけた

正 味の 数 は,同 一人 が 異 な っ たい くっ もの コー スに参 加 し てい るた め非 常 に少 な い 。 とは い え1973

年 に お け るデー タ処 理 教 育 に 大 きな貢 献 を して い る こと は明 らか で あ る。

デ ー タ処理 専 門家 に対 す る需 給 比 較

1978年 に予 定 され てい るデ ー タ処 理 専 門家 の 数 と,1973年 にお け る数 あ 差 は16万 人 に の ぼ る。特

別 委 員会 に よ る調 査 で は,こ の16万 人 の職 種 別,教 育 レベ ル別 の 内 訳 が 明 らか に され て い る。 表14

に この 内訳 と,正 規 の プ ロ グ ラム を も った教 育 施 設 の 収容 能 力 の比 較 が 示 され てい る。 ま た表15-

17に は,大 学,高 等 専 門 学 校,そ の他 教 育 レベ ル別 の 専 門 分 野 の 内 訳 が 示 され て い る。
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表141973-1978に お け る正 規 の教 育 施 設 修 了 によ るデ ー タ処 理 専 門家 の 数 と需 要

教 育 レベ ル

需 要 調 査

(1973-78)

教育 施設 か ら供 給
され るべ き 人数

(1973-78)

教 育 訓練 収 容 能 力

(1973-78)

1978年 以降 の

教育訓練収容能力

大 学

高 等 専 門 学 校

そ の 他

37,000

26,500

85,500

23,500
'

26,000

99,500

6,500

3,000

79,700

2,600

900

15,200

計 149ρ00 149ρ00 89,200 18,700

表151973-78に お け るデ ー タ処 理 専 門家 需 要 量(大 学 教 育)

専 門 分 野
教 育 に よ って カ バ
ーす べ き需 要

(73-78)

1973-78の 教 育 能 力 1978年 以降の

年間教育能力人 数 %

デ ー タ処理 専 門

数 学 ・工学 専門
一部 デー タ処理

商 業 専 門
一部 デー タ処理

7,500

7,000

9ρ00

2,700

1200

2,600

36D

17.1

28.9

900

500

1,200

計 23,500 6,500 277 2,600

111$1`

|`llll

llll1: ll
|',,(高 等専門学校)l
II

1デー タ処理 専門

整㌫ 三耀盟
商 業 専 門一部データ処理

11,000

6,000

9,000

1,900

700

.400

17.3

11.7

44

600

200

100

計 26,000 3,000 11.5 900

表161973-78に お け る デー タ処 理 専 門 家 の 需 要 量(大 学 ・高等 専 門 学 校 以 外 の 機 関)

■

専 門 分 野
教 育 に よ って カ バ
ーす べ き需 要

(1973-78)

教 育 能 力 1978年 以降の
年間教育能力

(人 数)(1973-78)

ハ ー ド ウ エ ア

経 済 ・行 政 分 野

工学 及 び 自然 科 学

分 野

そ の 他

13,200
.

73,100

3,700

9,500

5,600

22,800

3,100

48,200

42.4

312

838

507.4

1,100

4,600

600

8,900

計 99,500 79,700 80.1 15,200

表14の1列 目 と2列 目は,直 接 調 査 に よ って明 らか に され た需 要 量(つ ま り教 育 に よ っ て カ バ ー

され るべ き必 要 量)と,教 育 施 設 に よ って実 際 に カバ ー され る供給 量 との 対 比 を 示 し て い る 。 ま
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た2列 目 の数 には ・全 て の 必要 な専 門家 が教 育 ・,訓練 修 了者 や学 卒 者 に よ っ て新 た に補 充 され るわ

け で は な く,企 業 内教 育 ・訓練 に ょ る昇進 や,必 要 な部 署 へ の編 成 替 え等,内 部 の 人 事 移 動 に よ っ

て補 充 が行 な われ る こ と等 が考 慮 され て い る。 この こ とは,外 部 に お け る必要 な 部署 の 変 化 を お よ

ぼ し,そ の 場 合,高 度 な部 署 へ の需 要 は 他 の部 署 へ の転 換 に よ って 柔 らげ られ るこ とにな るが
,い ず

れ に し て も全 体 の需 要 量 は か わ らな い 。

表16で は1行 目か ら3行 目 ま で は明 らか な職 種 の分 類 が 行 な わ れ て い るが,4行 目 に は これ らの

中 に 含 まれ な い 全 て の デ ー タ処 理 教 育 ・訓 練 が含 まれ てい る。 この数 字 が需 要 に比 較 して供 給 過 剰

と な っ てい るの は,単 に調 査 上 の技 術的 な 問題 の結 果 であ り,実 際 に は こ れ ら4行 目 の教 育 修 了者

た ちは,1～3行 目の分 野 の補 充 に 起 用 され るわ けで あ る。 この他 の い わ ゆ るデ ー タ処 理 の コー ス

や セ ミナ ーは 表14-16に は含 ま れ てい な い 。それ らは 別 に あ る。

デー タ処理 教 育 実 施 へ の 手 び き

デ ー タ処理 専 門 家 の 教 育 と題 す る特 別 委 員 会 の 手 び きは)人 間 に関 す る奨 励 策 か ら入 門 ・中 級 へ

の教 育 プ ロ グ ラム の構 成,設 備 等 へ の助 成 な ど全 ての 分 野 に わ た りま と め られ てい る。

これ を 要約 す る と,明 らか に講 座 の 増 設 が 必 要 な高 等 専門 学 校 を の ぞい て は,将 来 に お け る課 題

は,年 々の教 育 能 力 増 加 の 累 積 効果 が 生 じ る た め1978年 以降 新 た な さま ざ ま な教 育 を量 的 に 増 加 さ

せ る こ とで は な く,全 ての レベ ルの デ ー タ処 理 専 門家 に 対 す る入門 ・継 続 的 教 育 プ ロ グラ ムの 質 的

向 上 を計 る ことに あ り,と くに フ レキ シブ ル な講 座 編成 を もった公 認 の 統 一的 な教 育 プ ロ グラ ム を

完 成 させ るこ とに あ る。

連 邦 研 究技 術者 は この 特 別 委 員 会 の 助 成 策 を全 ての デー タ処理 教 育 に 携 わ る者 や関 連 部 署 の 人 び

とに,基 本 的 な意 思 決 定 の 資 料 として 紹介 し,非 常 な 注 目を集 め てい る。

特 別 委 員会 の個 々の助 成 策 の うち,連 邦 研 究 技 術 者 の助 成 活 動 に 相 当 す る もの は,以 下の助 成 策

の中 に も りこ まれ てい る。

6.2助 成 策

6.2.1情 報 工 学 に 関 す る 広 域 研 究 計 画

情 報 工学 は 技 術 的 手 段 を使 った情 報 処理 の 方 法 と システ ム に関 す る学 問 で あ る。 それ は と くに,

今 日の 計 算 装 置 の 技 術 的 機能 を駆 使 して,必 要 とす る情 報 の加 工 と表 示 を行 な う もので あ る。 その

際,個 々の 利 用 の特 殊性 よ り も,基 本 的 な多 方 面 に 利用 で きる知 識 と方 法 を開 発 す るこ とに 重 点 が

おか れ て い る 。 一

答 大 学 や 高 等 専門 学 校 に お け る情 報 工学 の研 究 をす す め,需 要 に 応 じ て促 進 させ るた めに1969

年 に 広 域情 報 工 学研 究 プ ロ グ ラ ムが決 定 され た 。 そ の た めの 費 用 は,GG(Grundgesets=基 本

法)の916項 に 基 づ い て連 邦 政 府 が70%を,そ れ ぞ れ の 州 が30%を 負担 す る こ と と な っ てい る。 連

●
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邦 政 府 が 一部 を分 担 す る こ とに よ って,通 常 の大 学 に お け る研 究範 囲 を こ えた 、 また特 別 に 共 同 研

究 を要 す るよ うな膨 大 な 課題 が解 決 され る〆こ とを期 待 し て い るわ けで あ る 。

1975年 の末 に予 定 され てい る この 体 制 の完 成 の後 は,こ の計 画 のた めの 資 金 は,通 常 の大 学 の予

算 に追 加 され るこ と に な る。

この 共 同 の資 金 に 含 ま れ て い るの は,人 件 費 と物 品 費 な どで あ り,そ れ には デー タ処 理 装 置 の 賃

貸 ・稼 動 ・監 視 費 や計 算 機 の 賃貸 料,旅 費,資 料 ・文 献 費,部 屋 の賃貸,機 器の 購 入 費 な どが 含 ま

れ てい る。

具 体 的 に は,以 下 の13の 専 門 分 野 で15～20の 大 学 に120～150の 研 究 グル ー プを設 置 す る こ とが

計 画 され,そ れ と並 行 し て情 報 工学 の 講座 が 新 設 ・増 設 され るこ とが計 画 され て い る。13の 専 門 分

野 には 以 下 の よ うな もの が 含 まれ て い る。

1.オ ー トメー シ ョ ン理 論 と形 式言 語

2.プ ロ グ ラ ム言語,会 話 言語 及 び翻 訳

3.計 算 機組 織 と フ ィー ド機 構

4.運 営 シ ステ ム

5.情 報管 理 システ ム

6.連 続 的信 号 の 数 値 処理 方 法..'

7.計 算 機 技 術

8.

9.

10.

11.

12.

13.

デ ジタ ル計 算 機 に よ る技 術 プ ロ セ スの 自動 化

計 算 機 に よ る計 画 ・立 案 ・設 計

医学 に お け る デ ー タ処 理 利 用 の 方 法

教 育 に お け るデ ー タ処 理 利 用 の 方 法

デー タ処 理 の 経 営 管 理 へ の 利用

司法 ・行 政 へ の デ ー タ処 理 導 入 の方 法

第2次 情 報 処 理 計 画 の 末 期 に お け る情 報 工学 研 究 プ ロ グ ラ ムの状 態 は 表17に 示 され て い る 。

、
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表17情 報 工学 研 究 プロ グ ラ ム

研 究 グ ル ー プ

大 、 学 機 種 理 論 的 実 際 的 技 術 的 利 用
専 門 分 野 専 門 分 野 分 野 研 究 計

1 2.4.5 3.6.7.8 9-13

ベ ル リ ン 工 大 IBM/370-158 1 4 1 1 7

ダ ル ム シ ュ タ ッ

ト 工 大
S4004/151 1 4 2 2 9

カ ー ル スル ーエ夫 B6700 1 4 5 4 14

ザ ー ル ブ リ ュ ツ
ケ .ン 大

TR86(440) 1 3 3
会≡ ・7

ボ ン 大 1 3 2 1 7

キ ー ル 大 Unidata7750 1 3 1
一 5

ハ ン ブ ル グ 大 PDP10 1 2
、

3 1 7

ブ ラ ウ ン シ ュ パ

イ ク 大
PRIME300 1 3 2 1 7

シュツ ッ トガル 吠 TR440 一 4 6 3 13

ア ー ヘ ン 工 大 TR440 2 4 2 1 9

ミ ュ ン ヘ ン 工 大 TR440 2 3 4 3 12

エ ル ラ ンゲ ン大 TR440 1 2 3 1 7

ドル ト ム ン ト大 一 1
一 2 一 3

カ イ ザ ー ス

ラ ウ テ ル ン 大
Unidata7730 1 2 2 一 5

計 15 41 38 18 112

計 画 12-15 32-45 30-44 25-40 99-144

1975年10月 一1976年3月 の 学 期 には5,100人 の 学 生 が情 報 工学 を専 門 分 野 に 専 攻 し,43pO人

の 学 生が情 報 工学 を第2専 門 科 目 と し て専 攻 して い る。情 報 工 学 を専 門 科 目 とす る学 生 の ため に 毎

年 約1,400の 定 員 が 設 け られ て お り(表 ユ8参照),全 ての 大 学 では 情 報 工学 を専 攻 す る学 生 の ため

に,デ ー タ処 理 利 用 の 分 野 の な か か らさ ま ざ まな第2専 門 科 目の選 択 の可 能 性 が与 え られ て い る。

主 と して選 択 され る第2専 門科 目は,経 済学,電 子 工学,数 学,物 理 学,言 語 学 及 び 工学 で あ り,

ま た 逆 に,情 報 工学 を第2専 門科 目 と し て選 択 して い る学 生 は 数 学 や経 済学,電 子 工学,物 理 学 な

ど を専 攻 して い る学 生 に多 い 。

情 報 工 学 の 研 究 プ ロ グ ラム の中 の 個 々の専 門 分 野 で は,毎 年 研 究 グル ー プ に ょ るセ ミナ ーな どが

催 され,そ こで は す で に実 施 し,計 画 され て い る研 究 活 動 が共 通 の 目的 の た め に報 告 され,研 究 報

告 が刊 行 され てい る 。 こ うした セ ミナ ー に産 業界 の専 門家 ・実 務家 が参 加 す る こ とに よ っ て ・大学

の 研 究者 と産 業 界 の 研 究 者 の 間 の密 接 な 共 同研 究へ と発 展 す る こ とが望 まれ,ま た情 報 工学 を専 攻

す る学 生 には 教 育 ・訓 練 へ の 良 い 影 響 さ え も もた らす こ とが 期 待 され て い るの で あ る。
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表18情 報工学専攻の定員

全 学 生 数
大 学 年間の新規定員

専 門 第2専 門

ベ ル リン工 大 200 900 242

ダ ル ム シ ュ タ ッ ト 工 大 190 405 125

カ ー ル ス ル ー エ 大 120 684 1,280

ザ ー ル ブ リ ュ ッ ケ ン 大 36 197
、

58

ボ ン 大 60 347 210

キ ー ル 大 40 177 130

ハ ンブ ル グ大 84 339 225

ブ ラ ウ ン シ ュバ イ ク 大 58 200 200

シ ュ ツ ッ トガ ル ト大 95 313 585

ア ー ヘ ン 工 大 60 241 589

ミュ ン ヘ ン 工 大 140 489 319

エ ル ラ ンゲ ン 一 二 ュ ル

ン ベ ル フ 大
120 313 200

ドル ト ム ン ト大 100 443 94

カ イザ ー ス ラウ テル ン大 50 65 68

計 1,353 5,113 4,325

第2次 情 報処 理 計 画の 期 間 の終 わ りに 当 っ て,デ ー タ処理 産 業 で求 め て い る高 度 な デ ー タ処理 技

術 者 の 育成 とい う期 待 に こ の情 報 工学 研 究 プ ロ グラ ムが 充分 応 えた か ど うか,あ るい は この 第2次

計 画 の初 期 に確 認 さ れ米 国 に 対 す る遅 れ を挽 回 し たか どうか 最終 的 な結 論 を出 す こ とは まだ 時期 尚

早 だ ろ う。 し か し なが ら,こ の プ ロ グ ラ ムの研 究 グル ー プの た め に高 い能 力 を もっ た グ ル ー プ ・リ

ー ダー を と くに 産 業 界 と海 外 か ら獲 得 で きた ことは 大 きな成 果 で あ り ,ま た この プ ロ グ ラ ムが ぽ と

ん ど計 画 通 り実 施 で きた こ とは成 功 とい え るで あ ろ う。 と くに 現 在 の グル ー プ ・リーーダ ーの30%は

産 業 界 出身 で あ っ た こ とを考 えれ ば,こ の こ とは明 らか で あ る(表17を 参 照)。 この こ とは また,

ここ数 年 間 に開 かれ た情 報 工学 分 野 の 会議 を み て も,ド ィ ッ人 に よ る研 究発 表 の比 率 が しだ い に 増

加 し,外 国 の専 門家 と の 資料 ・情 報 交 換 に おい て も両 サ イ ドに 大 きな成 果 を みせ て い る こ とか ら も

うな づ け よ う。

1925年 の末 まで に情 報 工学 専 攻 の学 生が 約500人 修 了 試験 を ラけて い るが,博 士課 程 へ の進 学 が

可 能 な た め,そ の うちの 一部 だ け が産 業 へ 就 職 した に す ぎな い 。 しか し こ うし て就 職 し た学 生 た ち

に 関 す る採 用 と配 置 の 調 査 が 行 な わ れ てい ない ため,前 出の デー タ処 理 専 門家 の 需 要 に関 す る調 査

だ け が産 業 の情 報 工 学 学 生 へ の 関 心 を示 して い るに す ぎな い
。
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情 報 工学 や情 報 工学 を専 門 と す る技 術者,経 営 学部,商 学 部 で情 報 工学 を専 攻 した い わ ゆ る学 士

は1973-78年 の 間 に 西 独 で は14,000の 需 要 が あ るが,企 業 内 に お け る人事 移 動 等 を 考慮 す る と,

この中 で も外 部 か らの 導 入 数 は7,500で 間 に 合 うこ とに な る(表15参 照)。 さ らに 同期 間 に お け る

教 育 能 力 は2,700人 で あ り,も し数 年 を要 す る教 育 過程 の定 員 が フル に活 用 され る と,1978年 以降

の供 給 量 は 年 間900人 に な るわ けで あ る。

図4情 報工学学士に求められ る作業能力
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図4に デー タ処 理 利 用 者 や メ ー カ ーが情 報 工学 学 士 を導 入 す る場 合,彼 らが学 生 に どん な能 力 を

期 待 して い るか が示 され て い るが,そ れ に よ る と シス テ ム分 析 と下 部 構 造 に お け る作 業 に重 点 が 集

ま ってい る。

6.1章 で 明 らか に され た デ ー タ処 理 業 務 の 長期 的 な展 開 は,第2次 情 報 処 理 計 画の助 成策 で情 報

工学 学 生 の教 育定 員 の 増 加 を ね らい と して い る大 学 の 分 野 に おい て,利 用 に 基 づ い た情 報 工学 の 構

築 が さ らに進 め られ,ま た デ ー タ処理 専 門分 野 か ら他 の分 野 ヘ デ一 夕処 理 能 力 が 伝 達 され ね ば な ら

な くな る こ とを示 め し てい る。

ま た,デ ー タ処 理 専 門 家 の需 要 に 関 す る新 しい調 査 は,第2次 情 報 処 理 計 画中 の予 測 に バ ラ ツキ

は あ る と して も,商 業 や技 術 の分 野 に おい ては望 まし い教 育 過 程 は 多 少 異 った配 分 に な る こ とを示
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して い る 。 とい うの は,第2次 情 報処理 計 画 の中 では ま だ,大 学 で教 育 を うけ る デー タ処 理 専 門 家
⇔

の2/3は 経 営学 系 の専 攻 科 目か ら来 な け れ ば な らない と予 測 され てい た が,6.1章 の 表 に よ る と,

大学 に お け る情 報 処 理 専 門家 は,そ れ ぞ れ情 報 工学,数 学 及 び 技 術,商 学 そ の他 か ら1/3ず つ養

成 され るべ きで あ る こ とを示 してい るの で あ る。

今 後 の助 成 策

この情 報 工学 プ ロ グ ラム実 施 の 時 間 的 な遅 れ を考 慮 して,連 邦 政 府 の 費用 負 担70%は,当 初 計 画

され た1975年 か ら1976年 末 まで 継続 され るべ きで あ ろ う。 そ の 後1978年 まで に連 邦 補 助 金 は 段 階

的 に解 消 させ るよ うにす るべ きで あ る 。1977,78年 の 両年 に は,該 当 す る大学 が関 心 を も ってい る

限 り、 これ まで 賃 借 して きた 計 算機 を 買 い取 り大 学 の 所 有 物 に す る こ とが計 画 され て お り,こ うし

た経 過 規 定 の 採 用 に よ って,こ の プ ロ グ ラム が確 立 した研 究 ・教 育 能 力 の維 持 を 図 らね ば な らな い。

6.2.2学 術 的 な経 験や 情 報 の 交換

デー タ処理 の分 野 に お け る学 術 的 な経 験 や情 報 交 換,あ るい は 国際 的 な規 格 委 員会 や専 門 団 体 で

の ドイ ツ人 専 門家 の活 動等 を さ らに す す め る た めに,以 下 の よ うな 政策 を確 立 す る必 要 が あ る 。

一外 国へ の ドイ ツ人 デ ー タ処理 学者 の留 学 の た め にDAADの 特 別 プ ロ グ ラ ムを継 続 させ る こ と
。

一大 学 に お け る デ ー タ処理 教 授 陣育 成 の た め にECの 範 囲 で 行 な ってい る夏 期 学 校 を援助 す る こ と
。

一 ドイ ツに お け る国 際 的 レベ ル を もった デー タ処理 会 議 の 開 催 を促 進 す るこ と
。

一国 際 会 議 や 規格 ・標準 化 委 員会 の準 備 ,実 施活 動 へ の ドイ ツ人 デ ー タ処 理 専 門家 の 参 加 を支 援 す

る こ と。

そ の た め,著 名 な外 国の デ ー タ処 理 学 者 を プ ロ ジ ェク トの 共 同 作業 や情 報 工学 研 究 グル ー プ,数

学 ・デ ー タ処理 協 会 の研 究等 に 招待 す る こ とな ど も試 み られ ね ば な らな い 。

6.2.3地 方 計 算 セ ン ター の 建 設 プ ログ ラ ム

☆ 大 学計 算 セ ン ター の 形態 と課 題

大学 計 算 セ ン ター の計 画規 模 は その 大 学 の 専門 領 域 に ょ り決 定 され る。 こ うし た領 域 に 対 して は,

しか し 以 下 の よ うな 基本 的 機 能 が満 た され るよ うに計 算 能 力 は 準 備 され な けれ ば な らない 。 その 基

本 的 機能 とは,

一学 生 の 教 育 ・訓 練 や科 学 者 に よ る シス テ ムの利 用 の範 囲 で
,バ ッチ処 理(遠 隔 バ ッチ処 理 も)や

対 話 処理 に ょ る短 期 の 大 量 な取 扱 い 。

一 バ ッチ処 理 ・遠 隔 バ ッ チ処 理 にお け る科 学 者 の よ り大 き な プ ロ グ ラムの 処 理
。

一 図書 館 自動 化 を含 む大 学 運 営 上 の 課題 の引 き受 け
。

な どで あ り,そ の た め多 くの 場 合以 下 の よ うな付 加 的 な機 能 が 満 た さな けれ ば な らな い 。

一 と くに 自然 科 学 ・工学 ・医 学 分 野 に お け る問題 の リアル タ イ ム処 理
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一大学 病 院 や コ ン ピ ュー タ を利 用 し た教 育 等 の よう な 特 殊 な 課題 の 引 き受 け 。

こ うした 要請 は そ れ ぞれ の 大 学 で 異 な っ た比 重 を もって い る。 し たが っ て大学 の分 野 に お け る必

要 な処 理能 力 とい う点で,全 てに 共 通 す る原 則 を打 ち出 す こ とは不 可 能 で あ り,む し ろケ ー ス ・バ

イ ・ケ ー スで 調査 され な けれ ば な らない 。

こ れ まで の 開発 に おい ては,端 末機器 や特殊 な計算機(た とえ ば プ ロ セ ス計算 機 の よ うな)の 広 く

分 岐 した システ ムを も った集 中 デ ー タ処 理 シス テ ムに よ る需 要 の カバ ーが 重 点 に お か れ て い た。 そ

の結 果,現 在 大学 の 基 本 的 機 能 や分 散 し てい る計 算 需 要 の要 求 をは じ め と し て,特 殊 な課 題 を もみ

た す こ とが で き るわ けで あ る。

計算 機 間 の結 合 シ ステ ムが ます ます 開 発 され て い くこ とに ょ っ て,未 来 に お い ては 大学 の 計 算 需

要 を カバ ー す るた め に2つ の 新 しい 方 法 が 明 らか に され て い る。 それは,

一 お互 い に 隣接 し た大 学 や あ るい は 研 究 施 設 の 近 くに あ る大 学 が
,時 期 的 な ワー ク ロー ドの調 整 を'

行 な い,両 方 の計 算 機 を結 合 し た計 算 システ ム(タ ンデ ム ・シス テ ム)を 共 同 で運 営 し,相 互 の

機 能 ・能 力 を共 同で 管 理 し てい く方 法 と,

一基本 的 作 業 や中 規 模 な計 算 問 題 ,経 費 の か か る問題 は中 大型 計 算 機 を保 育 して い る大学 で処 理 し,

多 くの計 算 頻 度 の 高 い 重 要 な課 題 に 対 し ては,個 々の 大学 の計 算 機 が接 続 され た よ り大型 の計 算

機 に よ っ て共 同 処理 を行 な う方 法 で あ る 。

高 い 柔 軟性 と故 障 に対 す る安 全性 の 理 由 か ら,さ らに は質 的 ・量 的観 点か らの過 剰 負 荷 改善 の 目.

的 の た め に,将 来 に おい ては 計 算 シス テ ムの 結 合 は非 常 に重 要 な意 味 を もっ て く るで あ ろ う。 とい

うのは,た とえば特殊 な周辺機器等 の よ うな コス トの 高 い装 置 や デ ー タ ・バ ンク,プ ロ グ ラ ム ・シ ス

テA .,運 営 シス テム な どは 全 ての 施 設 が 所 持 す る必要 は な い が,し か し全 ての計 算 セ ン ター が 自由
〆

に利 用 で きな け れ ば な らない か らで あ る。

☆ 需 要 の 動 向

全 ての 州 で は 現在,さ ま ざ まな シス テ ムづ く りが す す め られ て お り,馳連邦 研 究 技 術省 の 提 案 に 基

づ い て学 術 会 議 の あ る作 業 グ ル ー プは,中 期 計 画 に 際 し ての 大学 側 の計 算 能 力 測 定 基 準 に 関 す る案

を っ くっ てい る6こ の グルー プの 結 論 に ょ る と,い まの と こ ろ まだ デ ー タ処 理 の 導 入 可 能性 は非 常

に 流動 的 で あ るとい わ れ てい る。 デ ー タ処 理 の 利 用 分 野 と学 術分 野 は つ ぎか らつ ぎへ と開 発 され,

そのた め,現 在 明 らか に す る ことが で きな い計 算 需 要 が まだ まだ あ るわ けで あ る。

そ の うえ,現 在 す で に デ ー タ処 理 が 実 施 され てい る分 野 に お い て も新 た な需 要 が ます ます 開 発 さ

れ るこ とが予 想 され,学 術会 議 の 作業 グル ー プは,計 算 需 要 は お よ そ2年Cと に 倍 増 す る だ ろ う と

判 断 してい る。 これ は年 間 の 増 加 率40%に 匹敵 す るの で あ る。 この 潜 在 的需 要 の 上 昇 が どこで 息 を

つ くか,今 の と こ ろ予 測 はで き ない 。 しか し な が らデ ー タ処 理 装 置 の コス トダ ウ ンや 分 野 の限 定 さ

れ た シ ステ ム等 の 採 用 増加 に ょ って,中 規 模 な計 算 需 要 は 計 算 機本 体 の需 要 の増 加 率 とは 異 な っ た

もの に な る こ とは 予 想 され て い る。
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☆ 大 学 に お け る計 算 機 設 備 の 現状

大 学へ の計 算 装 置 の設 置 方 法 に っ い ては,こ れ らの プ ロ ジ ェク トの 一環 と して 設 置 で きる可 能性

の ほか に,現 在3つ の プ ロ グラ ム が あ る:

一大学 建設 促 進 法(Hoehschulbauf6rderungsgesetr:HBFG)に ょれ ば
,15万 マ ル ク以

上 の デ ータ処 理 装 置 は,ド イ ツ基本 法91a項 の地 域 の 課題 と して連 邦 と 州 の50%ず つ の分 担 が

うた われ てい る 。 また 大学 に お け る基本 的 設備 とし ての中 ・小 型 デ ー タ処 理 シス テ ムは,別 に 大

学 建 設 促進 法 の範 囲 で 設 置 す る こ とが で き る。

一あ る地域 の需 要 を満 た した り,大 学 以外 の施 設 との共 有 に な るよ う な デ ー タ処 理 シ ス テム に つ い

ては,地 方計 算 セ ン ター設 置 プ ロ グ ラムに 従 って,1968年 に施 行 され た ドイ ツ基 本 法91b項 を基

礎 とした 行政 的合 意 の の ち設 置 す るこ とが で きる 。 この プ ロ グ ラムの 専 門 的 な 実 施 に つい ては ド

イツ研 究協 会(D.Forschungsgemeinschaft)が 担 当 して お り,設 備 の80%ま で 連 邦 か ら補

助 され る こ とがで きる 。

一 ドイ ツ研 究 協 会 は 独 自の計 算 装 置 導 入 プ ロ グ ラ ムで デ ー タ処理 装 置 を設 置
,大 学 に 提 供 して い る。

現在 では 新 し い大学 の計 算 セ ン タ ー設 置 援助 は行 なわ ず,も っぱ らす でに 設 置 され た セ ン タ ーの

維 持 と増 設 を援助 して い る 。

これ らの プ ロ グラ ムに 関 す る計 算 装 置新 設 や拡 張 の す べ ての 申請 は,ド イツ研 究協 会 の計 算 装 置

委 員 会 に お け る同 じ審 査 委 員 会 に よ って審 査 され てい る。 こ うし た方 法 が統 一 の とれ た基 準 に よ る

評 価 と全 国 に お け るバ ラ ン スの とれ た 大学 の設 備,需 要や 課 題 の 重 要性 にの っと った計 算 設備 の建

設 を可 能 に して い るわ け で あ る。

表19す で に 設置 され た地方 計 算 セ ンタ ー

ベ ル リ ン

ζユ ノ ヘ ン

ハ ン ブ ル グ

ボ

ハ ノ ー バ ー

カ イ ザ ー ス ラ ウ テ ル ン

シ ュ ツ ッ ト ガ ル ト

ダ ル ム シ ュ タ ッ ト

ケ ル

ハ イ デ ル ベ ル グ ー マ ン ハ イ ム

マ ー ル ブ ル グ ー ギ ー セ ン

オ ル デ ン ゴ ル グ ー オ ズ ナ プ リ ュ ッ ク

CDC175/TR440DP

CDD175/TR440DP

TR440DP/UNIDATA7.755

1BM/370-168

CDC76/73/73

TR440DP

CDC174/CDC6600

1BM370/168

CDC76/72

1BM/370-168/S4004-151

TR440DP

TR440
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表19に は これ まで 設 置 され た地 方 計 算 セ ン ター と導 入 装 置 が ま とめ られ て い る。 第2次 情 報 処理

計 画 の終 わ りまで に,地 方計 算 セ ン タ ーの 設 置 に連 邦 が 支払 った額 は2億1,300万 マル クに の ぼ る。

図 一5に は,こ れ まで 設 置 され た地 方 計 算 セ ン ターが,そ れ らに接続 している デー タ処理 網 とと もに

示 され てい る 。

図5地 方 計 算 セ ン タ ー(1975.12.31)
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☆ 今 後 の助 成 策

ます ます増 加 す る学 生 の 数 と新 しい学 術分 野 へ の デ ー タ処 理 の 利 用 は,第3次 情 報処 理 計 画 に お

い て も地 方計 算 セ ン ター の 建 設 の た め に特 別 措 置 が必 要 に な るほ ど大 学 に お け る計 算 需 要 の増 大 を
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もた らして い る。 そ の た め.こ れ らの 計 画 の 継続 を決 定 す る際 には,デ ー タ処 理 の利 用 を専 攻 して

い る学 生.あ るい は 第2専 門 科 目 と して情 報 工学 を専 攻 し て い る学 生 らへ の教 育 ・訓 練 需 要 の必 要

量 を 考慮 して,供 給 不 足 分 の カ バ ーに 力 が 入 れ られ る よ う に な ろ う(6 .1章,表15参 照)。 こ う し

た 大学 に お け る計 算 能 力 の ネ ックの解 消 に よ っての み,情 報 工 学 専攻 の学 生 に各 他 分 野 の 専 門 知 識

を も った デー タ処 理 利 用 の 専 門家 へ の教 育 が 可 能 に な る とい え る。 こ う した学 生 か らは 後 に職 業 に

就 い てか ら,多 分 野 が 統 合 され た,い わば 相 乗 効果 が期 待 され るので あ る。

す で に.1969年5月30日 に 刊 行 され た地 方計 算 セ ン ター の 建 設 準 備 に 関 す る現状 報告 書,政 府 刊

行 物V/4308号 にあ るよ うに,こ の 計 画 は第2段 階へ と継 続 され なけ れ ば な らな い 。第2段 階 に進

む に あ た って の 目 標 は,各 地 方 の 構 造 も性 能 も ちが う計 算 網 の 能 力 を,そ こで必 要 な研 究 ・教 育 に

ふ さ わ しい もの にす る ことで あ り,こ うした各計算 センター網 に お い ては 大型 の計 算 セ ン ター が計 算

能 力の 点 に おい て も,さ らに 多 様性 に おい て も重要 な 役割 を 果 た してい るので あ る。 こ うし た 目標

を達 成 す る た め に,個 々に は 以 下 の よ うな 施 策 が必 要 とな る。

一 すで に 設 立 され た セ ン タ ーの能 力は 保 証 され るべ きで あ り
,ま た古 い セ ンタ ーで まだ使 用 し てい

る老 朽 化 した シ ステ ムは新 しい 高性 能 の シス テムへ の 転 換 が必 要 で あ る 。 一般 の セ ン タ ーに お い

て も一層 の 拡 張 が望 まれ る。

一現 在 の各 セ ン タ ーで形 成 され て い る ネ ッ ト ワー クを さ らに 充 実 させ
,前 進 させ る ため に新 しい セ

ン タ ーが 設 立 させ ね ば な らな い 。

一 これ らの ネ ッ トワ ー クの シス テ ムづ くりは
,各 能 力 の バ ラ ン ス を と り,多 様 な需 要 を経 済 的 に み

たす た め,各 地 方 ベ ー ス を考 慮 して行 な うべ きで あ る。そ うした ネ ッ トワー ク ・シス テ ムの 中 で

は超 大 型 の コ ン ピ ュー タが 導 入 させ ね ばな らな い 。

ハー ドウ ェ アの 導 入 に 際 して の プ ラ イオ リテ ィーは
,導 入 す るこ とに よ っ そそ れ が ヨー ロ ッパ を

ベ ー スに した メ』 カ ーの 能 力 の強 化 に つ な が るよ うな機 器 に あ り
,そ れ を基 礎 と し て メー カ ー と セ

ン ター 間 で ハ ー ドウ ェ ア ・ソ フ トウ ェ アの 技 術 ・経験 等 の 交 流 が行 なわ れ ,さ らに は メー カ ー,大

学 間 の共 同研 究 ・開 発 計 画へ と発 展 す るよ うな プ ロ ジ ェ ク トが 生 まれ て くる可 能 性 が あ るの で あ る。

こ うし た こ と も考 えて,ネ ッ トワー ク ・シ ス テム に は各 種 の 需要 をみ たす ため に
,こ れ まで 以 上

に ヨー ロ ッパ ・メ ー カ ーの 機械 が導 入 させ る こ とが許 され る よ うにな る だ ろ う
。

第3次 情 報 処 理 計 画 の 期 間 中 に地 方計 算 セ ン ターの 建 設 プ ロ グラム に計 画 され た資 金 は,期 待 で

き る需 要 の 増 加 率 に 従 っ て予 測 され る もの に比 べ て 明 らか に少 な い 。 この助 成 費 は 第2次 情 報 処理

計 画 実 施 期 間 中 の テ ク ノ ロジ ーの進 歩 と実 際 に か か った経 費 を も とに決 め られ た もの で あ る。

6.2.4デ ー タ処 理 の ため の職 業 訓 練 セ ン ター

職 業 訓 練 や専 門 学 校 レベ ルの 分 野 に お け るデ ー タ処理 専 門家 のX大 な需 要 に こ た え るた め に,連

邦 政 府 の 第2次 情 報 処 理 計 画の 中 で は,"デ ー タ処理 の た め の職 業 訓練 セ ンタ ー"促 進 策 が もり こ
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ま れ て い た。 とい うのは,第2次 情 報 処 理 計 画 の 開始 に あ た って,そ れ に ふ さわ しい 教 育 ・訓練 活

動 が な か ったの であ る。 この 促進 策 に は デ ー タ処 理 の職 業 訓練 セ ンタ ーの 建 設 と設備 導 入 の た め の

助 成 金 が 含 まれ て お り,こ の 資金 は 第2次 情 報 処 理 計 画 の 期 間 中,連 邦 研 究 技 術 者 の予 算 か ら専 門

的 な担 当 部署 で あ る連 邦 社会 ・労 働 省 へ と支 払 われ,連 邦 労 働研 究所 が この 促進 策 の 実 施 と と もに

その 扱 い を委任 され てい る。

これ まで デ ー タ処理 職 業 訓 練 セ ン ター の 建設 に導 入 され てい た 政策 は 、現 在 の デ ュ ッセ ル ドル フ,

ミュ ンヘ ン,パ ダー ボ ー ンに限 定 され てお り,本 来 計 画 され た もの か らず っ と後退 して い る もの で

あ る。

前部 に 示 され てい る よ うに,現 在 デ ー タ処 理 専 門家 の需 要 と供 給 に 関 す る新 しい結 果 が 出 され て

お り,6.1章 の 表16か らみ て も明 らか な よ うに大 学 や専 門学 校 以外 の デ ー タ処 理教 育 ・訓練 の点 で

は,デ ー タ処 理 専 門 家 の需 要 と供 給 の 間 に量 的 な大 きな不 均 衡は ない とい え る。 む し ろ重 要 な 欠 陥

は,教 育 ・訓 練 能 力の観 点 か ら質 に あ るわ け で あ る。 とい うの は,1973年 か ら1978年 までの 間 に 教

育 ・訓 練 を う け る約80000人 の う ち,た った15%だ け が正 規 に運 営 され た 教育 ・訓 練 を うけ.国 家

的 に 認 定 され た修 了試 験 を行 な って い るに す ぎな い の で あ る。つ ま り,残 りの 大部 分 を 占 め る85%

につ い ては,一 般 に 通用 す るよ うな 能 力評 価 ・比 較 の尺 度 もな いの で あ る。修 了証 書 自体 が証 明 価

値 を ほ とん ど もっ てい ない ため,彼 らが 獲 得 した 能 力 を評 価 す るこ とは ま った く不可 能 に 近 い わ け

で あ る。

1974年 以来,連 邦 文 部省 の独 立 した 一般 の教 育 ・訓 練 施 設 の援 助 の ため の プ ロ グラ ムが つ く られ

てお り,こ の プ ロ グ ラムで は,デ ー タ処 理 部 門 を もった独 立 した 一般 の 教 育 ・訓 練 施 設 や,場 合 に

よ っ ては 他 の 多 くの教 育 ・訓練 施 設 の よ うに デー タ処 理 分 野 に 重 点 を もった施 設 を奨 励 し て い る の

で あ る。

連 邦 研 究 技 術 省 は,大 学 や高 等 専 門 学 校 以外 の 分 野 に お け る デー タ処理 専 門家 の需 要 と供 給 の対

比 か ら,必 要 な プ ラ イ オ リテ ィ ・ル ー ルの 範 囲 内で,第3次 情 報 処 理 計 画 中 の 特 別活 動 に つ い て 新

し い デ ー タ処 理 職 業 教 育 セ ン ター を奨 励 す る必 要性 を 認 め ては い ない 。 それ よ り もむ しろ,大 学 や

高等 専門 学 校 以外 の 分 野 に お け る教 育 ・訓 練 施設 の 増 設 は,文 部 省 の プ ロ グ ラム を通 した 一 般 的 な

方 法 で,独 立 し た 一般 の 教 育 ・訓練 施 設 の奨 励 が 達 成 で きる と してい るの で あ る 。 さ らに,こ の 方

法 に よ っ て,こ うし た分 野 に お け る教 育 ・訓練 の質 の 問題 も解 決 で きる と考 え てい る。

その ため,第3次 情 報処 理 計 画 内 で は,デ ー タ処理 の ため の職 業 教 育 ・訓 練 セ ン ター の助 成 に つ

い ては,す で に 廃 止 され た義 務 等 の 清 算 の た め に,ほ ん の わず かな 金額 しか予 算 に た て られ て い な

い の で あ る。
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7数 理計画研究所 ・GMD
(GesellschaftfUrMathematikundDatenVerarbeitungmbH)

☆ 誕 生 と歴 史

数 理 計 画研 究所(以 下GMD)は,1968年4月23日 に創 設 され た,大 きな研 究 機 関 で あ る。 設 立

発 起 人 及 び 会 員は 国 及 び ノー ドライ ン ・ウ ェス トフ ァー レ ン州 で あ り,そ れ ぞれ 国 は 連邦 研 究 技 術

省 の,州 は学 術研 究省 の 管 轄 とな っ てい る 。 ま た年 間 の運 営資 金 は連邦9割,州1割 の 比 率 で供 与

され てい る 。

GMDは もと もと ラ イ ン ・ウ ェ ス トフ ァ ー レ ン機 械 数学 研 究 所 か ら発 展 した もの で あ り,1973

年1月1日 に,当 時 の ダル ム シ ュタ ッ トに あ った ドイツ計算 セ ン ターがGMDに ょ り引 き継 が れ,

以来 ダル ム シ ュタ ッ トで 遠 隔 デ ー タ処 理 研 究 所 が 運 営 され て い るので あ る 。

この 遠 隔 デ ー タ処 理 とい う テー マに は ダル ム シ ュ タ ッ トとい う立地 は,ド イ ツ連 邦 郵 政 省 の 遠距

離 伝 送技 術中 央 研 究 所 が 近 くに あ るた め利 点 を もって い るの で あ る。1974年1月1日 以来,GMD

は連 邦 研 究 技 術 省 の デー タ処理 計 画分 野 で の受 託 研 究者 と認 め られ てい る 。

GMDは 本 来,数 学 と デ ー タ処理 両分 野 の相 関 関 係 とい う観 点 か ら数 学 と デ ー タ処 理 の 専門 的 ・

学 術研 究 の継 続 と実験 とい う課 題 を もって い る。

GMDの 参加 者 と監 査 委 員 会 は,1973年 にGMDの 課 題 を新 し く定 義 し,ま た 組 織 を と との え た。

監 査 委 員会 とい うの は連 邦 側 か らは 連邦 研 究技 術省,内 務 省,大 蔵省 が,ま た ノー ドラ イ ン,・ウ ェ

ス トフ ァー レ ン州か らは 学 術 研 究省 と大 蔵省 が 参加 して い る もの で あ る。 この整 備 の き っか け と な

ったの は,公 け の行 政 分 野 に お け る実 務 的 な需 要 に 対 す るGMD活 動 強 化 の 必要 性 で あ り,ま た,

1972年 にお け る連 邦 計 算 局(Bundesrechnuugshof)の 批 判 で あ った 。

☆ 目的

GMDの 活 動 は な に ょ り も,

一 デ ー タ処 理 導入 に際 し て行 政 官 庁 を援 助 し,

一デ ー タ処 理 の 継続 的 な開 発 の た め に ヨー ロ ッパ の デ ー タ処理 産 業に示 唆 を与 え,援 助 を お くる こ

とに あ る。

デー タ処 理 の 継続 的 な 開発 とそ の 応用 は 、な に ょ り も新 しい デー タ処 理 の 特性 の 開 発 の た め に 基

礎 的 な研 究 と応 用研 究 を必要 とす る。 しか も、 デ ー タ処 理 の 個 々の専 門 分 野 の 関 連 や応 用 分 野 と周

辺 学 術部 門 との 多 様 な相 関 関 係 の ため に 、 また広 大 な デ ー タ処理 能力 の 把 握 を可 能 に す る ため に,

デ ー タ処理 の い くつ か の 重 要 な分 野 の 基礎 研 究 はGMDに 集 中 され て い る。 ま た,時 間 的 に 限 られ

た プ ロ ジ ェク ト推進 に対 し て,GMDは その 資 金 源 の事 情 か らなに よ り も長 期 に わ た る課 題 に 専 心
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す るこ と が決 め られ て い る。 さ らに は,専 門 とし てい る分 野 で デー タ処 理 産 業 や行 政 官 庁 か らの受

託 研 究 ・受 託 開 発 な ど も実 施 して お り,こ うし た研 究 開 発 の 中 にGMDの 研 究結 果 を導 入 した り,

あ るい は それ らの 研 究 開発 活 動 の中 か ら逆 に彼 ら自身 の 実証 的基 礎 研 究へ の 問題 提 起 や示 唆 を得 る

こ と も多 い 。

☆ 活 動 の 重 点 と課 題

GMDの 課 題 は,

1.研 究 ・開 発 な らび に専 門 的 ・学 術 的 な教 育 と改 良

一連邦 政府 の デー タ処理 プ ロ グ ラ ムの 一 環 と し て,デ ー タ処理 とそ の応 用 分 野 と,

一 デー タ処理 の進 歩 に と って と くに重 要 な意 味 を もって い る数 学 の分 野 で あ る
。

2.デ ー タ処 理 の 開発 ・導 入 ・促 進 の際 にお け る行 政 官 庁,と くに連 邦 政 府 へ の助 言 と援助

3、 連邦 及 び ノー ドラ イ ン ・ウ ェス トフ ァー レン州 の 促進 計 画の た め の プ ロ ジ ェク ト開発 受 託 者

4.規 格 委 員 会 で の共 同 作業

5.会 員 の た め に計 算 能 力 の貸 与,待 機

GMDは 与 え られ た課 題 を充 足 す るた めに 以 下 の 重 点 研 究 に専 念 し て い る。

一 デ ー タ処理 を利用 した計 画 と問題 解 決 の た め に シス テ ム ・モ デ ル と数 学 的構 造 の 開 発

一進 歩 的 な計算 機 シ ステ ムの建 築 構 想 の 開発

一 ソ フ ト ウェ アの 質 的 改善 と ,生 産 の 合理 化

一 コ ミュニ ケ ー シ ョン過程 の記 述 の た め の正 式 な基 礎 資料 づ く り

一デ ー タ ・バ ン クの た め の ソ フ トウ ェ アの 開発
,構 想,実 験

一計 算 機 を利 用 し た システ ムに よ る 一般 情 報 シス テ ムの 改善

一マ ン ・マ シ ン ・コ ミュニ ケ ー シ ョ ン改 善 の た め の グ ラ フ ィック な表 現 の で きる構 造 の作 成

一分 散 型 デ ー タ処理 シス テ ムの分 析
,計 画 及 び導 入

一"テ ク ノロ ジー ・ア セ ス メ ン ト"国 ・司法 ・社 会 に お け る デー タ処理 機 能 と効果 の 実 験 ・調査

一デ ー タ処 理 に お け る統 一へ の 援助(規 格 化)

一公 共 へ の助 言 及 び デ ー タ処理 機能 の用 意

一公 共 部 門 へ の 教 育活 動 の 開発 及 び教 育 ・専 門 的 催 しの 実 施

一デ ー タ処理 計 画 の 一 環 と し て ,国 家 的 な デ ータ処 理 促進 プ ロ ジ ェク トに 対 す る専 門 的 ・組 織 的 な

世 話
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8国 際 協 力

8.1序

¶

研 究 開発 に お け る国 際協 力 は,各 国 に おけ る研 究 開発 政 策 の 目 標 設 定 に 役 立 つ 。 そ し て単 に研 究

開 発 の み で な く,そ れ は連 邦 政 府 の 外 交政 策 に さ え大 きな寄 与 を して い るの で あ る。

連邦 政 府 は こ う した観 点 に立 って,デ ー タ処理 分 野 に お い て ドイ ツ産 業 や学 術学 者 の 外 国 との 直

接 協 力 を援 助 じ,も し そ れ が 必 要 な らば 、助 成 策の 協 定 や政 府 間 の話 し 合 い に よ って 、 そ うし た協

力 を容 易 に す る努 力 を行 な って い る。 そ うした 努 力 と と もに,ま た連 邦 政 府 はECや 他 の 国 際 的 な

組 織 での 同 様 な趣 旨 の 努 力 を も歓迎 し,積 極 的 に参 加,活 動 を く り広 げ て い る。

8.2デ ー タ 処 理 メ ー カ ー二と ソ フ ト ウ ェ ア ハ ウ ス の イ ニ シ ア チ ブ

,

、

デ ー タ 処 理 分 野 に お け る 国 際 協 力 と い う 点 で ま ず 最 初 に あ げ られ な け れ ば な ら な い の は ,デ ー タ

処 理 メ ー カ ー や ソ フ トウ ェ ア ハ ウ ス の イ ニ シ ア チ ブで あ る 。

そ う し た 協 同 作 業 で 最 もす す ん だ もの と し て は,SiemensAG,CII(CompagnieInterna－

ノ ノ

tionaleaLInformatigue),PhilipsN .V.(Gloeilampen工 場:UNIDATAの 一 環

とし て)等 に よ る,周 辺 装 置 や ソフ トウ ェア を 含む 中型 ・大 型汎 用計 算 機 の完 全 な スペ ク トルの み

ごとな 開発 が あ げ られ よ う。1972年1月 に これ らの 企業 が この共 同研 究計 画 を発 表 し た後,大 臣 レ

ベ ルや 役 人 レベ ル で の 話 し合 い が さか ん に開 か れ た 。 テー マの ひ とつ は,こ うした助 成 策 の 資金 的

あ るい は課 題 に 関す る協 定づ く りで あ った が,ま た さ らに はInternationalComputerLtd .

(ICL),NixdorfComputerAG,TelefunkenComputerGmbHな どの 企 業 の 共 同研 究

計 画へ の 参 加 を促進 す るこ と で あ った 。 しか し なが らCIIがHoneywell-Bul1と 合 併 す る と い

う1975年5月 の フ ラ ン ス政 府 の決 定 に よ っ てUNIDATAは そ の基 盤 を奪 わ れ て し まい,同 時 に 西

独 一 フ ラン ス ー オ ラ ン ダの 共 同助 成 策 に 関す る話 し 合い は終 わ っ て し ま っ たの で あ る。第4章 に示

め さ れ てい る助 成 政 策 は,相 互 の 供 給 協 定 や ライ セ ン ス協 定 な どの信頼 関 係 の 中 での 他 企 業 との 協

力 を も含 ん で い る。 こ うし た協 定 ・契 約 は現 在,高 速 印 字 器 と デ ィス ク記 憶装 置 につ い てControl

DataCorporationと,磁 気 テー プ機 器 につ い てはPotter社,お よ びStorageTechnology社

と ・ マー ク 読 み取 り器 に関 して 日立 製 作所 な ど と結 ばれ て い る。

外 国 の企 業 との 間 で 両 方 の ノ ウ ・ハ ウ交 換 な どを 含 む協 力 を行 な う こ と,ま た現 存 す る協 力 関 係

を さ らに強 め るこ と はNixdorfの 絶 対的 目標 で あ る 。 とい うめ は,ノ ウ ・ハ ウや 開 発 一ヒの 買 い物
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は,開 発 や 生産 は もちろ ん市 場 に お け る力 強 い,敏 速 な反 応 を可 能 にす るか らで あ る。 と くに特 筆

lc価 す るの はAmdahlCorporationへ の 参 加 で あ り,CDCと の 周辺 装 置や 端末機器に関す る長年

の協 力 や,Entrex社 と の デ ー タ 収 集、シス テ ム部門 での 開 発 や計 画 ・生 産ec関 す る購 買,ラ イ

セ ンス組 立 て生産 等 の 密接 な 協 同 な どが あ げ られ る。Nixdorfは この ほか 外 国に お け る ニ ク ス ド

ル フ ・シス テ ムの組 立 生産 実 施 に 関 す る契 約 を締 結 中 で あ る。

ヨー ロ ッパ で デ ー タ処理 装 置 を開 発 し,生 産 ・運 営 を行 な っ て い る全 ての 企 業 は ヨー ロ ッパ ・コ

ン ピ ュー タ産業 協 会(EuropeanComputerManufacturersAssociation:ECMA)の 下 に

結 集,国 単 位 あ るい は 国際 的 な規 格 委 員 会 で の 協 同 作 業 に よ っ て,機 能 的 な設 計 の た めの 標準 の 研

究 ・開 発 や,デ ー タ処 理 シス テ ムの 利 用 簡 易化 等 の 共 通 目標 を 設定 し てい る。

こ こ3年 く らい,欧 州 あ る い は 国際 レベ ル に お け る ソフ トウ ェ ア企 業 や助 言 機 関 の協 同 作業 に 対

す る ドイ ツの傾 向 は きわ だ ってい る。 また ヨー ロ ッパの協 力 は,2国 間 の 計 画 や話 し合 い か ら出 発

し て,ECの 委 員会 に ょ り新 しい キ ッ カケ を得 るこ とに な った 。EC委 員 会 は,広 範 囲 な4っ の デ

ー タ処 理 ア プ リケ ー シ ョ ン中 心 の プ ロ ジ ェ ク ト研 究 の た め の 費用 とし て
,合 計180万REの 用 意 を

し て い るの で あ る。 そし て この 場 合 で もヨー ロ ッパ ・ベー スの 企業 の 連 合 に対 す る,こ れ まで に 考

慮 され た規 定 や 委託 等 を継 続 させ る こ とは,ヨ ー ロ ッパ レベ ル に お け る協 力構 想 を さ らに 高 め,実

現 を強 くす す め る こ とに な ろ う。

1975年11月 にはECの 大 臣 レベ ル の審 議 会 に よっ て助 成 策 が練 られ,前 述 の さま ざ まな 活 動 に並

行 してECの 委 員会 に よ って用 意 され た この助 成 策 は,欧 州 に お け る共 同 と相互 理 解 の た めに 一層

の 前進 を もた らす こ と とな った の で あ る。 この助 成 策 の主 眼 は,そ れ が 欧 州 の産 業 の強 化 に役 立 ち,

デー タ処 理 の安 価 な そ して効 果 的 な 導 入へ の条 件 を整 備 す る こ とに あ り,具 体 的 に は と くに ソ フ ト

ウ ェ アの互 換 性 向 上 の提 案 に重 点 が お か れ てい る。(8.3章 参照)

こ うした こと か ら,多 国 的 な協 力 を 行 な って い る助 言 機 関 や ソ フ トウ ェ ア企 業 は 以下 の よ うな活

動 に 力 を入 れ てい る 。

一他 の ヨー ロ ッパ組 織 や多 国籍 デー タ処理 者 の ため の研 究 とプ ロ ジ ェ ク トの 実 施

一標 準 化 され た ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ ー ジや シス テ ム技 術的 な方 法 の 交 流 ・交換 及 び パ ー トナー 間

の 相 互 の ライセ ンス 交換

一 ヨー ロ ッパ や他 地 域 に お け る新 しい 市 場 の 開 拓

一学 術 的 な 研 究所 等 との 協 同 作 業 の推 進

一 デ ー タ処 理 の分 散 化 に お け る ミニ コ ン ピ ュー タの ソフ トウ ェ ア開 発 や 大 型 コ ン ピ ュー タに お け る

集 中 的 な 課 題 の処 理 な どの よ うな,現 実 の 技 術的 問題 に対 す る共 同 解 決

た とえ ば パ ー トナ ー間 の 給 与 格 差 や非 常 に さ まざ まな 報 酬 シス テ ム等 の よ うな協 力 初 期 の 困 難 さ

は,給 与 計 算 イ ン デ ッ ク ス等 の 利用 に ょ っ て一掃 され てい る。 ヨ ーロ ッパ共 同 の ソ フ トウ ェ ア市場

に対 す る障害 は む し ろ,ケ ー ス ・バ イ ・ケ ー スな需 要 の 変 動,さ ま ざ まな ソ フ トウ ェ ア意 識,不 充
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分 な適 合性,利 用 者 側 の"国 産 愛 好"等 に み え る 自国中 心 の精 神 等 に ひ そん で い るの で あ る 。

8.3欧 州 共 同体(EC)

φ

1974年7月15日,ECの 審 議 会 は デ ー タ処 理 分 野 に関 す る共 同政 策 に っい て の原 則 を ま とめ た 。

それ に よ れ ば,中 期 的 には,産 業 の 開 発 や望 ま し い デー タ処理 利用,研 究 な どの促 進 を うな が す 共

同体 の システ マテ ィ ックな計 画 が維 持 され て お り,と くに 現状,実 際 の 具 体 的 な 中 期 目標,効 率 的

具 体 策 な どの実 態 調 査 も含 ま れ てい るの で あ る。

中 期 的 な計 画 の決 議 以 前 に ヨー ロ ッパ の協 同 作業 を軌 道 にの せ るた め に,す で に2つ の 優 先 的 プ

ロ ジ ェク トが 決 定 され て い る。1976年 には ,優 先 的 な プ ロ ジェ ク トの 第 一 と して,以 下 の よ うな計

画の ため の 準 備 が企 画 され て い る。

一血 液 及 び 器 官 の デ ー タ ・バ ンク

ー輸 入/輸 出 デー タ ・バ ン ク

ー共 同体 法 の ドキ ュメ ンテー シ ョンの た めの シス テ ム

ー コ ン ピ ュー タに ょ る回路 の 設計

1975年11月22日,ECの 委 員 会 は審 議 会 に デ ー タ処 理 分 野 に お け るプ ロ グ ラ ムの ため の 共 同体 政

策 に関 す る通 達 を提 出 した 。 そ の 中 に は 優先 的 プ ロ ジ ェク トの 第2番 目に 関 す る以 下 の 分 野 の示 唆

が 提 案 され てい たの で あ る。

一 リア ル タ イ ムの た め の プロ グ ラム言 語

一 ソ フ トウ ェ アの互 換{生

一 デー タの保 護 と安 全 化

一 プ ロ グ ラ ム技 術

一 デー タ ・バ ン ク ・シス テ ムの 評 価

一 白動 化 され た ドキ ュメ ン テ ー シ ョ ン ・シス テ ム及 び 検 索 シス テムの 開 発 と設 計

この た め連 邦 政 府 は,自 国 の デー タ処理 促 進 の た め の類 似 した プ ロ ジ ェク トの よ うに,ECの 政

策 と範 囲 や過 程 が 同 じよ うな プ ロ ジ ェ ク トの促 進 価 値 に っ い て検 討 す る意 向 を も ってい る。

8.42国 間 協 力

専 門 代 表 団 の 交流 や長 期 間 に及 ぶ専 門 家 の 留 学 な どに よ る2国 間の 学 術的 経 験 ・情 報 の 交 換 は,

現 在,デ ー タ処理 の 分 野 で は 以 下 の 国 々との 間 で 行 な わ れ て い る。

ブ ラ ジル:

情 報 シス テ ム 、授 業 へ の デー タ処理 の 応 用,プ ロセ ス 制御,ネ ッ トワー ク,理 論 的 情 報 工学
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チ ェ コ ス ロ バキ ア:

医 学 に お け る デー タ処理,分 野 別計 算 セ ンタ ー と統 計 学 に お け るデ ー タ処 理 の応 用,プ ロセ ス制

御

フ ラ ンス:

計 算 機 を利 用 した 開 発 と設 計,医 学 に お け るデ ー タ処 理

日本:・

医学 に お け るデ ー タ処 理

カ ナ ダ:

医学 に お け る デー タ処理 お よ び授 業 へ のデ ー タ処理 の応 用

ブ ラ ジル,日 本,カ ナ ダの ケ ー ス は学 術 的 、技 術 的 な協 力 に 関 す る2国 間 の政 府 協 定 が,協 力 計

画 の 基礎 に な って い る。

数 理 計 画 研 究 所(GMD)は,つ ね に 継 続 的 に 実 現 さ れ る よ う な多 様 な 国際 的接 触 に 心 が

け てお り,実 際 の応 用 研 究 の 中 で,GMDで の 多 くの 招 待 研 究 者 や 奨 学 生 の滞 在 を通 し て こ うした

接 触 が つ く られ て い る。 さ らにGMD研 究者 た ちの 外 国訪 門 と な らんで,講 演 旅行 や セ ミナ ー,コ

ー スへ の 参 加 にょ っ て相 互 の接 触 が 保 た れ て い るので あ る
。GMDの プ ロ ジ ェク ト活 動 は,そ の専

、門家 を通 し て 国際 的 な作 業 グル ー プに 大 きな 影響 を与 え て い る。

13カ 国 の中 央情 報 工学 関 係 の研 究 所 々長 に ょ る非 公 式 な グル ー プ は,定 期 的 な 間 隔 で 作 業会 議 を

開催 し て い る。 この グル ー プ は と くに イ ギ リスや フ ラ ン スの 同種 の施 設,NationalComputiugノ ノ
Centre(NCC:英),InstitutdeRecherchedInformatiqueetdAutomatique

(IRIA:仏)と の コ ン タ ク トを 密 接 に 保 っ て い る 。 こ の う ちIRIAと は,学 術 学 者 の 交 換 や,

デ ー タ 処 理 シ ス テ ム の さ ま ざ ま な 要 素 の た め の 評 価 基 準 の 開 発,規 格 化 へ の 共 同 作 業 な ど に つ い て

2国 間 の 協 定 が 結 ば れ て い る 。

'

8.50ECD

1966/67年 の フ ラ ン ス,イ ギ リス,日 本,西 ドイツ各 国 に お け るデ ー タ処 理助 成 策 の開 始 は 、O

ECDecよ っ て行 な われ た"テ ク ノロ ジー ・ギ ャ ッ プ"に 関 す る調 査 に 大 きな影 響 を受 け た 。 これ

まで何 年 か の 間,OECDは 地 方 自治 体 や 一 般行 政 に お け るデ ー タ処理 導 入,あ るい は デー タ保 護

の た め の調 査,ま た デ ー タ処 理 教 育 ・訓 練 や,デ ー タ処理 と遠 隔 伝 送 シス テ ムの 結 合 等 に 関 す る調

査 に よ って 、各 参 加 国の 開 発 に関 す る興 味深 い 断 面 を 明 らか に して い るの で あ る。

これ か らの活 動 の 基点 と して,産 業 生 産 や農 業 生産 に く らべ て つ ね に 増加 しつ つ あ る,国 民 経 済

に お け る情 報 分 野 の分 析 を 行 な う必 要 が あ ろ う。 通 信 交 換 や デー タ処 理 の 利用,情 報 の準 備 等 の 改

善 され た シス テ ムを 使 っ て,こ うした分 野 に お け る生 産性 の 向 上 を 目 ざす こ とは,今 後 の継 続 的 な

ぷ
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経 済的 ・社 会 的 発展 に 大 きな 希 望 を もたせ る こ とに な るの で あ る 。
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9.第3次 情 報処 理 計 画実 施 予算

☆ 大学 ・高等 専門 学 校分 野 に お け る方 策

(3004/68503及 び3004/89301よ り)

1976 1977 1978 1979
1976

-1979

一地 域 間情 報 工学 研 究 プ ロ グ ラ ム

ー学 術 的 経験 ・情 報 交換

一地 方計 算 セ ン ター

一職 業教 育 ・訓練 セ ン タ ー

52.5

1.5

38.0

1.7

20.0

1.5

42.0

1.0

12.5

1.5

42.0

1.0

1.5

1.5

46.0

一

86.5

6.0

168.0

3.7

計 93.7 64.5 57.0 49.0 264.2

(百 万マ ル ク)

亀
～

`

ρ?

☆ デー タ処 理 の 利 用

(3004/68502及 び3004/89301よ り)

1976 1977 1978 1979 1976
-1979

情 報 処理 シス テ ム 38.5 40.0 42.0 44.5 165.0

健 康 管理 シ ステ ム 31.3 34.0 36.0 40.0 141.3

教 育 システ ム 6.5 3.0 3.0 3.0 15.5

CAD(コ ンピュー タに ょ る 設 計) 15.0 16.0 17.0 18.0 66.0

・DV(㍍ 駕 箸 置とのプ) 22.3 23.0 24.0 25.5 94.8

デー タ遠 隔 処 理 6.0 7.0 8.5 10.0 31.5

利用者援助 8.0 9.0 11.5 13.5 42.0

パ タ ー ン認 識 一 1.0 2.0 2.5 5.5

計 127.6 133.0 144.0 157.0 56L6

(百 万 マル ク)

浄

一、

☆GMD

(3004/68550及 び3004/89350よ り)

1976 1977 1978 1979 計

運営および設備投資 43.8 48.3 50.8 51.9 194.8

(百 万 マ ル ク)
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☆ 産 業 に お け る研 究 開 発 の 促進

(3004/68301よ り)

`

'-

.
9

'

1976 1977 1978 1979 1976
-1979

計 算 機 の 構 成 及 び デ ータ処理 言語

デー タ処理 技 術

遠 隔 周辺 機 器

小 型 デ ー タ処理 シス テ ム(プ ロセ
ス計算 機 を 含 む)

中 ・大 型 デ ー タ処理 システ ム(周
辺 機 器 を 含 む)

20.0
`

20.3

10.0

3α0

60.0

19.0

19.0

14.0

32.0

49.0

18.0

19.0

18.0

38.0

45.0

16.0

18.0

20.0

49.0

40.0

73.0

76.3

62.0

149.0

194.0

計 140.0 133.0 138.0 143.0 554.3

ま とめ ・一 覧

(百 万 マル ク)

1976 1977 1978 1979
1976

-1979

大学 ・高等専門学校分野における
援助 93.7 64.5 57.0 49.0 264.2

デ ー タ処 理 の 利 用 の 促 進 127.6 133.0 144.0 157.0 561.6

産 業 に お け る研 究 ・開 発 の 促進 140.3 133.0 138.0 143.0 554.3

GMD予 算 43.8 48.3 50.8 51.9 194.8

第3次 情報処理計画への予算合計 405.4 378.8 389.8 400.9 1574.9

(百 万 マル ク)

,
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